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プロローグ　―ある雨の日に―










　ある雨の日に、一いつ本ぽん楠くすの木の下で。女の子がひとり、泣いていた――。




　言葉にならなかった。

　手も、足も、思考も、息も止まった。

　時間すら止まったような心ここ地ちだった。

　それでも雨音だけは止まらずに、パラパラと音を立て続けていて……。




　それは５月中ちゆう旬じゆんの、月曜日の出来事だった。朝から濃こい雲が空を覆おおっていて、昼過ぎから雨が降り始めた、春らしくない寒い一日だった。

　そんな雨の日は、部屋でおとなしくしているのが一番だ。僕ぼくだって外に出ずに済むならそうしたい。

　でもこの日は平日。学校は通常通り授業をしていて、授業が終わって放課後になれば、学校から寮りように帰るためにいったん外に出ないといけない――ウチの学校は全ぜん寮りよう制せいだ――。

　だから僕は、傘かさを差して歩いていた。学校の、広い広い敷しき地ちの中を。

　たった一人で。




　僕は、日本の本州最さい西せい端たんにある、鳳ほう翔しよう学がく園えんという学校に通っている。

　名前は矢やヶが崎さき矧しん、今年で16歳さい、今はまだ15歳の高校一年生だ。

　所属は航空高等専門学科、略して航専。５年という長い年月を使って飛行機のことを学ぶ学科だと思ってもらえたら幸いだ。

　――様々な技術の進歩によって、今では空は身近な存在になっていて。

　条件付きだけど、中学生でも飛行機を操縦できるようになっている。

　もちろん無資格のまま好き勝手に飛ばすことはできない。きちんとルールを学び、資格を取得した上で飛ぶことになる。

　これら空に関する学習を専門的に行なう学校を、『航空学園』という。

　僕が通う鳳翔学園はその航空学園の一つで、全国的にも有名な学校だ。航空科だけじゃなく普ふ通つう科かとかの学科もあって、規模はとても大きい。有名どころとあって入学試験は難しく、生徒はみな優ゆう秀しゆうだ。

　その鳳翔学園に通う僕。学科は航空高等専門学科。

　はいはいエリートエリートすごいですねー、とウンザリしたそこのあなた。

　その認にん識しきは間ま違ちがっている。

　――僕はエリートなんかじゃない、ボンクラだ。

　強しいて言うなら『元エリート』だろうか。中等部の頃ころはエリートコースにいたんだけど、中等部から高等部に上がるための最終試験で、僕はものの見事に落っこちた。

　その試験に落第すると、基本、学校にいられなくなる。

　でも色々あって、僕の場合は救済措そ置ちが取られた。その結果として航専に進学することになったのである。

　通常、航専に進む生徒はいない。特別な事情を抱かかえた学生だけがこのコースに進み、より専門的な学習をすることになる……そんなふうに教官から聞いた。

　――なんでそんなややこしいことになったんだ？

　そんな疑問を抱いだいた人へ、お答えします。

　色々あったんですよ。ただしその『色々あった』ことを語り出すと、とんでもなく長くなる。そのうち語るので今は略したいと思う。




　で、ボンクラな僕はこの雨の日に、校舎から寮までの道のりを徒歩で行くことにした。

　時刻は午後５時を回っていた。ぶ厚い雨雲が太陽光を遮さえぎっているせいで、外はすっかり暗い。世界は色しき彩さいを失っていて、濃い灰色の絵の具をぶちまけたみたいになっている。北から寒気も流れ込んでいるようで、５月とは思えない冷たい空気も漂ただよっていた。

　無む彩さい色しよくの薄うす暗ぐらい世界の中、滑かつ走そう路ろの誘ゆう導どう灯とうが煌こう々こうと光を放っている。この雨の中を飛んでいる学生はいないから無意味ではあるのだけど、民間や軍の緊きん急きゆう着陸機が来るかもしれないので、午後８時までは明かりを灯ともしてなくてはいけないそうだ。

　僕はその光をはるかに望む。航空科の敷地はとにかく広い。地方空港を丸ごと一つ学園にしたようなものなので、とにかく広い。

　広いものだから、人や物資を運ぶ無人電動車が配備され、敷しき地ち内ないを走っている。

　その無人電動車はドリーと呼ばれている。軽自動車と同じサイズで、バンタイプだったりトラックタイプだったりと、いくつか種類がある。自動運転なので学生でも利用でき、アプリを使ってリクエストすれば、すーっとやってきて、さーっと運んでくれる。

　登下校にドリーを使うことは許されていて、それに乗ったら早いんだけど、雨の日は当然ドリーちゃんたちも大おお忙いそがしだ。僕もリクエストをかけてみたんだけど、15分以上待たされる感じだった。他ほかの校区の下校時間とも重なっちゃっているし、まあ、色々と間が悪かった。この感じだと、もう歩いた方が早い。

　だから僕は、歩いて帰ることを選せん択たくしたのである。

　雨の中、半はん透とう明めいのビニール傘がさを差し。しとしとと降る雨音を聞きながら、寮のある北方向へと進む。

　格納庫の周辺の地面はコンクリート舗ほ装そうで、その傍そばを通る道路はアスファルト舗装だ。道路沿いにはぽつぽつと照明灯が立っていて、ＬＥＤの白い光で周囲を照らしてくれている。歩くのに不都合はない。

　ただ……寒い！　息が白くなるほどじゃないけど、それでも寒い！

　傘の中に吹ふき込んできた雨と風が、傘の取っ手を握にぎる僕の右手をキンキンに冷やしてくれる。ドリーちゃんを待った方がよかったかなぁと、３分くらい歩いて後こう悔かいした。

　でも今いま更さらドリーちゃんを呼ぶのもどうかと思い、僕は寒いのを我が慢まんして歩き続けた。

　一本のクスノキが見えてきた。道路の左側、少し離はなれた場所に立つ、立派な成木である。どういう経けい緯いでここに植わっているか、僕は知らない。

　このクスノキは、みんなから「一本楠」と呼ばれている。僕が通っている航空科の第三校区から学がく生せい寮りように戻もどるまでの目印になっていて、ちょうどここが中間点だ。高さはそんなにない代わりに枝が横に広く生い茂しげっていて、背の低い三さん角かく錐すいみたいな形になっている。木の周りは芝しば生ふだ。

　この木の下で雨音を聞くと、リラックスでき……ないか。特に今日のような寒い日にそんなことをすると、すぐおしっこに行きたくなる。リラックスどころじゃない。

　そんなバカなことを考えながら、一本楠の傍を通り過ぎようとした時――。




　クスノキの根元に、木とは違ちがう物体があるのを見つけた。

　暗くてよく分からないけど、何かがうずくまっているように見える……。




　まず、ゾッとした。なんだあれ……？　って感じ。

　立ち止まってよく観察したけど、分からなかった。不気味な影かげだ。急に怖こわくなる。

　でも人間、怖いと分かっていても、不思議なものを見つけた時は近づいてみたくなるものじゃないだろうか。

　他の人がこういう時どうするか分からないけど、僕は近づいてみることにした。

　５歩近づいて、その影が人ひと影かげだと分かった。体育座ずわりをして、顔を膝ひざに当てた姿勢で、動かないでいる。

　更さらに進むと、女子だと分かった。やたらスカートが短い。正面から見たら下着が見えちゃいそう……って思うくらい短い。すらりと伸のびた脚あしが綺き麗れいだった。

　更に足を進めて、彼かの女じよの傍に立ったところで……。

　その女の子が僕の気配に気づいて、ゆっくりと顔を上げた。




　頬ほおが、雨とは違う水――目から溢あふれる涙なみだに、濡ぬれていた。

　彼女の潤うるんだ瞳ひとみが僕を捉とらえる。

　その瞬しゆん間かん、僕の何もかもが停止した――……。




　その女の子は、長くて綺麗な黒い髪かみをポニーテールにしていた。顔のつくりは息を呑のむほどに整っている。服はライトグレーのブレザータイプの制服で、その制服の上からでも、一いつ切さいの無む駄だがない細い身体からだつきをしていることが分かった。

　まごうかたなき美人である。僕はこれほど美しい女性を、今まで見たことがない。

　その彼女が、涙に濡れた両目を僕に向けてくる……。




　――やらかした。僕がまず思ったことがそれ。

　女の子が一人で泣いているなんて、それはそれはとんでもないシチュエーションで。

　もちろんそうだと分かっていたなら、僕は近づくことさえせずに通り過ぎていた。

　何故なぜか？　――僕ごときがどうにかできる状じよう況きようではないからだ。

　僕の人間としてのスペックは低い。背は低くて、顔のつくりは凡ぼん庸よう。飛行機のことしか頭にない飛行機バカだから、こういう時の対処法をまったく知らない。

　見た目も頭もよくない僕が対処できるような状況では、断じてない。




　――それでも。

　それでも僕は放っておけなくて、一声かけてしまう。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　すると女の子は、視線を切り、うつむいて。

「……、おかまいなく」

　雨音にかき消されそうなくらい小さな声で、一言、そう言った。

　お構いなく。要するに、構うな。意訳すれば「消えろ」。

　まあ、そうなるだろう。一人で泣いているところに、見ず知らずの男が声をかけてきたのだから、普ふ通つうはうざったく感じるはずだ。

　イケメンならいざしらず、ブサイクな僕がイケメン無罪の恩おん恵けいなど受けられるはずもない。自分のスペックのショボさはよく理解している。

　それでもだ。このまま立ち去るのはさすがにまずいと思い、もう一声かけた。

「あの、誰だれか呼んできましょうか？」

　僕では無理でも他の誰かなら……と思ったから。

　でも。その言葉も拒きよ絶ぜつされた。

「……すぐに、帰りますから」

　完全な拒絶だった。はっきりと分かった。自分は今、この人に必要とされていない。

　だから僕は彼女の望む通りにした。構わないことにしたのだ。

「……分かりました」

　小さく一礼して、その場を去った。




　でも寮には帰らなかった。

　今来た道を小走りに引き返した。着ている作業着のズボンが雨に濡れるのもお構いなしに、急いで一番近い校舎に向かう。

　出入り口の傘かさ立たてからビニール傘を引っつかむ。この傘は敷地内なら誰でも使えるもので、どこの傘立てから取ってもいいし、どこの傘立てに返してもいいようになっている。いろんなところを行ったり来たりする傘なので、『通かよい傘がさ』と呼ばれている。

　僕自身が今使っている傘も、新しく掴つかんだ傘も、この通い傘だ。

　それと、校舎の自じ販はん機きであったかい飲み物を買う。女の子ってどんなのを飲むのかなぁ……とか考えながら、結局カフェオレにした。

　一本楠へ急ぐ。防水性の高いブーツを履はいているから靴くつの中がベチャベチャにならなくて済んでいるけど、作業着の膝から下の部分は既すでにぐっしょり濡れてしまっていた。

　こんなになってまで何をやってるんだろうと、自分でも思う。彼女には「お構いなく」と言われたのに。

　――でも放っておけなかった。

　彼女の悩なやみは解決できない。でも、傘と身体が温まるものを差し入れることはできる。

　なんとも独善的で、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな対応だ。

　でも……悲しんでいる人に飲み物と傘を渡わたすくらいの偽ぎ善ぜんは、してもいいんじゃないだろうか？




　彼女はまだそこにいた。体育座りでうずくまったままでいる。

　僕は荒あらくなった呼吸を整えながら、ゆっくり、彼女に近づく。

「あの」

　呼びかけに応じて、女の子が顔を上げてくれる。まだ涙は止まらないようだ。

　僕はまず、傘を差し出した。

「傘、持ってませんよね？」

　念のため周囲を見る。彼女の持ち物は何もない。

　差し出しても受け取ろうとしないので、僕は傘を彼女の傍に置いた。

「それと、これ」

　胸ポケットに入れて保温しておいたカフェオレも差し出す。

「あったかいですよ」

　カフェオレの方は、彼女が両手で受け取ってくれた。

　彼女はうつむいた。その彼女に向けて、

「……それじゃ」

　最後に一言、別れの挨あい拶さつをして、立ち去った。

　気の利きいたことはとうとう言えずじまいだった。やっぱりイケメンにはなれない。




　それにしても、すごい美人さんだったなぁ……。

　なんてことを思いながら、先に風ふ呂ろに入って、晩ご飯食べて、明日の授業の準備をして、ベッドに入った。僕の部屋は個室なので相方はいない。

　照明を落とし、布ふ団とんの中で仰あお向むけになって目を閉じる。

　――特に思うことはなかった。

　あのカフェオレが彼女の何かを変えたかもしれないし、変えなかったかもしれない。大きなお世話だったかもしれないし、ちょうどいい差し入れだったかもしれない。

　でもそれで何かが起きようとも、また何も起きなくても、それは僕とは関かかわりのない別世界の話だった。

　鳳翔学園の普通科の制服を着たあの女の子が、航空科の敷地で何をしていたかなんて僕には想像つかないし、仮に知ることができたとしても、僕の手には負えないことだから。

　特に思いにふけることもなく、僕はすぐに眠ねむってしまった。




　朝を迎むかえた。雨はすっかり上がっていた。新しい一日が始まる。

　もうあの人と会うことはないだろう。これから始まるのは、いつもと変わりない日常だと、僕は確信していた。







★★★★★かんたんな用語説明❶










○鳳翔学園

　飛行機を教材として青少年の健全な育成を図はかることを目的に設立された学園。日本四大航空学園の一つであり、今も昔もパイロットの技量が非常に高いことで有名。

　自前の曲技飛行チームを持ち、エアショーでの出演料収入や関連グッズの物ぶつ販ぱん等で利益を上げ、それを学園の運営資金に充あてている。また、国から航空警察業務の一部を委い託たくされていて、空の警察官を育成し空の秩ちつ序じよを守る役割も担になっている。

　その他、『鳳翔学園工こう廠しよう部』という自前の工場を持っていて、機体の整備や飛行機のカスタムを手て掛がける。カスタムメーカーとしての技量も非常に高い。

　優秀な学生を育てるエリート校として知られる一方、授業内容が厳しすぎる、学園経営のあり方が商業的に過ぎる＝生徒をカネ稼かせぎに利用している、といった批判の声もある。




○鳳翔学園の地理

　南なん端たんに２５００メートルの滑走路が東西方向に１本ある。その南は瀬せ戸と内ない海かい。

　滑走路の北側に三つの駐ちゆう機き場じようがあって、その駐機場周辺に格納庫と校舎が並ぶ。

　北東の駐機場が第一校区、曲技飛行チームの候補生を集めた校区で、エリート揃ぞろい。

　北西の駐機場は第二校区、普通に空を飛びたい生徒が集まる。金持ちが多い。

　西の駐機場は第三校区、空の警察官を養成する他、航空警察業務も行なう。

　校舎の北側に寮があり、航空科、航空整備科、航空管制科の生徒がここで生活する。




○日本四大航空学園

　本州最西端の鳳翔学園。資金力と技術力は日本一。突とつ飛ぴなことをする学園でもある。

　北陸の名門、加か賀が学園。歴史と規模は日本一。日本最大の航空学園。

　北海道の航空学園・飛ひ龍りゆう館。滑走路の長さが日本一。たいへんなロシア好ずきでもある。

　太平洋を遊ゆう弋よくする航空学園艦かん・大たい鳳ほう。電磁カタパルトを有する唯ゆい一いつの学園。







第一章　―日常はいともたやすく破壊された―










　鳳ほう翔しよう学がく園えん航空科の朝は早い。

　午前６時、高らかにラッパが鳴り響ひびき、当番の学生が大音量で放送をかける。

「総員起き床しようッ！　寮前広場に集合ッ!!」

　それを合図に僕は飛び起きた。実はラッパが鳴る前にこっそり起きて色々と準備をしていたりするけど、それは内ない緒しよ。学園生活を円えん滑かつに送るための知ち恵えである。

　飛び起きた僕はすぐに寝ね床どこを整え、ツナギ型の紺こんの作業着に着き替がえ、紺の帽ぼう子しを被かぶり、黒のブーツを履いて、部屋が綺麗になっていることを確かく認にんしてから部屋を出る。

　階段を駆かけ下り、第三校区の寮前広場に集合。航空高等専門学科に所属している生徒は僕一人だけなので、広場に一人だけポツンと立つことになる。

　僕の隣となりでは、空の警察官を養成する航空警察教練課程の生徒がずらりと並ぶ。服装は僕と同じだけど、帽子のデザインだけは異なり、『鳳翔ＡＬＥ』という刺し繍しゆうが入る。

　ＡＬＥとは Aerial Law Enforcer の略で、直訳すれば『航空法ほう執しつ行こう機関』。つまり航空警察隊である。

　ここ第三校区は、空の警察官を目指す学生が集まる場所。中学一年から高校三年までの６年間、みっちり鍛きたえ上げられることになる。

　教育内容が厳しいのは鳳翔学園航空科全体に言えることだけど、空の警察官を育てる第三校区は特に厳しいことで有名だ。国防軍や警察を退官した人が教官をやっていて、その教官が教育カリキュラムを作ったのだから、まあ当然である。

　そのせいもあって、ＡＬＥの生徒は朝っぱらからみんなピリピリしていた。緊きん張ちよう感が朝の冷たい空気の中に張り詰つめている。その空気に触ふれて、僕の顔も引き締しまった。

　程ほどなく教官がやってくる。いかつい表情をした屈くつ強きような大人たちが黒いブーツをずかずか鳴り響かせ、ＡＬＥの生徒の前に立って、

「点呼ォ！」

　怒ど号ごうめいた号令を飛ばした。ＡＬＥの生徒たちが点呼を始める。

　――で、僕はというと。

　担当教官とマンツーマンでの点呼である。アラサーの男性教官が僕の目の前に立ち、

「矢やヶが崎さきぃ」

　気の抜ぬけた、ゆるーい声で号令。その表情は毎朝眠そうな感じだ。

「はい！」

　朝の点呼は大事なので、僕はしっかり返事をする。でも、

「うし、いるな。オバケじゃなくて何よりだ」

　教官はゆるーいままだった。

　――以上、航専の点呼終わり。

　こんなのでいいのかなぁ……と僕自身思う。こんなゆるい点呼をＡＬＥの生徒の隣でやるのは、本当に申し訳ない限りだ。

　でも仕方がない。僕が所属する航空高等専門学科は普ふ段だんは在ざい籍せき者しやゼロの幽ゆう霊れい学科で、どの校区で授業を受けるかが決まっていない。そのため、不幸にも航専に進んだ生徒は、どこかの校区にお邪じや魔まする形で授業を受けるハメになる。

　僕の場合は第三校区にお邪魔させてもらうことになった。どうしてかというと、僕が乗ることになった機体の格納庫が、第三校区の奥おくにあるからだ。

　その機体の所属も第三校区であり、その機体に乗るパイロットの僕も、制度上、第三校区に所属していないといけないらしい。しかもその格納庫はその機体専用で、他の格納庫に収められないという事情もある。

　つまるところ、第三校区以外に選せん択たく肢しがない。どうすることもできないのだ。

　そう――だから、僕のすぐ近くでＡＬＥの鬼おに教官がうろつき、出来の悪い生徒を叱しかり飛ばして、ＡＬＥの生徒が時々うらめしそうに僕を睨にらみつけてきても、僕にはどうすることもできないのである。それが本当に申し訳なくて、たまらなく辛つらい。

　ＡＬＥの生徒の皆みなさん、どうか僕のことは空気だと思ってスルーしてください！

　毎度、そう願わずにはいられない。

「じゃ、早朝教練開始ぃ」

「はいっ！」

　担当教官のゆるーい号令に従い、僕は早朝教練を始める。

　早朝教練とは、朝の体操である。最初に鳳翔学園伝統の『鳳翔学園体操』をやり、それから腕うで立たてや腹筋などの筋トレをして、最後にランニングしてシメるという流れ。

　この早朝教練は、航空科だけでなく航空管制科や航空整備科でもやっている。この三つの学科を航空三学科といい、三学科ともに全寮制である。

　僕がせっせと鳳翔学園伝統の体操をしている間、ＡＬＥの生徒たちは、というと……。

「全体的に声が小さい、やり直せ！　点呼ォ!!」

　教官から点呼のやり直しを命じられていた。教官の望むレベルに達していない模様。

　早朝教練は、どの学科も中等部・高等部の６学年合同で行なう。その全員が教官の求めるレベルに達していないと、いつまでもやり直しを食くらう。
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　だから高等部の先せん輩ぱいは、中等部の後こう輩はいの出来の悪さに、いつまでも付き合わなくてはならない。特に新入生の入ってくる春は、先せん輩ぱい方がたにとっても試練の時である。

　僕がランニングを始める頃に、ＡＬＥの生徒達の鳳翔学園体操が始まる。鬼教官の怒ど鳴なり声ごえは止まらない。

　そして僕がランニングを終える頃に、ＡＬＥの生徒が筋トレを始めていた。号令をかけながらせっせと腕立て伏ふせ。教官たちの怒号も時々響く。みんな頑がん張ばって！

　僕は早朝教練をしっかりやって、教官から「じゃ、今日もご安全に」と指導を受けて終しゆう了りよう。６時45分には寮の食堂に着いていた。

　食堂はがらんどう。ＡＬＥの生徒はまだ外だ。

　朝食はあっさりしている。ご飯に味み噌そ汁しる、卵焼きに焼き魚、ひじきの炒いため物ものと、あとはお新しん香こ。どれもおいしい。

　僕が朝食を平らげて食器を戻す頃、ＡＬＥの生徒たちがドヤドヤと食堂にやってくる。トップバッターはもちろん高等部三年の先輩である。幼おさな顔がおの中等部の生徒たちは列の後ろの方で待たされる。上下関係は厳しい。特にここ、第三校区では。

　自分の部屋に戻った僕は、部屋全体を改めて綺麗に整えて、座学をやる教室に向かう。部屋を綺麗にしておかないと「台風」が来る。……意味分かる人いるかな？

　手には何も持たずに行く。教科書も参考書も、ノートもペンも、それらすべてがネット上にある。

　日本人なら誰もが電脳化している時代。モデムという携けい帯たい型がたの通信機器を介かいして脳とネットを接続し、ネット上に用意されたあらゆるツールを使って生活している。

　モデムさえあればすべてが事足りる――技術が進歩した現在の日本は、そういう世界である。




○




　今日の僕の授業内容は、午前は座学（一いつ般ぱん教養）、午後は体力トレーニングとフライトシミュレーター、という内容だった。今日はフライトはなし。いい天気なのになぁ。

　第三校区の「遠えん隔かく受講室」という教室に入る。個室がずらりと並んでいる部屋だ。その個室の一つに入って、鍵かぎを締める。ログイン中は無防備になるので。

　電脳接続。手順に従って、鳳翔学園普通科の教室にログイン。

　僕の場合、一般教養の授業は鳳翔学園の普通科の生徒と一いつ緒しよに受けることになっている。普通科の校舎は航空科の敷地からずっと北側にあって、そこまで行く時間がもったいないので遠隔受講をさせてもらっている。

　普通科の教室は大学と同じ形式だそうで、どこに座ってもいいようになっている。遠隔授業でログインした生徒の席には机からカメラがにょきっと生えて、その席に遠隔授業を受ける生徒の電子的な姿――アバターと呼ばれるものが、他の生徒に見えるようになる。拡張現実の技術が進化しまくっているので、現実世界にアバターを表示するのは簡単だ。

　遠隔授業を受ける僕に、そのクラスの生徒たちが気軽に挨拶してくれる。僕も笑え顔がおで挨拶を返す。こういう和気あいあいとした雰ふん囲い気きは、航空科ではなかなか味わえない。

　さっそく授業が始まる。最初は日本の現代史の授業だ。

　現代史を語る上で欠かせない大きな出来事を、先生が語る。




「――21世紀の半ば頃から太陽活動が低下して、地球は極度に寒冷化することになりました。地球は赤道付近を除いて、どこもかしこも氷漬づけになってしまいます。しかもこの状態が、およそ１００年もの間続いたというから、驚おどろきですよね。

　この寒さによって、日本も雪と氷に閉ざされることになります。沖おき縄なわでも年間の平均気温が氷点下になるほどの寒さで、海も凍こおりつき、一面真っ白になっていたといいます」

　その時の沖縄で撮さつ影えいした写真が残されていて、僕の視界に表示されている。教科書に載のるくらい有名な写真なんだけど――これが一面、真っ白なのである。

　海は氷の大地となり、水平線の向こう側まで続いている。空も白い雲に覆われていた。

「この雪と寒さを凌しのぐために、各地にシェルターが作られました。みなさんも小学校か中学校の修学旅行で、一度はその跡あと地ちを見たことがあるかと思います。あの場所で、私たちのご先祖さまは生活していたんですね。今じゃ考えられないことです」

　そのシェルターは、大部分が地下に作られている。僕も小学校の修学旅行で見たことがあるけど、思ったよりも広くて、でも生活するにはちょっと狭せまいという印象だった。

　イメージ的には、大きなショッピングモールが地下深くまで延々と続く感じだ。家族ごとの部屋がテナントのように連なり、それがずらりと並ぶ……伝わるかな？

　あの中で生活するのは辛かったと思う。ましてそこで一生を終えるなんて……。

「この期間に、色々なものが失われました。文明を支えてきたたくさんの技術も例外ではありません。可能な限り電子データや紙媒ばい体たいに残したとされますが、それでもすべてを記録することはできず、失われてしまった技術は多くあると言われています。

　しかし――長い長い氷漬けの時代も、１００年で終わります。太陽活動が元に戻り、地球は再び暖かくなりました。日本の人々はシェルターを出て、残されたデータを頼たよりに、氷の溶とけた大地で一からやり直したのです……。これが、この間の出来事の要約です」

　ちなみに、僕たちが生きている現在は、人々がシェルターから出て60年の時が経過した時代である。現在は23世紀の初め頃、といったところ。

　そして、これは余計なことかもしれないけど――

　飛行機の技術も、ほぼ全部最初からやり直しとなった。保管していたデータや機体を使って研究開発を進めていって、飛行機は再び空を飛ぶようになった。

　それから更に技術が進んで、特に小型軽量の自家用飛行機の価格が大おお幅はばに下がったことで、飛行機は多くの人の手に届くようになった。航空学園が充じゆう実じつしたことで操縦免めん許きよを取りやすくなり、法律などの制度も整備され、レンタルやリースなどのサービスも充実していって、今では誰もが気軽に飛行機を操縦できる環かん境きようが整っている。

　――ただ、そういった話は航空科の授業で学ぶことである。普通科では出てこない。




「この頃ころのお話は小学校の頃からたくさん出てきていて、みんなも耳タコでしょうから、ここまでにしておきましょう。今日は、その氷漬けの時代が終わって10年が経たった頃のことを、勉強していきましょうね」

　と先生は語る。やんわりとした女性の声で、聞き心地がいい。

　しかしそれを語る先生というのが――実は、全身に甲かつ冑ちゆうを着込んでいた。

　西洋のプレートメイルではなく日本の赤い武者鎧よろいで、顔にも（名前は知らないけど）鬼みたいな不気味な面をつけている。

　これ、僕の目が狂くるっているのではない。ついでに言うと頭も狂っていない。

　ただ単に、先生がアバターを着込んでいるだけである。

　アバターには色々な使い道があって、そのうちの一つに「コスプレ」がある。

　自分で作成した、あるいはネット上で販はん売ばいされているアバターのデータを全身に貼はり付けて、その姿の公開設定を一般公開にすることで、見る人すべてにアバターを着込んだ姿を見せることができる。拡張現実技術を応用したものだ。

　しかしそんな電子的なコスプレをする人なんて、そういう遊びを趣しゆ味みとする一部のマニアだけだろうと僕は思っていた。普通科の教室に来るまでは。

　――現実は違った。普通科の先生はほぼ全員、アバターでコスプレをしていた。

　たとえば、現代史のこの先生。聞くところによると甲冑マニアで、洋の東西を問わず甲冑が好きなんだそうだ。甲冑を着込んでいるのは、生徒に甲冑のよさを伝えるための布教活動も兼かねているとのこと。その日の気分で甲冑の種類が変わるそうだけど、先生のその日の気分を読み解くことに成功した生徒は、今のところゼロだと聞いている。

　他にも、妻帯者のおじさんなのに女子高生のアバターに変装して、ボイスチェンジまでして仕草も女の子らしくして、女子高生を完かん璧ぺきに演じながら教える数学の先生とか。

　ロールプレイングゲームのモンスターのアバターを全部ダウンロードして、毎回違うモンスターに扮ふんして授業をする世界史の先生とか。

　もう、毎回毎回仮装パーティである。飽あきさせてくれない。

　噂うわさに聞くと、先生方も必死らしい。こうやって生徒からの評判を良くしないと、来年の契けい約やくを切られたり、ボーナスの査定に響いたりするそうだ。

　まあ、楽しく勉強するのはいいことだと思う。僕は単位取れたらそれでいいので。




　――さて。

　面おも白しろおかしい授業を受けていた時のこと。僕は唐とう突とつに、一つのことに気がついた。

　今、僕がいるのは普通科の教室。みんなライトグレーの制服を着ている。

　そして昨日のあの人――一本楠の下にいたあの人は、同じライトグレーの制服を着ていた。

　ハッとなった。ということは……。




　探した。授業ごとにいろんなクラスの人が教室に来るから、もしかしたらと思って、僕ぼくは昨日のあの人――一本楠くすの下にいたあの女子生徒がいないか、探した。

　見つけたところで何かできることがあるかというと、ないけれど。

　でも、見つけてみたかった。自然と心が彼女を探していた。

　――結論を言うと、見つけられなかった。

　クラスが違うのか、進路のコースが違うのか、そもそも学年が違うのか。見た感じずいぶん大人びていたから、先輩の可能性だってある。

　いずれにせよ、あの人を見つけることはできなかった。

　残念だったけど、それまでの話でもあった。無理してまで探そうとは思わない。

　むしろ会えなくてよかったかもしれない。

　仮にあの人ともう一度会えて、あの後大丈夫でしたか？　と訊きいたとして。

　それを見た周りの人が「えっ、どこで知り合ったの？」なんて質問をしてきたら……。

　飛行機バカの僕には対処不能な事態に陥おちいる。何があったかを正直に話す訳にはいかないし、かといって、とっさにその場を取り繕つくろうことなんて僕にはできない。あたふたして逃にげ出すぐらいしかできなくて……ああ、想像しただけで恐おそろしい。

　そんな低スペックな僕が、あの人にしてあげられることなんて。

　――それこそ、カフェオレを一いつ杯ぱいおごることぐらいだ。

　僕はもう役目を果たした。それで終わりである。




　そんなこんなで昼休み。第三校区の食堂に向かう。

　今日はとんかつ定食だ。窓まど際ぎわの座席を確保し、さっそくいただく。午後からは体力トレーニングだ、今のうちにエネルギーを充じゆう填てんしておかないと。

　ついでにネットのニュースも見る。電脳接続しているので、個人個人の脳内でネットのコンテンツを楽しむことができる。友達とデータを同期して同じコンテンツを楽しむことも可能だ。

　僕の場合、昼はニュースをチェックするのが日課になっている。

　視界にニュースサイトのホームページが半透明に重なる。記事をタップするとクリックと認識されて、次のページに進む仕組み。それらの演算はすべてモデムがやる。脳はただ『五感でデータを感じるだけ』だ。

　特にこれといって目立つニュースはない。芸能ニュースに、芸能人が大たい麻まをやって捕つかまった、なんてアホなニュースがでかでかと載っかっていたぐらい。何やってんだか。

　そんなアホなニュースの下に、「涼すず名な美み月づき、事実上の活動休止か」のタイトルがあった。

　普段の僕なら即そくスルーしてしまう記事なんだけど。

　今回だけは、スルーできなかった。




　その記事の写真の欄らんに。

　――昨日のあの女の子が、写っていたからだ。




　僕はとんかつをがっつくのをやめ、記事にがっついた。記事をタップ。

　まず写真を見る。上半身を写した写真だ。なにかの撮さつ影えい会かいだろうか、それとも記者会見か。黒いカーディガンに白のブラウス――どちらもいいお値段がしそうだ――を着て、艶つやのある黒い髪を綺麗にまとめた美少女が、穏おだやかに微笑ほほえんでいる写真だ。

　僕の目が腐くさっていなければ間ま違ちがいない、一本楠の下にいたあの女の子だ。

　記事を読んでみる。なになに……。

『――今年の１月にマンガ雑誌の巻頭グラビアでデビューを果たし、その後女性誌のモデルにも抜ばつ擢てきされるなど人気急きゆう上じよう昇しよう中のグラビアアイドル・涼名美月（15・鳳ほう翔しよう芸げい管かん所属）が、５月上じよう旬じゆんから活動を休止しているとの噂が、関係者の間で広まっている』

　――なるほど、彼女はグラビアアイドルだったのか。納なつ得とくの美び貌ぼうである。

　記事を読み進めていく。記事は割と長かったので要約すると……。

　涼名さんは、鳳翔学園芸能管理部所属のグラビアアイドルである。調べてみると、鳳翔学園は自前の芸能事務所を持っていて、鳳翔学園の生徒が芸能活動をやるならこの事務所に所属しないといけないらしい。その事務所の名前を『芸能管理部』というそうだ。

　涼名さんは、控ひかえめで繊せん細さいな美貌と穏やかな立ち居振ふる舞まいから話題となり、女性誌のモデルにも抜擢されて高い評価を受けていて、男女問わず人気を集めているそうだ。

　そして４月の中ちゆう旬じゆんから、所属する鳳翔学園で【フライ・ハイ！　プロジェクト】を開始。このプロジェクト、要はグラビアアイドルに飛行資格を取らせて学園の宣伝をしようというものだった。

　――ところが。涼名さんは５月上じよう旬じゆん頃ごろから、芸能活動を全ぜん般ぱん的てきに停止しているらしい。プロジェクトだけでなく、撮影の仕事などもキャンセルが相次いでいるとのこと。

　プロジェクトの公式ページに、プロジェクトに参加しているアイドルのブログのコーナーがあるのだけど、涼名さんのブログは最初の一回で更こう新しんが止まっている。涼名さんと一いつ緒しよにプロジェクトに参加している、同じグラビアアイドルの香か川がわセリナさんは、ブログを五回更新していた。

　記事を書いた記者が香川さんに取材したところ、彼女はニッコリ笑って「進しん捗ちよくは秘密です」と答えただけ。事務所に問い合わせても同様の答えだった。

　なんらかのトラブルがあったのではないかと噂されているが、真相はいかに。

　……そんな内容の記事だった。




　試ためしに、僕も【フライ・ハイ！　プロジェクト】のサイトを開いてみた。

　サイトメニューのブログのタブをタップして、涼名さんのブログを見てみる。

　ニュース記事の通り、最初の一回で更新が止まっていた。そんな中で仕事を全部キャンセルしているとなれば、トラブルを疑われても仕方がないだろう。

　なるほど、なるほどね。僕は納得した。




　――で、昨日のアレに繋つながる訳だ。




　普ふ通つう科かの彼女が航空科の敷しき地ちにいた理由は分かった。【フライ・ハイ！　プロジェクト】だっけか？　そのために来ているようだ。

　ではどうしてその彼女が、あの一本楠の下で、雨の日に、しかも一人で佇たたずんでいたのか？

　あそこは第三校区の敷地である。第三校区といえば空の警察官を育てるサツバツとした区域で、そのことは学園内に広く知れ渡っている。勝手に立ち入ったら何を言われるか分かったもんじゃないから、普通は近づこうとも思わない場所だ。

　単に飛行資格を取るだけなら、第二校区で取るはずである。あそこは普通に飛行機を飛ばしたい人向けの区域で、学生だけでなく一般の人が飛行資格を取るための教習所も兼ねている。グラビアアイドルに飛行資格を取らせるなら、まさにうってつけの場所だ。

　と、すれば。これらのことを総合的に加味して、考えてみると……。

　……どういうことになるんでしょうね？

　分からない。何かしらのトラブルがあったようには思うけど……。




　――ふと。

　僕の頭の中で、なんの脈みやく絡らくもなく、一つの妄もう想そうが膨ふくらんだ。

　もし彼女が飛行機のことでお困りなら、という前提だけど。

　もしそうなら、僕にできることがあったりするんじゃないだろうか……？

　なにせ僕は飛行機のことが好きすぎるあまり、同期の生徒に「もういっそ飛行機と結けつ婚こんしちまえ！」とまで言われた男。筋金入りの飛行機バカだ。

　それだけに、「飛行機のことならお任せあれ！」と胸を張って言える。自家用小型飛行機の操縦免許も持っているし、初等訓練ぐらいなら教官の真ま似ね事ごともできる。

　その知識と経験をもってすれば、彼かの女じよを助けることができるかもしれない……！

　妄想が捗はかどった。飛行機の操縦で困っている彼女にあれこれアドバイスして、「ありがとうございました！　さすがですね！」なんて感謝されて。

　僕は鼻の下を伸のばして「いーえーどういたしましてー」と謙けん遜そんする。

　ああ……夢のようなシチュエーションッ！




　――でも。悲しいことに。

　現実はそんなに甘あまくないことを、僕は知っている。

　まず彼女との接点がない。彼女はほぼ間違いなく第二校区にいるはずだけど、第三校区の住人の僕が第二校区にノコノコと足を踏ふみ入れても、第二校区の教官に見つかれば「お前何やってんだ？　用がないなら帰れ帰れ！」と追い返されるだろう。

　仮に教官の目を盗ぬすむことに成功したとしても、彼女のお近づきになるにあたり、僕の前には高い高い壁かべが立ちはだかる。

　それは、僕自身の見た目のダサさだ。

　僕の身長は１６３センチで成長が止まってしまった。顔面偏へん差さ値ちも低くて、他人から見たら「何も考えてなさそうなゆるい顔」をしているらしい。

　髪かみ型がたは適当に切った短たん髪ぱつで、床とこ屋やさんでメンテしてもらっている。おめかしの仕方なんて知らないから髪の整え方も知らない。雑草みたいな頭だと言われたことも。

　――ね、ダサいでしょう？

　そんな僕が、美の結けつ晶しようともいえるグラビアアイドルに近づいたところで。

「何か用ですか？（近づくなドチビ）」

　という感じにすげなく接近を拒きよ否ひされること間違いなし。実際、僕は「おかまいなく」と接近をやんわりお断りされている。

　それに――これは僕の想像だけど――グラビアアイドルともなれば、仕事の関係でイケメンさんと出会うことも多々あるはずで。そういうきらびやかな世界の住民が、僕のようなちんちくりんのみすぼらしい飛行機バカを見たら、きっとゴミにしか見えないと思う。

　これらのことから導き出される結論は一つ。




　――僕が涼名さんを手助けできる可能性は！

　そう！　絶無である、と!!




　……厳しい現実に打ちのめされた僕は、ニュースサイトを閉じて黙もく々もくととんかつ定食を平らげ、空の食器を返へん却きやく口ぐちの棚たなにそっと置いて、静かに食堂を去った。

　夢のようなシチュエーションは、所しよ詮せんは夢でしかない訳だ。

　僕の人生ってそんなもんだよなぁ……と、15歳さいにして儚はかなんでしまう僕だった。




○




　さあ、午後からは体力トレーニングの時間だ。筋トレとランニングをこなす。ここは手て抜ぬき禁止なので、がっつりやる。

　トレーニングが終わったら、さっと湯通しするようにシャワーを浴びて、今度はフライトシミュレーターで飛行訓練をする。僕が今乗っている機体は週に二回しか飛行できないので、フライトがない日はシミュレーターで訓練することになる。

　シミュレーターとはいえ、電脳接続技術のおかげで現実とほぼ変わらないリアリティで訓練できる。けっこう危ない機動をやるので、ここも真しん剣けんに取り組む。

　シミュレーターが終わったらこの日の授業は終わり。担当教官と顔合わせする。今日の授業を報告して、教官から明日の授業の中身を聞く。いつも通りのルーティンだ。

　今日も、いつも通りのはずだったんだけど……。

　いつになく真面目まじめな面おも持もちで、担当教官は予想もしていないことを告げた。

「矢ヶ崎、明日以降の授業を当面の間中止する」

「はい！　……はい？」

　脊せき髄ずい反射で返事して、中身がおかしいことに後から気づいて聞き直した。

「授業は中止、というか中断だな」と教官。「理事長先生から最優先でやって欲ほしいことがあるとのことで、そういう運びになった」

「理事長先生が？」

　理事長先生は名実共に鳳翔学園のボスである。その人が、いち生徒に頼たのみごとをするのは極きわめて異例のことだ。

　最優先でやって欲しいこと……はて？　想像もつかない。

「これから理事長先生が直々にこちらに来られるとのことだ。お前は第三ミーティングルームで待っておくように。詳しよう細さいはそこで説明がある。以上だ」

「はい！」

「――いろんな意味で、失礼のないようにな」

「？　……はあ」

　いろんな意味ってどんな意味だ？　と疑問に思ったけれども、言うだけ言って教官は立ち去ってしまう。よく分からないけど失礼のないようにしようと僕は思った。







　第三校区内の、指定されたミーティングルームで待った。６人程度の会議にちょうどいい、小さな白い部屋だ。

　理事長先生が来られるとあって、僕の背筋は自然とまっすぐに伸びていた。

　ややあって、教官に先導される形で理事長先生がやってくる。僕は起立して、気をつけの姿勢でお出で迎むかえした。

　理事長先生は、今年で70歳になるおじいちゃんである。

　白くなったふさふさの髪は、いつもオールバックにしている。糸のように細い眼めをしていて、いつも穏やかな微び笑しようをしているのが特とく徴ちよう。絵に描かいたような好こう々こう爺やだ。

　しかも、おちゃめというか、ドジッ子体質とでもいうのか、いくつもの伝説をお持ちの方で……。

　たとえば――これは僕の中等部の入学式での出来事だけど。

　理事長挨あい拶さつということで、理事長先生はゆっくりとした足取りで壇だんに上がった。

　どんな威い厳げんのある言葉が放たれるのかと、僕を含ふくめ新入生全員が身構えていた。緊張の度合いがどんどん強くなっていって、無音で耳が痛くなったくらいだ。

　理事長先生は顔を少し上げて、口を開いた。放たれたのは、

「――ふぇっくしょい！」

　大きな大きなくしゃみだった。会場は途と端たんに大だい爆ばく笑しよう、大盛り上がりになった。

　後で聞いた話だと、これ毎年恒こう例れいらしい。まあそういう人だ。

　服装はジャケパンと革かわ靴ぐつが基本で、季節に応じて色々と変わる。今日は灰色のジャケットにズボン、黒のシックなベストに、白のカッターシャツという服装だ。そして、愛用の杖つえは今日も右手に握にぎられている。




　理事長先生に続いて、二人、部屋に入ってきた。

　一人はメガネをかけた男性。年としの頃ころは30代前半くらい。黒いスーツをきちんと着こなしていて、インテリな雰囲気がする。

　そしてもう一人が……正直驚いた。




　昨日、一本楠の下で泣いていた、あの女の子だった。

　昼間に見た芸能ニュースの写真とまったく一緒。間違いなく、彼女はグラビアアイドルの涼名美月さんである。




　顔をうつむかせて部屋に入ってきた涼名さん。その顔が上がり、僕の方を向いた。

　目が合った。

　どういう訳か僕はドキッとしてしまって。それをごまかすようにうつむいた。目をそらしたように思われたくなかったから、そのまま頭も下げる。へんてこりんなお辞じ儀ぎになってしまった。

　涼名さんも小さく頭を下げた。その表情は昨日と変わらず、暗いままだった。

「――久しぶりだね、矢ヶ崎君。まあ掛かけたまえ」

　理事長先生が、いつもの微笑で挨拶してくださった。

「あ、はい、理事長先生！　お久しぶりです。失礼します！」

　僕はかなりテンポの悪い返事の仕方をして、椅い子すに座すわった。

　テーブルを挟はさんで向かい側に、インテリ風の男性と涼名さんが座る。理事長先生は立たれたまま。

「矢ヶ崎君、唐突で申し訳ないが、キミに一つ頼たのみ事ごとをしたいのだ」

　と理事長先生。

「とはいえ、頼み事と言っても強制するような形になってしまって、これまた申し訳ない限りなのだが……引き受けてくれるだろうか」

「はい、分かりました！」

　僕は即そく答とうした。理事長先生の頼み事とあって、断れる人間はこの学園にはいない。

　まして、僕は個人的にも理事長先生にたいへんお世話になった身だ。断るなんて選択肢は頭の片かた隅すみにも浮うかばない。

「詳細は彼かれの方から説明がある。――よろしく頼むよ」

　理事長先生とインテリ風の男性が視線を合わせ、うなずき合う。理事長先生は、そのまま部屋を後にした。




「では、さっそく説明をさせていただきます」

　インテリ風の男性が言った。僕も意識をそちらに向け直した。

「私は鳳翔学園の芸能管理部に所属しております、プロデューサーの土つち崎ざきと申します」

　芸能管理部については、昼に調べて既すでに知っている。プロデューサーというのは……よく分からないけど、まあ上司みたいなもんだろうと予想する。
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　僕も自己紹しよう介かいをする。航空高等専門学科一年、矢ヶ崎矧しんです。

「矢ヶ崎さんは、芸能管理部についてはご存ぞん知じで？」

「ネット百科に載っている程度でしたら、知っています」

「なるほど」うなずく土崎さん。少々早口なのが特徴だ。「でしたらご説明は不要かと思いますが、一応申し上げておきますと、芸能活動と学校生活の両立はなかなか難しいので、だったら学校に芸能事務所を作って一いつ括かつ管理した方がいいということで、設立されたのが芸能管理部です。一般には鳳翔芸管と略されることが多いですね。予備知識として頭の片隅にでも置いていただけたらと思います」

「あ、はい」

　芸能界のことはサッパリなので、適当に相あい槌づちを打った。

　そして、その程度の理解でも問題ないと思う。そもそもこれは本題ではない。




「さて」

　土崎さんは、土崎さんの右みぎ隣どなりに座る女の子に右手を向ける。

「こちらにおりますのは、当芸能管理部に所属しております、涼名美月と申します。今年１月にグラビアアイドルとしてデビューしました」

　紹しよう介かいされた涼名さんは、小さく頭を下げた。

　僕としては、やっぱりか、という感じ。

「今回矢ヶ崎さんにお願いしたいのは、ここにおります涼名に、フライトに関するアドバイスをしていただきたいということでして」

　土崎さんが言うけれど、それだけでは僕は理解できず、首を傾かしげることに。

「フライトに関するアドバイス……ですか？」

「はい。実を申しますと、涼名は現在、飛行資格を取るべく教習を受けておりまして」

　例のプロジェクトのことだろう。

「その理由についてですが、学園の宣伝のためとお考えください。鳳翔学園の良さを、より多くの人に伝えるための活動ですね」

　それも記事にあった。知ってる。

「それで、航空科の第二校区にお邪じや魔まして、教習を受けさせていただいているのですが」

　流りゆう暢ちように語る土崎さん、だったが。

　ここにきて初めて言い淀よどんだ。

「……率そつ直ちよくに申しまして、涼名は初めの段階でつまずいておりまして。離り陸りくも、着陸も、満足にできません」

「はあ」

　飛行機の操縦はそれなりに難しいから、無理もないとは思う。特に着陸は難しい。

「教官だけでなく第二校区の生徒さんたちにも助けていただいたのですが、それでもどうにもならず、教官からは『もうどうにもならん』と言われる始末でして。私もどうしたものかと頭を抱かかえていたのです」

「……はあ」

「そうした状じよう況きようが理事長先生のお耳に入りまして、ご相談申し上げたところ、そういうことならば適任の学生がいるということで。それで、今回こうして、その適任者であるあなたのところへ伺うかがった次し第だいなのです」

「はあ……って、は？」




　いや、あの。

　どうしてそこで僕に白羽の矢が立つ？




　僕は人形みたいに固まった。理解ができない。

　途と中ちゆうまで理路整然と進んでいた話が、何故なぜいきなり僕の方向にぶっ飛ぶ？

　理事長先生、どういうことなんです!?

「涼名に、どうか手ほどきをしてやってください！　お願いします！」

　土崎さんは深くお辞儀をした。涼名さんも一緒に頭を下げた。

　だけど僕は身も心も凝ぎよう固こして、微び動どうだにできない。

　分からない。どうして僕なんだ？




　――そりゃあ僕だって、涼名さんにアドバイスできたらいいのになぁと思っていた。

　でもそれは妄想にすぎない訳で、現実のものになったら逆に困るのである。

　何故か？　――僕の人間としてのスペックが低すぎて、話にならないからだ。

　まず、僕の見た目はダサい。――それは昼間に検証済みだから省略するとして。

　そして、アドバイスをするにあたって最大の問題となるのが、僕のコミュ力の低さだ。

　僕は飛行機の情報はそれなり以上に知っている。それだけの自負はある。

　でもこれまでの経験上、僕が飛行機にまつわる話をしても、相手から「もう飛行機の話はいいから」と煙けむたがられて話を強制終しゆう了りようされることは分かっている。

　みんな僕の話を鬱うつ陶とうしく感じるらしい。航空科の同期の生徒にまでうざったがられる始末だから、僕の飛行機の話はそーとうなレベルでつまらないんだろうと思う。

　更さらにまずいのは、僕は飛行機以外の情報をあまり集めていないことで、流は行やりのバンドとかアイドルとかドラマとかアニメとか、そういうのはなぁ～～～んにも知らないのである。おかげで僕は、普ふ通つうの人の会話に全然ついていけない。

　――その結果どうなるか？

　世間話もできないダサい男から、つまらないアドバイスを受けることになる訳で……。

　そうなると僕は煙たがられ、うざったく思われて、結局何も教えられなくて、かえって状況が悪化する可能性が非常に高い。というかそういう未来しか想像できない……。

　ブサメンでコミュ力最低の僕が、人気上じよう昇しよう中のグラビアアイドルにアドバイスなんて、できっこないのだ。明らかに人選ミスである。どうしろというのか。

　理事長先生、ひょっとして僕に爆ばく死ししろってことなんですか……!?

　……ちょっぴり泣きたい気分になってきた。




「いやあの、僕、そんなすごい人間じゃないですよ？」

　僕は遠回しに「他を当たった方がいいですよ」と伝えた。

　でも土崎さんは、真顔で僕の言ったことを全否定した。

「何をおっしゃるんですか。理事長先生からあなたのことは伺っております！　あなたは現在、ジェット戦せん闘とう機きを操縦するための訓練をしておられるのでしょう？」

「いや、まあ、そうですけど……」

　それは事実だ。むかーしのジェット戦闘機のレプリカを操縦することになった。

　その経けい緯いとか理由とか目的とかは、今はさておくけれど。

　――正直、あの機体を乗りこなせるかどうか。自信がない。

　そんな有様だから、そのことを褒ほめられてもあんまり嬉うれしくなかった。

「ジェットに乗ってるからといって、なんでもできるかっていうと……そんな訳ないですし」

「それは確かにそうかもしれませんが、そこをなんとか」

　どうにかなりませんか？　と。すがるような表情で訴うつたえてくる土崎さん。

「う～ん……どうして僕に白羽の矢が立つのかが分からないんですけど……」

　僕は涼名さんをちらりと見る。彼女はずっとうつむいたままだ。




　――一本楠の下で、雨の中、一人で泣いていた彼女の姿を思い出す。

　きっと、何をやってもうまくいかず、どんなに頑がん張ばっても結果が出なくて、打ちひしがれて、あの場所で一人涙なみだを流していたんだろう。一いつ緒しよにやっている香川さんが順調なだけに、どうして自分だけできないんだろうと、余計に辛つらくなったのかもしれない。

　誰だれかが手を差し伸べなければ、彼女はずっとあの木の下でうずくまったまま、一歩も動き出せずに、ただ涙を流すだけ……。

　そんなのはダメだ。誰かが手を差し伸べないといけない。

　僕に手助けが許されるのなら、喜んでそうしたいと思う。

　ただ、僕なんかがアドバイスしても、果たして伝わるかどうか……。

　うざったがられて、まともに話を聞いてもらえないかも……。




　――でも、それでもやるしかないと僕は思った。

　彼女を助けたい。僕のことはどう思われてもいいから、彼女に一歩を踏み出してもらいたい。あの木の下から、彼女を青い空の下へと連れ出したい。

　だったら僕も、勇気を持って一歩を踏み出そう。その一歩を踏み出さなければ何も始まらないのだから。

　それに――もう答えは決まっている。

　さっき僕は理事長先生に「分かりました」と答えた。そう答えた以上、僕はやり遂とげなくてはならない。今いま更さら「やっぱり無理です」はダメ、立つ瀬せがなくなる。というかガチで学園にいられなくなる。

　やるしかないのだ。腹をくくれ、矧！




　僕は結論を伝えた。

「……分かりました。難しいですが、なんとかやってみましょう」

　そう答えた直後に、僕は自分の決断力のなさを不ふ甲が斐いなく思った。結論を出すのが遅おそすぎ。考えすぎである。悩なやまずさっさと決めてしまえばいいものを、バカ矧め。

　それでも、土崎さんは顔をほころばせて喜んでくれた。

「ありがとうございます！　よかった、あなたにまで無理だと言われたらどうしようかと気を揉もんでいたところでして」

　見るからにホッとしたことが分かる。

「そういうことであれば、矢ヶ崎さん、さっそく明日からお願いします！」

　と土崎さん、言葉に力をみなぎらせて言う。

「あ、はい。明日からですね。それで、どういう感じにアドバイスをすれば……」

　と僕が訊きくと、土崎さんは一気にまくし立てた。

「ご安心ください、機材は既にこちらで手配してあります。明日、午前７時30分に第二校区の駐ちゆう機き場じようにお越こしください。涼名もそこに行かせますので。機材は放課後まで貸し切っていますから、それまでじっくり涼名を教育してやってください」

「はあ、なるほど」

　準備は万ばん端たん、と。それにしても一日中みっちりやるとは、この人「は」やる気満々なんだな。涼名さん本人のやる気は……まだ分からないけど。

「ちなみに、僕以外に参加する人はどなたです？　教官はいますよね？」

「いえ、おりません。教官がいると涼名が萎い縮しゆくしてしまうので」

「はあ……、ってことは、二人きり？」

「はい。何か問題が？」

　僕の右の眉まゆが、ぴくり、と動く。

　いやそれ、問題しかないんじゃありませんかね……。

　僕が彼女に手を出すことはありませんよ？

　でもですね？　もし彼女が僕を道みち端ばたの犬のフンみたいに思っていたら、そのプレッシャーの中で、ずーっと教えなきゃいけない訳でして……。

　しかもその可能性、わりかし高い気がするんですが……。

　ほら、いるじゃないですか。表の顔と裏の顔を使い分ける女性って。

　もし彼女がそうだったら……耐たえられるかな。僕の胃いぶ袋くろと精神。

「いえ……分かりました、そういうことなら、それで」

　しかし今更どうにもならない。僕はその条件を受け入れた。ただ、この時の僕の顔は、とてもしょっぱい味み噌そ汁しるを食べた時の顔になっていたはずである。

「ちなみに、ご存知だと思いますけど僕は教員免めん許きよを持っていないので、涼名さんに操縦してもらうってことができないんですが……」

「ええ、存じております」と土崎さん。「ですので、矢ヶ崎さんが操縦してお手本を見せる、あるいはシミュレーションモードを使って仮想空間内で涼名に操縦させて、矢ヶ崎さんがアドバイスをする、という方法でやってもらいたいのです。他にも方法があればそれをやってもらって構いませんので」

　なるほど、まあそういうやり方になるだろう。妥だ当とうだと僕も思う。

　――だからってすんなりいくとはこれっぽっちも思ってないけどね！　彼女との会話がスムーズにいかない可能性が高いことは、最大の懸けん案あん事じ項こうである。

　それと、見落とされがちだけどもう一つ引っかかるのが、『万が一』のこと。

　人気のグラビアアイドルを隣となりに乗せて飛ぶ……それはいいとして。

　もし事故ったらどうなるんだろう？

　……損害賠ばい償しよう請せい求きゆう、８ケタで済むかな？

　今どきの飛行機は安全装置の塊かたまりだから、普通に飛んでいれば滅めつ多たに落ちることはないし、落ちたとしてもコックピット全体がエアバッグで保護されて、海上に落ちてもそのエアバッグで浮かんでいられるから、沈しずみはしない。だいたい軽傷で済む。

　しかし彼女はグラビアアイドル。かすり傷一つ入れただけで死し刑けい確定、間違いなし。

　……せいぜい気をつけることにしよう。

「ということで、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　と土崎さん、確かく認にんを入れてくる。

「……まあ、はい、なんとかやってみます」

　全然大丈夫じゃないけど僕はうなずいた。

「ありがとうございます！　それでは矢ヶ崎さん、どうか涼名をよろしくお願いします！　――ほら、涼名も！」

「あ、はいっ。よろしく、お願いいたします！」

　土崎さんに涼名さん、二人して頭を下げてくる。藁わらでもいいから掴つかみたいという必死な思いが伝わってきた。

「はい。こちらこそ、よろしくお願いします……」

　僕ぼくは微笑を作って、そう答えた。

　かなりぎこちない微笑だったことは、鏡を見なくても分かった。




〈涼名サイド〉




　――あの雨の日。私は消えてなくなりたいと思っていた。

　何をやってもダメで、うまくいかない。いろんな人に迷めい惑わくをかけるばかりで、どうすることもできない。

　どこにも居場所がなくて、あてもなく学園の敷地を歩いていたら、一本の大きな木を見つけて、そこに腰こしを下ろした。

　雨が降っていた。ずっと降り続けていた。

　傘かさもなく、帰る場所もなく。

　私はそこで、ただただ、涙を流すばかりだった……。




　そんな時、一人の男子生徒が私のところに来て。

　傘と、温かいカフェオレを差し入れてくれた。

　その人は、訳を聞くこともなく、しつこく世話を焼こうともせず。

　必要なものだけを置いて、静かに立ち去った。

　その小さな優やさしさが、冷え切った心と身体からだに染しみ渡わたった。

　人に優しくされることさえ苦痛に感じていたはずなのに、その人からの優しさだけは、とても温かく感じられて……。

　それまでとは別の意味で、涙が溢あふれた。




　……いつしか、心に重くのしかかっていたものが、嘘うそみたいに消えていた。

　私は借りた傘を差して、寮りようの部屋に戻もどった。




　その時から、あの人のことが頭から離はなれなくなった。

　せめて一言お礼を言いたかったけれど、この学園は広いし、生徒もたくさんいる。もう会うことは叶かなわないかもしれない。

　そう思っていた矢先に――私は傘とカフェオレをくれたあの人と、再会した。




　あの時はひどく落ち込んでいたし、周囲も暗くて、よく見えなかったけれど……。

　その人は、中学生くらいの年とし頃ごろに見えた。背が少し低くて、優しそうな雰ふん囲い気きを持っている。純じゆん真しん無む垢くで擦すれていない感じがあって、それが絵本の中の王子様みたいに見えた。

　――秘密だけれど、そういうところが可愛かわいいなって思ってしまった。

　驚おどろいたのはそれだけじゃなくて、翌日から、その人に飛び方を教えてもらうことにもなった。理事長先生が手放しで褒めていた航空高等専門学科の一年生、矢ヶ崎矧さんに。

　この人に教えてもらえる……そう思うと、胸が温かくなった。




　――そうした今日の出来事を、私はセリナに打ち明けた。

「へぇ！　よかったじゃん、再会できて」

　一緒にプロジェクトに参加しているセリナ。彼女は自分のことのように喜んでくれた。

「しかもさぁ、その人に飛び方教えてもらうことになったんでしょ？　ドラマみたいでいいなぁ。何か運命的なものを感じるなぁ～」

　運命的……確かにそうだと思う。

　これは特別な出会いなんだって、私も思いたい。

　でも……不安もある。

　私は不器用だ。教官から「お前は手順が出てこない」「そんなことでは普通のパイロットにさえなれない」と、きつく叱しかられている。

　第二校区の生徒さんたちにも教えてもらったけれど、何も変わらなかった。

　こんな、どんくさいところを見られたら……。

　――もしかしたら、矢ヶ崎さんの、純じゆん真しん無む垢くな雰囲気が一変して。

　ため息交じりに「なんでそんなこともできないんです？」なんて言われるかも……。

　そう考えると……もう部屋に閉じこもってしまいたいとさえ、思ってしまう。




「なーに暗い顔してんのよ、すず。探してたあの人と再会できたんだからさ」

　セリナはそう言って、私の傍そばに腰かけた。

「しかもその人、凄すご腕うでなんでしょ？」

「うん。学園トップクラスの腕うで前まえって、理事長先生はおっしゃってた。ジェット戦闘機とかいうのに乗ってるみたい」

「だったら大丈夫だよ。第二校区のチャラい生徒とは違ちがって、すずにもちゃんと教えてくれるから。ね？」

「……うん」

「大丈夫、だいじょうぶ。失敗しても死にやしないから」

　セリナが私の肩かたを抱だいてくれた。彼女自身とても忙いそがしくて大変なのに、ここ最近落ち込んでばかりの私を、こうして励はげましてくれる。

　本当に、いろんな人にお世話になってばかりだ。情けない。




　あの人に再会できて明日も会える喜びと、明日うまくいくかどうかという不安。

　その二つの気持ちを胸に抱えて、私は床とこにつき……。

　その日を迎むかえた。




〈矢ヶ崎サイド〉




　さてさて、これは大変なことになったぞ……。

　あの話の後、僕はおろおろするばかりだった。

　時計の針が進むのに合わせて、不安はどんどん膨ふくれ上がっていく。

　普通の男子なら、アイドルの女の子と二人っきりで特訓するともなれば、ウッキウキで引き受けるんだろう。

　でも僕は普通じゃないんだ。元からコミュ力が低い上に、女子とほとんど会話したことがない僕が、どうやってアドバイスをすればいいんだ？

　僕は考えた。ベッドに横たわって、教え方をネットで調べてみたりもした。

　でもベッドに横たわったのがいけなかった。布ふ団とんの心ここ地ちよさに身体の寝ねる気スイッチが入ってしまい、僕はいつしか眠ねむってしまっていた。

　おかげでなんの準備もできていない。朝起きた時の絶望感と言ったら、もう……。

　早朝教練は上の空。担当教官から「お前大丈夫か？」と心配されるほど。

　――大丈夫です、問題しかないですから！　僕は心の中でそう答えた。

　でも今更どうしようもないのだった。逃にげ道みちはない、死中に活を求めよ！　昨日の昼飯のとんかつパワーで乗り切れ！

　自分にそう言い聞かせて、ますます膨ぼう張ちようしていく不安を無理やり押おさえつけ――。




　午前７時30分。第二校区駐機場で、僕は涼名さんと合流した。







★★★★★かんたんな用語説明❷










○ナノマシン

　微び小しような機械群。技術停てい滞たいが著いちじるしかった地球寒冷期における数少ない発明品の一つで、有機式と金属式がある。

　主な特徴として、

　・分子や原子の配列を自由に組くみ替かえることができる。

　・中間子や普ふ段だんは存在しない粒りゆう子しを捕ほ獲かくし、その組み合わせによって特とく殊しゆな力りき場ばを発生させることができる。

　・物理的な制約にとらわれない超ちよう空くう間かん波はを生成できる。

　この三つが挙げられる。

　現在ではあらゆる分野でナノマシン技術が採用されている。食料生産工場、植物からの原油生産、新開発の強化プラスチック、超ちよう大だい容よう量りようバッテリー、高温超ちよう伝でん導どう素材、量子コンピューター、電脳接続技術、ナノマシン・コーティング技術など、枚挙にいとまがない。

　航空分野でもナノマシン技術は広く利用されている。特にナノマシン技術で開発された新型強化プラスチックは、これまで航空機用素材としてメジャーだったアルミ合金やカーボンファイバーを過去の遺物にしてしまうほど高性能であり、３Ｄプリンタで成形可能というコストの安さと相まって、航空機業界に革命をもたらした。航空機の価格がお手て頃ごろになったのは、飛行機の電動化と電子機器の性能向上、そしてこの素材のおかげである。

　ナノマシンは、現在の技術を語る上で欠かせない要素である。




○よ揚う力りよく指数

　飛行機は主しゆ翼よくで揚力（＝浮かび上がる力）を発生させて空を飛んでいるが、その浮かび上がる力を感覚的に理解できるよう数値化したものが揚力指数である。

　数値は０から１００までの間で、15を下回ると失速が始まる。民間機では重要な指標であり、特に離り着ちやく陸りく時に重宝される。

　地球寒冷期以降に導入された概がい念ねんで、21世紀にはなかったもの。また、迎え角などが関係する『揚力係数』とは異なるので注意を要する。







第二章　―一歩でも前へ、少しずつ―










　第二校区の駐機場で、涼すず名なさんが僕を待ってくれていた。

　涼名さんは紺こんのフライトスーツを身に着けていた。頭には紺の帽ぼう子し、足元は黒いブーツを履はいて、練習用の飛行機の側で僕を待っている。

　さすがグラビアアイドル、フライトスーツをしっかり着こなしている。なんだかフライトスーツの方が涼名さんに合わせているみたいで、ピッタリフィットしていた。

　僕も同じ格好なのだけど、間ま違ちがいなく彼かの女じよの方がカッコいい。断言できる。

　――一つ予想外なことがあった。

　涼名さんの隣に、同じ服装の別の女子もいた。帽子は被かぶっていなくて、ウェーブがかった茶色の髪かみが顕あらわになっている。黒のカチューシャが、いいアクセントになっていた。

　涼名さんに負まけず劣おとらずの美人さんで、雰囲気は茶ちや髪ぱつの彼女の方が断然明るい。涼名さんが月なら彼女は太陽といったところ。

　茶髪のその人には見覚えがあった。【フライ・ハイ！　プロジェクト】に参加している、もう一人のグラビアアイドルの香か川がわセリナさんだ。ブログに写真が載のっていた。

　その香川さんが僕を見るなり、

「お、来たね」

　ブーツをコツコツ鳴らしながら接近してきた。距きよ離りがあっという間に縮まる。ていうか彼女の方が僕より身長高いってどういうこと……？

　香川さんが僕をジト目で睨にらみ、覗のぞき込むように顔を近づけてくる……！

「ふーむ……うむぅ？　……うーむ……」

　何度もうなる香川さん。そして彼女は言い放つ。

「キミさ、本当に例の航専の人？」

「え、はい。航空高等専門学科一年です、けど……」

「中学生にしか見えないなぁ。話と違って、どーも頼たよりない感じがする」

「う……。その、僕の見た目については、釈しやく明めいの余地はないというか……」

　ガキっぽいとはよく言われる。こればかりは仕方がない。

「人は見かけによらないもんだけど、ちょっと不安になってきたよ、私」

「ごめんなさい……」

　人を不安にさせてしまうような見た目なのか、僕は。ああ、いたたまれない。

「キミ、ホンットに大丈夫？　すずにちゃんと教えられる？」

「はい、それはもちろん！　全力で、ガンバリマス……！」

　――実は何の準備もできていないのだけど。話がこじれるので黙だまっておいた。

　そうすると香川さん、少し表情を柔やわらかくして。腰に両手を当てて、言った。

「そっか。だったら私も、キミのこと信じることにしようかな。ま、キミはすずにカフェオレおごってくれたあの彼なんだし、大丈夫だとは思うけどねー」

「大丈夫って……な、何がです？」

「すずにヘンなことしないっていう、まあ、信用かな」

　ニカッと笑う香川さん。綺き麗れいな笑え顔がおだった。

「た・だ・し！」

　でもその微び笑しようは、一いつ瞬しゆんで般はん若にやみたいなしかめっ面つらに変わった。

「もし、すずにヘンなことしたらぶっ飛ばすからね。これでも私、空手習ってるから」

　とんでもないことを言われたもんである。僕はぶんぶん首を横に振ふった。

「そんなことする訳ないでしょう!?　そんなことしたら僕、いろんな意味で生きていけなくなりますよ！」

「ん、分かってるならよろしい」
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　なんか知らないけどわしゃわしゃと頭を撫なでられた。よく分からないなこの人……。

「じゃ、すずをよろしくね。元気づけてあげて」

　手を振って立ち去る香川さん。涼名さんにも手を振って、歩いてこの場を後にした。




　……取り残される僕と涼名さん。なんとなーく気まずい雰囲気が漂ただよってる気がする。

　しかし！　もうここまできたら！　なるようにしかならないのであーる！

　僕は覚かく悟ごを決めた。深呼吸して、僕は涼名さんに挨あい拶さつした。

「――おはようございます、涼名さん」

　涼名さんは静かに微笑ほほえんでくれて、

「……おはようございます」

　おしとやかな声こわ音ねで、挨拶を返してくれた。

　……さて挨拶はしたものの、次はなんと言えばいいのか。

　本日はモミガラもよく、だったっけ？　あー分かんない。何話したらいいんだ。

　僕は作り笑いを浮かべ脂あぶら汗あせ流してあれこれ考えるのだけど、まったく思いつかない。

　無言。無言が続く。これじゃダメだ！

「え～っと……」

　もういい。思ったことを口にしよう。ヤケクソ気味に会話を始めた。

「――涼名さんって、身長おいくつです？」

「え？」

　第一印象として、身長が高いなと思った。いやフライトには全然関係ないんだけど。

　涼名さんも、少し意外そうな表情をしていたけれど、それでも答えてくれた。

「私の身長、ですか？　１６５センチですけれど……」

　がーん！

　何気なく聞いた身長で、僕は軽くショックを受けてしまう。

「あ、あの、いけませんでした？」

「いえ、いけないことはないです。でも僕より身長高いんだなって……」

「はあ……」

「見てくださいこのちんちくりんな身長。１６３センチなんです」

　僕は自分の頭のてっぺんに右手を当てて言う。

「僕もあと10センチ脚あしが長かったら……」

　イケメンのアバターでも着込みたい気分だ。でもアバターを使っていると『アバター使用中』の表示が相手の視界に必ず出るので、すぐにバレる。まったく意味がない。

「……で、でも、お気になさることないと思いますよ？」

「いえいえ、涼名さん。考えてみてください。僕の身長があと10センチ高くて、イケメンの陽気なキャラで、爽さわやか笑顔で『今日はよろしくお願いします！　じゃあ早さつ速そくいってみましょうか！』なんて感じで始めたら、とってもリラックスするでしょう？」

　涼名さん、右に首を傾げ、更に右に傾かたむかせて。

「ん……いえ、むしろ、不安しかないというか……」

「いえ、そんなことないはずです。きっともっとうまくいっているはずです」

　ああ、卑ひ屈くつなことしか言えない。下手しなくてもドン引きだろう、こんな会話。

　――ほら見てくださいよ、あの涼名さんの愛あい想そ笑わらい。

　きっと引いているに違いない。何言ってんだこのドチビ、みたいに。

　涼名さん、こんなチビがご迷惑をおかけします。ごめんなさい……。

「……とりあえず、始めますか」

「……はい」

　僕の言葉に涼名さんは微笑んだまま、うなずいてくれた。

　こんな面おも白しろくもない男にアドバイスを受けるのにもかかわらず、彼女の物もの腰ごしはとても丁てい寧ねいで、『嫌いやな顔ひとつしない』とはこのことかと僕は思う。ありがたいことだ。

　僕が飛行機だったら純正品からカスタム品にパーツ交こう換かんして、性能をアップグレードできるんだろうけど、あいにく僕は人間であってパーツ交換なんか出来ない。僕はこのまま低スペックでいくしかないのだ。

　別にここで彼女を口く説どこうという訳ではない。好印象になるように振る舞まうことを意識しなくていい。むしろ不要だそんな意識！

　アドバイスをすることに徹てつしよう！　そうしようそうしよう！




○




　――さて。

　まずは彼女の現状、すなわち「飛ぶことに関してどこが分かっていてどこが分からないのか」を知らなくてはいけない。でないと何を教えるべきかが分からない。

　ので、僕は涼名さんに質問した。

「えーっと、まず、その、離陸も着陸もままならないというお話でしたけど」

「はい……」

　しょんぼりうなずく涼名さん。

「どのあたりが分からないのか、まずそこを教えてもらえますか？　ここでどうしていいかが分からない、みたいなことがあれば」

　涼名さんからの返答は想像を絶した。

「……全部、分かりません」

　うえーい……。

　生徒からこの一言を告げられた時の先生の気持ちが、よーく分かった。これは途と方ほうに暮れる。

　しかし分からないものは仕方がない。こうなったら、やることは一つのみ。

「じゃあとりあえず、お手本を見せましょうか。飛行前の点検からやって、実際に乗り込んで離陸、飛行、着陸、そして飛行機から降りる、という流れの中で、一つずつ確認していきましょうね」

「……はい。よろしくお願いします」

　これは僕の持論だけど――百聞は一見にしかず、百見は実じつ践せんにしかず、である。

　ぐだぐだ説明するより実際にやった方が早い。実際にやっていく中で、聞いて、見て、体験して、そうすることで頭と身体からだで覚えていく。少なくとも僕はそうした方が理解が早いので、そうすることにした。

　どういうやり方がベストなのか、そんなことは分からない。とりあえずやる。モタモタしていても涼名さんが困るだけだ！

「で、ちなみにですけど、この機体のことは分かります？」

　機体のことを訊きいたら、涼名さん、申し訳なさそうに首を横に振った。あらら。

　百聞は一見にしかずだけど、予備知識があるのとないのとではこれまた違う。ので、

「じゃあ、ざっくり説明しますね」

「……はい」

　僕は、今から乗り込むこの機体のことを、なるべく簡単に説明した。




「この機体、名前はリトルホークといいます」

　僕は機体の左主翼に触ふれながら言った。涼名さんはコックピット左側のすぐ側で、僕の話を聞いている。

「まあ、ごくごくフツーの機体ですね。素材はアルミ合金より硬くて軽くてしなやかな強化プラスチックを使っています。おかげで軽いです」

　今の時代はそういう不思議な素材がありふれている。便利なものだ。

　機体の設計自体はオーソドックスだ。主翼は翼よく端たんに向かって幅はばが細くなっていくテーパー翼よくで、翼端は角張った仕上げ。胴どう体たい下に主翼をつける低翼配置である。主翼から尻しつ尾ぽがちょっと反そり上がる感じに伸のびて、そこに水平尾び翼よくと垂直尾翼がつく。尾翼もまたオーソドックスな設計で、角張った翼端をしている。

　機体のカラーは白がベースで、胴体左右側面の真ん中を貫つらぬくように青い線が１本入り、コックピット周りを黒く塗ぬるというもの。各翼端はオレンジ色に塗っている。

　胴体側面の青帯は真ん中あたりで途と切ぎれ、そこに鳳ほう翔しよう学がく園えんの校章である『三本足のカラスのシルエット』がマークされる。このマークは主翼の上じよう面めんと下面にもつく。また、胴体の尾び部ぶの方には黒文字で『鳳翔学園』と印字。垂直尾翼には《HA-620》の黒文字が入り、その下に小さく機体のシリアルナンバーが記されている。

「で、ご覧の通りプロペラ機です。そこの３枚の黒いプロペラが、モーターの力でぐるぐる右に回ることで前に進みます」

　機首の方を指差す。ちなみにプロペラが右に回るというのは「コックピットから見て右回り」という意味だ。

「そのプロペラの根本にモーターが入ってます。電気の力でぐるぐる回ってくれるスゴイやつですね」

　僕の知識レベルでは、そこに高級品の交流モーターが入っていることぐらいしか分からない。エレクトロニクス関係の話は僕にもサッパリだ。

「で、モーターの後ろにコックピット、操縦席ですね。並列型、左右横並びに座すわるタイプで、後ろの座席も合わせて最大四人まで乗れます。でもお相撲すもうさんを乗せるのはちょっと厳しいでしょうね、広さ的な意味でも、座席の強度的な意味でも。たぶん座席壊こわれます」

　クス、と涼名さんが微笑んだ。よし、この調子でいいみたいだ。変にカッコつけないようにだけ気をつけて、続ける。

「そんで、そのコックピットの後ろとか、主翼の中とかに、高性能バッテリーを積んでます。航続距離は頑張って９００キロメートルってとこですね。胴体下にレンジエクステンダー……って言って分かります？」

　ふるふる。涼名さん、首を横に振って弱々しく否定。

「飛行距離や飛行時間を伸ばすためのパーツですね。普ふ通つうはバッテリーで、高級なものだと水素燃料電池になります。それを胴体下につけられます」

　……あんまり分かってなさそうだなー。割と重要だけどまあいいや。

「ま、要するに」

　僕は両手をパン、と軽く叩たたいた。結論を一言にまとめる。

「――フツーの電動プロペラ機ですね」

「普通、なんですね……」

「はい、なんの変へん哲てつもないフツーの機体です。若じやつ干かん悪い癖くせがありますけど、それはまた追って教えましょう」

「悪い癖……というと？」

「単発プロペラ機なので、色々クセがありまして。追おい々おい教えます」

　実際に飛ばしながらじゃないと分かり辛いだろうからね。

「それより、まずは飛行前の点検からおさらいしましょう。教官からかなーりやかましく言われるでしょ？」

「……はい」

　一気に表情が曇くもる涼名さん。あー、これはボロクソ言われたな。第二校区の教官は比ひ較かく的てき緩ゆるいそうだけど、言う時は言うって話だからなぁ。

「でも実際、大事なことですので。一つずつ覚えていきましょう。――ちなみにですが、教えられた内容を書き取ったメモみたいなもの、あります？」

　涼名さん、首を横に振った。あろうことか横に首を振っちゃった。

　――申し訳ないけど、愕がく然ぜんとした。信じられなかった。

「え、なんでメモ取らないんです？」

「え……とって、いいんですか？」

「いいですよ！　バンバンメモっちゃってください！　月並みですけど、ただ覚えるより書き取った方が覚えが早いですよ、後で振り返ることもできますし」

「あ……そ、そうなんですね。では、メモを取らせていただきます！」

　涼名さんがメモを取る準備を始める。

「メモ取っちゃいけないって教官に言われました？」

　訊くと、彼女はうなずいた。うなずいてしまったのだ。

「メモを取ろうとしたら、『メモ取る前に覚えろ！』って、きつく言われて……」

「あいやー……ひどい教官ですね」

　第二校区にそんな厳しい教官はいないと思うんだけどなぁ。第一校区や第三校区ならいざ知らず。

　まあいいや、厳しい人は厳しいからね。




　涼名さんは右手にタッチペン、左手に小さなプラ製の板を手にした。

　プラ板の上で書いたものを、そのままネット上のストレージに保存することができる。テキストファイルとしてでも、画像ファイルとしてでも保存可能だ。

　メモ帳で作成されるファイルは暗号化されるので、誰だれかに覗き見される心配もない。ファイルの公開設定をいじれば、内容を特定の人にだけ見せたり、全員に見せたりすることもできる。

　これが今の時代の、電子化されたメモ帳である。つくづく便利な時代だと思う。

　――さてさて、点検項こう目もくを片かたっ端ぱしから教えていく。

　点検項目を記したチェックリストは、学園のサーバーに転がっている。それをダウンロードして、一つ一つ確認していく作業だ。

　そんなに難しいことではない。主翼にヒビが入ってないか、タイヤがパンクしてないか、動く部分がちゃんと動くか、点検口は閉まっているか、といった感じに確認していく。

　点検の仕方も簡単だ。目で見て、手で触れて、チェックする。チェックしたら指差し呼こ称しようをする。「〇〇ヨシ！」って感じ。

　異常を見つけても、慌あわてることはない。パイロットで対処可能な問題なら自分で対処して、対処不可能なことなら専門家に報告して、任せればいい。技術が進歩した今でも『餅もちは餅もち屋や』である。整備関係は航空整備科の仕事だ。

　当然、これらのチェックは機体のＡＩもセルフチェックという形でやってくれるのだけど、センサーが故障して誤作動を起こしていると、ＡＩではそれを見み抜ぬけないという欠点がある。人間による点検は決して省略してはいけない項目だ。面めん倒どうだけど手て抜ぬきは禁止、手順通りにしっかりやってもらう。

　涼名さんは熱心にメモを取っていた。書いた中身は分からないけど、丁寧に一つ残らずメモしているように見える。几き帳ちよう面めんな性格なんだろうな、と僕は思った。

　一通り項目を教えて、彼女がメモを取り終えるのを見計らって、僕は声をかけた。

「それじゃあ――」

「はいっ」

　涼名さんが僕の方を見た。

　帽子の下の美び貌ぼうを改めて見ると、ドキッとしてしまった。




　眉まゆは極きよく端たんに細くせず、ナチュラルに整えている。

　まぶたは二重で、吊つり上がっても垂れ下がってもいない、普通な感じ。

　鼻筋はまっすぐ通っていて、その下の唇くちびるは綺麗な桃もも色いろ。

　輪りん郭かくは細く整っていて、歪ゆがみなんて一いつ切さいなし。肌はだも健康的な白さで、透とう明めい感がある。

　やっぱり美人さんだ。僕の心しん拍ぱく数すうが上がっていく……。




「？　矢やヶが崎さきさん？」

　見とれてしまっていた。僕は慌てて取り繕つくろった。

「あ、すいません！　じゃあ……ひとまず実際にやってもらいましょうか」

「私が、ですか？」

「ええ。間違っていたらその都度声をかけます。でも安心してください、これはまだ練習の段階なので、間違えても大丈夫です。教官もいませんし」

「……分かりました。では、やってみます……！」

　静かな覚悟が、その声音から感じられた。

　涼名さんが点検を始める。だいたい機首から始めて、機体の周りを反時計回りに回りながらチェックをやっていくのが通例。

　――なんだけど。涼名さんは初しよっ端ぱなからやらかした。

　機首の下にある前ぜん脚きやく、ノーズギアを、機首正面からプロペラの下を潜もぐり込む形でチェックしようとしたのだ。

「はいストーップ！」半分笑いながら僕は声をかけた。

「はい!?」ビックリして振り返る涼名さん。

「ノーズギアを正面からチェックしようとしない！　これ重要です、メモってください」

「あ、はいっ！」メモメモ。

　初心者あるあるだ。プロペラのことを考えずに、つい最短距離で見ようとする。

「涼名さん、考えてみてください。プロペラの下に潜り込んだ状態で、いきなりプロペラが回ったらどうなりますか？」

「え……。ど、どう、なるんです？」

「首チョンパです」僕は右手で首を切り落とすジェスチャーをした。「プロペラは凶きよう器きです、絶対近づかないように」

「は、はい……！」

「プロペラがいきなり動くなんてまずありえませんけど、そのありえないことが起こることを想定してマニュアルが策定されています。安全のために手順は必ず守ってください」

「わ、分かりました！」

　たとえば、ＡＩにバグがあって、何かの音をプロペラスタートの指示と勘かん違ちがいしてプロペラが回り始めました、という感じで事故が起こる。まさかそんなこと……とは僕も思うけど、事故が起きる時はその「まさか」が起こるのである。

　――僕も、プロペラとは別の件で、その「まさか」を経験してしまった。だから、こうしたチェックは横着せずに全部マニュアル通りにこなすようにしている。

「ということで、ノーズギアをチェックする時は側面から回り込みます。プロペラの回転範はん囲いを避さけて、しゃがんで、チェックです」

「はい。プロペラを避けて、しゃがんで、チェック」

　涼名さんはお尻しりを突つき出すような感じで下に潜り込んだ。その突き出された艶なまめかしい臀でん部ぶに対して、僕ぼくはもちろん目を向けることはない。

「こうで、いいですか？」と涼名さん。

「え？　あ、ああ……はい、大だい丈じよう夫ぶです！」慌ててうなずく僕。「油漏もれがないか、タイヤにヒビが入ってないか、目視で確かく認にんしてください」

「分かりました！」

　――お尻をガン見する訳ないじゃないですか。やだやだ。

　以後、涼名さんに一通り点検をやってもらう。申し訳ないけれども細かくチェックを入れさせてもらった。指し摘てきする時は、なるべくやんわり伝えるようにする。

　で、うまくできたら「よくできました」と褒ほめる。

　昨日、ベッドで寝っ転ころがってどう教えようかと考えている時に、教え方のコツというのをネットでちょっと調べた――その後すぐ寝ね落おちしたけど。

　ネット情報によれば、この「褒めること」が大事らしい。そうやって自信をつけてもらうんだとか。

　まあ、ちょっとしたことでも「よくできました」と言われたら、嬉うれしいものである。

　指し摘てき事じ項こうを踏ふまえ、もう一度涼名さんに点検をやってもらう。たどたどしいながらも、全部きちんとできていた。グッジョブです。




　さて、点検を終えたらいよいよフライトだ。

　地上であれこれ作業してくれるグランドスタッフがいないので、お手伝いのメリーちゃんを呼ぶことにした。

　お手伝いのメリーちゃんは、横に広い楕だ円えん形けいの頭をしていて、目元には黒いバイザーがあり、笑ったり悲しんだりという表情を見せる。胴体は角の丸い三角形で、ヒトと同じ両りよう腕うでを持っていて、いろんなことができる。胴体下部は釣つり鐘がね型のスカートのような形で、スカートの下のタイヤで走行する。身長は１５０センチくらいの、かわいいロボットだ。

「ドモー、メリー45号でーす。よろしくお願いシマース」

　ＡＩが自己紹しよう介かいして、ペコリと一礼。早速お手伝いをやってもらう。

　メリーちゃんに小さな脚きや立たつを持ってきてもらう。それを踏ふみ台だいにして、リトルホークの主翼の上に乗る。別に乗って構わない、人が一人二人乗ったくらいでヘシ折れたりはしない。それくらい頑がん丈じようなものだ――お相撲さんは厳しいかもしれないけど。

　コックピットに腰こしを下ろす。僕は座席の右側、涼名さんは左側。

　本当はグランドスタッフがハーネス類の装着をやってくれるのだけど、今日はいないので涼名さんの手伝いは僕がやる。これを肩から通して、そこに装着して、これをつけて、云うん々ぬん。それが終わったら僕もテキパキとつけていく。




　……顔には出さないように心がけたけれども。

　涼名さんとの物理的な距離が近くて、僕はドキドキしてしまった。

　ちょっと身体を左に傾けただけで、涼名さんと肩が触れてしまう……それくらいの距離なのである。左ひだり肩かたが熱を帯びてきている感じがする。

　顔に出すんじゃない。僕は自分に言い聞かせた。特に鼻の下。短く短く。




　備え付けのヘッドセットを帽子の上から装着、コネクタと接続する。機内はモーターの駆く動どう音おんとかプロペラが風を切る音とかでけっこううるさくて、騒そう音おんから耳を防護するのを兼かねてヘッドセットをつけるようになっている。マイクとスピーカーのついたヘルメットでもＯＫ。

　続いて、お互たがいのモデムをコックピット前方にあるスリットに差し込む。これで機体とモデムが物理的に繋つながる。主電源を入れて認にん証しようされれば、機体がオンラインになる。

「じゃ、まず主電源入れましょう。メインパワースイッチ押してください」

　コックピット前方のコンソールには、中くらいのタッチパネルが左右に１枚ずつある。中央部にはパネルがなく、いくつかのスイッチがあるだけ。中央下部にスロットルレバーと、降着輪ランデイングギアのレバー、フラップのレバーがある。その他ほか、操縦席の端はしにもボタンやレバーが少しある。操そう縦じゆう桿かんは『山』の字型で、両足の部分にラダーペダルがある。

　正面コンソールのスイッチの中でも一番大きいのが、水色の主電源ボタン。これを涼名さんに押してもらう。途と中ちゆうまでの手順は彼女にやってもらうつもりだ。

　ボタンを押すと、電源が入る。補助バッテリーがメインバッテリーを呼び醒さます。

　その次に何が始まるかというと、機体とパイロットとの接続である。




　――電脳接続手術を受けた人は、通信のための接続器が首筋に埋うめ込まれている。

　この接続器はいわばアンテナで、通信モデムとは無線で繋がっている。

　そして、この接続器にはコネクタとしての機能もあって、飛行機や車などの機械と、有線で直接接続することができる。
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　今からやるのは、その直接接続である。




　座席のヘッドレストの下からオス型コネクタが伸び、パイロットの首筋にある接続器のメス型コネクタと結合。カチリと音がする。この時の音はいつ聞いても不気味だ。

　オス型コネクタのコードは結構な長さがあって、前のめりになっても充じゆう分ぶん余よ裕ゆうがある。コードの長さが足りなくて、つっかえてつんのめることはない。

　オス‐メス接続がうまくいくと、視界が勝手にぼやけて、背景が少し暗くなる。

　視界に表示が出てくる。『今見えている色をすべて答えてください』との表示に従い、音声で返答する。赤、青、緑、黄。

　これは、接続がうまくいっているかをチェックするテスト。他にもいくつかテストをして、終しゆう了りよう。視界が戻もどる。

　視界が戻ると、姿勢指示表示とかＧＰＳ情報といった飛行計器の情報が、視界に重ねられて表示された。ホログラムのようだけどホログラムではなく、脳に直接データを送り込んで、それを脳が感知している状態だ。

　ちなみに、正面のタッチパネルには予備の飛行計器の表示があるだけだ。必要な情報は電脳接続によってすべて表示される。

「表示は見えていますね？」と僕。

「はい、見えています」うなずく涼名さん。

　機体に搭とう載さいされているＡＩが、既すでにプリフライトチェックを始めていた。同時に、鳳翔学園の航空管制業務や整備業務を担当する各グランドコンピューターとのデータリンクも始まっている。それを、学園のセントラルコンピューターが監かん視しし、異常があればトラブルシューティングに移行する。パイロットはシステムが立ち上がるのを待つだけ。

　その後、ヘッドセットや無線のチェック、操縦桿・ペダルなどのチェックをパイロットがやる。逆に言うとパイロットがやることはそれくらい。

　昔は、１００以上のチェック項目を、パイロットが一つずつちまちまとボタンやスイッチをいじりながらチェックしていたそうだ。今はＡＩがパパっとやってくれる。

　３分程度で準備完かん了りよう。楽なものだ。

「じゃ、プロペラ始動までやってください。その後は僕がやります」

「あ、はいっ」

　僕は、外にいるお手伝いのメリーちゃんに向けて、人差し指を立ててくるくる回す。プロペラ回します、のサイン。

　涼名さんに指示を出す。パーキングブレーキを確認してから、コンソールの赤いボタン、プロペラ始動スイッチを押おしてもらう。

　キュオオオオオン――モーターがうなり、プロペラがゆっくり回り始める。

　チェックのためスロットルレバーの出力を上げていくと、チュイイイィィィンとモーターの音が高まり、プロペラがブウウウウ……と低く唸うなるような音を立て始める。モーターとプロペラの唸りの高まりは、いつ聞いても気分が高こう揚ようする。

　スロットルをアイドルへ。車輪止め外してくださーい、とメリーちゃんにお願いする。車輪止めが外される。

「では、涼名さんはここまでで。この後は僕が操縦して、離り陸りくから飛行、着陸まで一通りやります。見取り稽げい古こということで、よろしくお願いしまーす」

「はい、よろしくお願いします」丁寧にお辞じ儀ぎする涼名さん。

　涼名さんには座席左側に座ってもらっている。横並びの複座型の飛行機は、左側が機長席となっていて、訓練飛行の時も生徒が左、教官が右に座る。実際の座席位置から見て、イメージトレーニングをしてもらおうという訳だ。

　管制システムとやり取りし、飛行することを届け出る。今の法律では、高度３０００メートル以下で、かつ民間の定期航路に近づかなければ、飛ぶことを届け出るだけで、どこを飛行してもいいようになっている――この自由飛行区間をフリーウェイと呼ぶ――。

　これだけ飛行機が普ふ及きゆうすると、いちいちフライトプランを申しん請せいしてもらって調整して、というのが難しいので、自由飛行区間を設けて対応したそうだ。

　ニアミス対策としては、すべての機体に接近警報装置とＧＰＳの装着を義務化して、他の機体に近づきすぎるとＡＩが自動で距離を取る仕組みで対応。フリーウェイが混雑していると管制システムから飛行ルートが設定され、その通りに飛ばなくてはならない。あまりに混雑が激しい場合は、その空域への進入自体が禁止される。

　これらの対策ができるのも、すべての機体にＡＩが搭載されていること、そしてすべての機体とパイロットがネットで繋がる複合ネット接続システムが完備されていることによる。逆に言うと、そうでなければ大だい惨さん事じ不ふ可か避ひということだ。

　飛行許可はすぐに出た。パーキングブレーキをオフ、駐ちゆう機き場じようから誘ゆう導どう路ろを通って、滑かつ走そう路ろ端たんへ。この時間に飛ぶ鳳翔学園の飛行機はないらしく、誘導路から滑かつ走そう路ろまでスムーズにたどり着くことができた。

　滑走路の端に出て、一いつ旦たん停止。

「さて涼名さん、今日の天気はどんな感じでしょう？」

「……え？」

「天気予報、今朝けさ確認しました？」

「……えっと、その……」

「天候の確認はフライトにおけるいろはの『い』です。必ず確認してください。確認していないなら、今確認しましょう」

　視界に映る表示のうちの、天気の枠わくを指で押す。これでクリックになる。

　今いる地点の天気予報が出る。そこからいくつか項目を進んで、気象庁が提供している高高度気象観測機のデータを参照。

「今すぐ確認するなら、高高度気象観測機のリアルタイム観測を見るのが手っ取り早いです。天気から入って、詳しよう細さい、リアルタイム観測、で見れます」

　リアルタイム観測を押す。高高度気象観測機からの詳細な気象データがずらりと並んだ。

　現在の鳳翔学園周辺の気象データを確認。高気圧に覆おおわれて、からっとした晴れの天気になっている。風は東寄りの風、風速３メートル毎秒。穏おだやかだ。

　僕はその気象データを指差しながら説明した。

「今日は東寄りの風なので、滑走路は０７を使います。――意味わかります？」

「……」

　黙り込んでしまう涼名さん。ありゃりゃ……まあしょうがないか。

「鳳翔学園の滑走路は１本です。その上で、教官が『ランウェイ０７』とか『ランウェイ２５』とか言ってませんでした？」

「……確か、そんなことを……おっしゃってたような」

「要するに、東側に向かうか、西側に向かうか、の区別ですね。西から東に向かう場合は『ランウェイ０７』になります。……理り屈くつ分かります？」

　ふるふる。涼名さんは首を横に振る。

「じゃあコンパスを呼び出しましょう」

　視界に表示されているコンパスをタップして、手で広げて拡大する。ついでに鳳翔学園の滑走路と誘導路のマップも呼び出した。

「現在位置はここ、滑走路西側の端っこです」

「……はい」

「ここからだと、方位０７０に向かう形になります。コンパスの表示を見てください」

　方位磁針と滑走路と重ねる。方位磁針の表示は０７０。

「逆に東側の端から見ると、滑走路は方位２５０に伸びる形になります」

　今度は東の端に方位磁針を重ねる。滑走路の方向と方位２５０が重なる。

「そんで、その方位３桁けたのうち、最後の１桁を取っ払ぱらうと……」

「……あ、そういうこと！」

　と涼名さんが納なつ得とくしたように言う。

「そういうことです。ランウェイ０７は、方位０７０、西から東に向かう形で滑走路を使うという意味になります」

「そういうことだったんですね……。教官から教えていただいたのですが、意味が分からなくて飲み込めていなかったんです。……でも、今ので分かりました！」

　理解してもらえたことが嬉しくて、僕にも微び笑しようが浮かんだ。

「で、風向きによってランウェイを０７にしたり２５にしたり、というのは分かります？」

「……いえ」

「じゃあ、ひとまずこれだけは覚えておいてください。――飛行機は、離陸も着陸も、向かい風が理想的です」

「向かい風が……ですか？」

「ええ。不思議に思うでしょ？　普通は速度に乗るために追い風の方がいいんじゃないかって思うところです」

「はい」

「でも飛行機の場合は違ちがいます。向かい風の方が揚よう力りよくが出やすくなります。揚力公式を理解すると分かりやすいんですが、まあ要するに、翼の正面に向かって吹ふき付ける空気の速度が速いほど、揚力、機体が浮うく力が強くなるんですね。でも、とりあえず今は、離り着ちやく陸りくの時は向かい風じゃないとダメーってことだけを覚えてください。難しいことは別の機会にしましょう」

「分かりました。離着陸の時は向かい風の方がいい、ですね」メモする涼名さん。

　そういうことなので、東寄りの風だと離陸も着陸もランウェイ０７になる。

「じゃ、行きましょう。――鳳翔タワー、こちらＨＡ６２０、コールサイン・アローヘッド。今から離陸します」

　鳳翔学園の管かん制せい塔とうに離陸する旨むねを連れん絡らく。航空学園や空の駅の管制官との通信は日本語でも大丈夫だけど、定期航路の設定がある空港では英語が必ひつ須すとなる。

　管制塔からは、ゆるーい返事がきた。

「はいはーい、こちら鳳翔タワー、離陸を許可しまーす。てゆーか今の時間あんたらしか飛ばないから好きにやっちょくれー」

　気の抜ぬけた女子の声に、僕はかなり呆あきれてしまう。

　このお姉さんは有名である。航空管制科・高等部二年の一いつ本ぽん松まつさん。有名になった理由は……もう言うまでもないだろう。教官が何も言わないのが不思議だ。

　気を取り直して。ランウェイをまっすぐ見て、障害物を確認。問題なし。

　フラップレバーを下げて、フラップダウン。フラップの角度はＡＩが自動でセットしてくれる。音声入力で角度を指定できるけど、基本はＡＩにお任せである――ちなみにトリムも自動制せい御ぎよで、トリムをいじるダイヤル自体がない。

　コックピット中央下部にあるスロットルレバーを前に押す。プロペラが更さらに強く回り始める。プロペラピッチはＡＩの自動制御だ。ブレーキをリリース、滑かつ走そう開始。

　涼名さんをチラ見する。計器表示を見ている。それはダメ。

「涼名さん、まっすぐ前を見ててくださいね。下を見て操縦すると事故を起こします」

「あ、はいっ」

「離陸速度の読み上げはＡＩがやってくれますので」

　実際にＡＩが「速度、Ｖ１」と音声で通行してくれる。離陸決心速度。ここを超こえると離陸の中止が基本的にできなくなる。

　速度がＶＲに達する。ローテーション速度。機首上げ。山の字型の操縦桿を軽く引く。

「ローテーション速度に達したので、操縦桿を引きます。ゆっくり引いてくださいね。いきなり引くと戦せん闘とう機きみたいな機動になりますから」

　機首が上向く。ランディングギアが滑走路から離はなれる。機体がふわりと浮かぶ感覚。

「速度がＶＲに達したら必ず操縦桿を引く、これも覚えておいてください。ダラダラ滑走路を突っ走ってたらタイヤが破は裂れつします」

「分かりました」

　離陸速度、Ｖ２。力強く上じよう昇しようしていく。ランディングギア・アップ。レバーを上げて３本の脚あしを収納する。フラップもアップ、通常位置に。

「じゃ、ゆるーく右みぎ旋せん回かいしまーす。まず操縦桿を右に傾かたむけて右ロールさせて、それに合わせて右のラダーペダルを軽く踏む感じですね」

　姿勢変へん更こうをする前に周囲を確認。機体を右に傾ける。視界正面に姿勢指示表示が出ているので、それを見ながら緩ゆるいバンク角を取る。

「機体を右ロールさせると、その直後に機首が反対の左方向に向こうとします。アドバースヨーってやつですね。それを抑おさえるためにラダーペダルを踏む訳です」

　セッティングによっては、このアドバースヨーを自動的に打ち消してくれるようにもできる。鳳翔学園機にそうした設定はない。パイロットの腕うでが上達しないので。

「目の前に姿勢指示表示がありますが、その下に三日月型の計器があるのが見えるかと思います。このインジケーターの点が真ん中にくるようにラダーペダルを調整します。そして、その姿勢を身体で覚えてください。このインジケーターを見ながら操縦すると教官から怒おこられます、『姿勢変更した時は周囲をかくにーん！』なんて感じにです」

「……はい」

「あと、機首が下がってきますので、操縦桿をちょこちょこ手前に引いてあげてください。ゆーっくりでいいですから、慌てず操作することを心がけてくださいね」

「……はい……」

「？　あの、気分が悪いとか、ですか？」

　力ない返事からそんな雰ふん囲い気きに感じられたので、声をかけた。

　涼名さんは、ふるふると首を横に振ふった。

「いえ。……凄すごいなと思って」

「凄い？」

「自然に飛ぶんだなって、自然に飛べるんだなって、思って」

「……そうですかね？」

　自然ってどういうことだろう？　とか思いつつ、右旋回をやめて機体を水平に戻す。

「私……どうしても、怖こわがってしまって」

　涼名さんが言うのを、僕は静かに聞いた。

「空を飛んでいることがとても不自然に思えて、それを受け入れられなくて。不安で押しつぶされそうになるんです」

「不自然、ですか」

　僕にはちょっと分からない感覚だ。自然？　不自然？　……考えたこともない。

　涼名さんを横目で見ると、彼かの女じよはうつむいて、脚の上で両手をぎゅっと握にぎっていた。

「どうしてこんな怖いことしなきゃいけないんだろうって、不安で仕方なくて。でもお仕事だからしなくちゃいけなくて。でも、どうにもできなくて……。それで、……最近はずっと、落ち込んでいました」

　――一昨日のあの出来事を思い出す。

「矢ヶ崎さんにも、ご迷めい惑わくをおかけして……」

「迷惑だなんて。そんなこと全然思ってませんから、大丈夫ですよ」

　美女を隣となりに乗せて大空を自由に飛ぶ――男なら誰もが憧あこがれるシチュエーションである。それを僕は今満まん喫きつしているのだから、迷惑どころか光栄だ。

　機首は方位１６０を向いている。国くに東さき半島に向かう感じ。高度は約１０００メートル。西側には近づきすぎないようにしている。そのあたりは国防軍のテリトリーなので。

「――まあつまり、空を飛ぶことが不自然に思えて、怖いってことですよね」

　言うと、彼女は小さくうなずいた。

「なるほど。――だったらいっぱい練習して、慣れましょう」

　僕はぶっちゃけた。申し訳ないけど、マジでそれ以外にない。

「……え？」

「要は慣れです。何十回何百回と繰くり返したら、慣れますよ」

「……はあ」

「機体のシミュレーションモードを使えば、かなり正確なフライトシミュレーションができますし、実機でイメージトレーニングをしたいなら、僕がいくらでも付き合います」

　にっこり笑う。涼名さんは、ぽかんとしていた。

「慣れ……ですか」

「慣れですね。僕も最初飛んだ時はめっちゃドキドキでしたし、ドキドキしすぎて気分悪くなって、エチケットタイムをしたくらいです」

「エチケット、タイム？」

「要するに、胃の中身をエチケット袋ぶくろにリバアアアァァァスッ！　って感じです」

　涼名さん、言葉を失う。汚きたない話してすみません。

「……矢ヶ崎さんでも、そういうことがあったんですか？」

「そうですよ。ていうか僕はボンクラですよ？　そんな超ちよう人じんとかじゃないですから」

「……でも、理事長先生は『間ま違ちがいなく学園トップの実力の持ち主だ』って、おっしゃってましたが」

　だから理事長先生ぇ！　どういう紹しよう介かいの仕方したんですかッ!!?

　僕は「ナイナイ」と左手を振った。

「冗じよう談だんじゃないです。僕なんて、……」

　……言いかけて、言い淀よどんだ。それは僕にとって人生最大の失敗で、かつ辛つらい思い出だったからだ。

　でも事実は事実。受け止めなくては。僕はごまかさずに言った。




「……僕なんて、重大インシデントを起こした大馬ば鹿か野や郎ろうですからね」




　涼名さんが小首をかしげた。

「重大、インシデント？」

「事故寸前のミスって意味です。あわや空中衝しよう突とつ、ってことをやらかしちゃいまして」

「……え」

　絶句する涼名さん。僕は機体のＡＩにオートパイロットを指示、両手をフリーにした。

「僕は元々、第一校区で曲技飛行チームのパイロット候補生をやってまして。――涼名さんは、鳳翔学園にアクロバットチームがいくつかあるのはご存ぞん知じですか？」

「はい、それは」涼名さんは首しゆ肯こうした。「プロデューサーに、将来的には一いつ緒しよにお仕事をすることになるだろうと、言われました」

　一緒にお仕事……ああ、グラビアアイドルだからレースクイーン的なことかな、と想像。それはともかく続ける。

「そのアクロチームの一員になることを、僕は目指していたんです。で、中等部の最終試験で、適性があるかどうかを見るテストがあるんですね。こう、２機一組になって、翼よく間かん距きよ離り10メートル以内を維い持じして右旋回、左ひだり旋せん回かい、ズーム上昇、みたいな」

　空いた両手を使って、並んで飛行するジェスチャーをする。

「それで、その時に。相方を務める教官機に、こう、ぶつかりそうになって」

　右手で左手に衝突する仕草をする。

「えっ」

「ほんの一いつ瞬しゆん、だったんですけどね。意識が飛んじゃって、視界が真っ黒になって。気がついたら教官機の機体が目の前いっぱいに広がってて。でも僕はどこかぼんやりした感じで『あれ？　どうして教官機がこんな近くに？』って思っただけなんですね。当然、回かい避ひ機動とかは一切取りませんでした」

「……それで？」

「間かん一いつ髪ぱつ、後ろに乗ってた教官が回避機動をとってくれて。なんとかぶつからずに済みました」

　その時僕が乗っていた機体は縦並びの複座型で、僕が前席、教官が後席に乗っていた。隣を飛ぶ教官機も同じ機体で、前後席に教官が乗り組んでいる。三人の教官で一人の候補生の動きを見て合否を判定する仕組みだ。

「もう、頭真っ白ですよ」僕は両手の掌てのひらを空に向けた。肩かたをすくめるような感じに。「何分か経たって、ようやく何が起きたかを理解して。試験はそのまま中止になって着陸することになったんですけど、着陸するまで――いや、着陸してからも、もう何にも考えられなくて。当然、試験は不合格です」

　――はあっ。あの時のことを思い出すと、どうしてもため息が出る。

「で、そこからがまた大変だったんですよ。教官からその時の状じよう況きようを根ね掘ほり葉は掘ほり質問されて、数日後には政府のお役人も来て、重大インシデントってことで大規模な事故調査が始まって、ニュースでも『鳳翔学園機がニアミス』みたいな感じで大おお騒さわぎになってしまって。もう、生きた心ここ地ちがしませんでした」

「……そんなことが……」

「ええ。だから僕、航空科ではある意味有名人なんです」

　僕は苦笑い。

「で、調査の結果、機体の電脳接続系のソフトウェアのごく一部にバグがあって、僕の時にたまたまそのバグが表に出ちゃったみたいです。再現実験したらパイロットの意識が一瞬飛ぶような感じになるらしくて、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんだってことでまた大騒ぎになって」

　苦笑いしたまま、僕は言った。

「結局、メーカーのせいってことで結論づいたんですけどね。……その結論も、たぶん、温情措そ置ちなんでしょうけれど」

「……温情措置？　どういう、ことですか？」

「鳳翔学園ってなんだかんだ甘あまいんですよ。一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってる生徒は見捨てません。ちょうど、今の涼名さんのように」

　視線を送ると、彼女は複雑そうな顔をしていた。

「僕の場合もそうでした。たぶんメーカーさんに話をつけて、メーカーのせいってことで結論づけたんでしょうね、僕に責任被かぶせないように。責任を取るのは大人の仕事だ、なんて教官が言ってましたから」

　――一息。

「だから、教官たちにたくさん励はげまされました。あれは不ふ可か抗こう力りよくだから気にするな、再試験をやるからもう一度挑ちよう戦せんしろ、って。……でも僕は、退学届を出しました」

「……！」

「あれだけ大騒ぎになって、いろんな人に迷惑かけたんですもの。続けられません」

「……え。でも、それは機体のソフトウェアに不具合があったからでは？」

　――それについては持論がある。僕は涼名さんでも理解できそうな、たとえ話をした。

「涼名さん。たとえば、あなたが仕事で写真撮さつ影えいをすることになったとします」

「……はい」

「でも撮影当日、撮影機材が不調で、完かん璧ぺきにはいきそうもない。でも撮さつ影えい日びを延ばすこともできなくて、そのままやるしかない。その時はどうします？」

「……その時は、なんとか頑がん張ばります」

「ですよね。パイロットもそうです、機体が不調だろうがバグがあろうが、空に上がってからのことは全部責任負わなきゃいけないんです。言い訳なんてできません」

「…………」

「僕は負うべき責任を果たせませんでした。辞やめるのは当然のことです」

　――ふう。ため息ばかり出る。

「ずいぶん引き止められましたし、第三校区への移い籍せきって話ももらいましたけど、僕は全部断りました。退学届を出して、荷物をまとめて、学園を去るつもりだったんです」

　僕は天を仰あおいだ。大きく息を吸って、

「――でも、最後は理事長先生に引き止められました。どうしても君にやって欲ほしいことがある、君でないとできないことだ。そう言われて、14番ハンガーに連れて行かれて。そこに眠ねむっていた、１機のジェット戦闘機を紹介されたんです」

「……ジェット、戦闘機。では、それが」

　僕はうなずいた。

「はい。今頑張って習熟訓練をやっている機体です。誰だれも乗りこなせずにお蔵くら入いりになっていた機体で、これを君に任せたいと理事長先生に言われて。……で、僕ってバカだから、そこでやる気出しちゃったんですよねぇ」

　自じ虐ぎやく気味に言って、自じ嘲ちよう的てきに笑う。

「ホンット、僕ってバカです。人にん参じんをぶら下げられたら後先考えずに突っ走る、そういうタイプなんでしょうね。その時、嫌いやというほど思い知らされました」

　涼名さんを見て、僕は言った。たぶん、泣き笑いみたいな表情になっていたと思う。




「――僕は、どうしようもないくらいに、空を飛ぶのが好きなんだって」




　そして僕は視線を下げた。脚の上に、両手を祈いのるように重ねて。

「もう、自分が根っからの飛行機バカなんだってことに気づかされました。僕と飛行機は不可分なんだって。……諦あきらめ切れませんでしたね、情けないことに。

　それで結局、学園に残ることにして。退学届は、理事長先生直々にお焚たき上げしてもらいました。それから色々手続きをして、航空高等専門学科っていう特別なコースに進学させてもらって、今に至るって感じです」

　お恥はずかしながら、これが僕の３ヶ月ほど前に起きたドタバタ劇である。

「だから、僕は全然凄くないんですよ。温情措置で学園にいさせてもらっている、ただのボンクラなんです」

　だからこそ己おのれの価値を証明しないといけない……と、僕は決めている。

　己の価値を証明し続けよ――鳳翔学園の校訓だ。

「……なんか、取り留めもない話しちゃいましたね。ごめんなさい」

　照れくさくて、笑ってごまかす僕。

　でも涼名さんは、真面目まじめな顔で聞いてくれていた。

「いえ、そんなことないです！　すごく、ためになりました」

　ために、なったのかなぁ？　なってないような気がするけど。

「……矢ヶ崎さん、一つ伺うかがってもいいですか？」

「はい、どうぞ」

「事故を、起こしかけたんですよね」

「ええ」

「怖くならなかったんですか？　飛ぶことが」

「怖い……っていうより、信じられなくなりましたね。何もかも」

「信じ、られない」

「はい」うなずく僕。「機体に対してもそうですし、自分の腕うで前まえも信じられなくなって。だったらもう最初からやり直した方がいいだろうって思って、リトルホークからやり直したんです。最初から、教本通りに、基本に忠実に」

「……それで、今ではどうなりましたか？」

「まあ、ボンクラなりに頑張ってます。隣の機体にピッタリくっついて飛ぶっていうことをしなければ、特に問題はないですね。そこだけがネックです」

「そう、ですか……」

　涼名さんは声のトーンを落とした。

「矢ヶ崎さんは、やっぱり凄いですね。そこから立ち直って、今ではジェット機に乗ってらっしゃるんでしょう？　私は……今の状態から立ち直れそうにありません……」

　今の状態から立ち直れない――つまり、空を飛ぶのが怖い。怖いまま、どうすることもできないでいる……と。

　僕ぼくはふと、こんな連想をしてしまう。

　枝に止まって空を見上げながら、飛ぶことに怯おびえる、美しい鳥。

　その鳥は空を飛ぶのを怖がっている。枝に止まったまま悲しそうに空を見上げている。

　その鳥が空を飛べるようにするには、どうしたらいいんだろうか？

　……残念なことに、その答えはすぐには出なかった。

「私……このまま何も成なし遂とげられずに、終わってしまうのでしょうか……」

　か細い声が聞こえた。

　涼名さんはうつむいていた。両手を脚の上でギュッと握っている。今にも泣き出しそうな表情をして、何かに耐たえているようだった。

　自然と言葉が出た。

「そんなことないですよ、涼名さん。たとえ１センチであっても、前に進むことができたらそれは前進です」

　この言葉、実は受け売りだ。理事長先生からいただいた言葉だ。

「少しずつでいいんです、涼名さんなりのペースで進めていっていいと思います。立ち止まっていたら、ずっとそのままなのは事実ですから」

　飛ぼうとしなければ、飛ぶことはできない。残ざん酷こくな事実だ。

　一歩。そう、最初の一歩を踏ふみ出すきっかけさえあれば。

　――その一歩を踏み出すきっかけを作ってあげられない自分が、もどかしい。

「……私のペースで、いいんでしょうか」

　彼女は言った。うつむいたままで。

「私、とてもどんくさいですし……」

「どんくさい？」

　突とつ拍ぴよう子しもなく妙みような単語が出てきたものだ。僕は目を丸くする。

「全然そんなことないですよ。僕にはとてもそんなふうには見えません」

「……そう、ですか？」

「はい。一いつ生しよう懸けん命めいメモを取ってましたし、とても真面目だなって。そういう人って、コツを掴つかんだら一気に伸のびる感じなんですよね」

　これも経験がある。第一校区で、同期の生徒の中に、そういう人がいるのを知っている。だから「僕も負けてられない」と、頑張ることができた。

「なので涼名さん、大切なのは、前に進む気持ちがあるかどうかですよ」

　両手の指を全部伸ばして、進行方向に向ける。ゴー、ゴー、と。

「少しずつで大だい丈じよう夫ぶですから、進みましょうよ」

　――自然と笑え顔がおが浮うかぶ。僕の方が笑ってどうするんだとは思う。

　そんな僕を、涼名さんが目を丸くして見ていた。

　ヤベ、滑すべったかな？　と一いつ瞬しゆん危き惧ぐしたけど――涼名さんは微笑ほほえんでくれた。

「……矢ヶ崎さんは、本当に不思議ですね」

「そうですか？」

「はい。理事長先生からはとても凄い人だと伺っていましたから。飛ぶことが生活の一部になっているようなものだということで。実際に苦もなく自然体で空を飛んでいて、本当に凄いなって、思って……」

　だから理事長先生どういう紹介の仕方したんですかあぁぁ!!

　頼たのんでもいないのに純金の金きん箔ぱくを貼はり付けられたような感じだ。居い心ごこ地ちが悪い。

「そういう凄い人だから、私みたいな何もできない女を見たら、失望するんじゃないかって、思っていたんです。『なんでそんなこともできないんです？』とか言われそうで」

「いや、さすがにそれはないです。そんなこと思ってすらいませんし」

　そんなイヤミな人間に見られていたのか……。いやまあ、単なる予測というか、想像というか、そういう感じなんだろうけど。

「だからです。不思議だなって。優やさしい人なんだなぁ……って」

　……そんなこと言われると、僕、赤面しちゃうんですケド。

　そんなこと僕に言ってくれる女の子は初めてで。

　僕は顔を真っ赤にして、恥ずかしさに耐えるばかりだった。




　――やがて。涼名さんは真面目な顔になり、僕に言った。

「矢ヶ崎さん。私、矢ヶ崎さんほど上手にとはいかないまでも、私なりに空を飛ぶことって、できるでしょうか……？」

　僕は即そく答とうした。

「もちろんです。基本的なことはマニュアル通りにやるだけですから」

　アクロバットでもしないのなら、誰だって空は飛べる。涼名さんだってできるはずだ。

「であれば、その……勝手なお願いで申し訳ないのですけれど……」

「はい」

　涼名さん、少しためらいがちに、言いづらそうな感じに、言った。

「……私、離陸も着陸もできなくて。教官にもいっぱい怒られて、プロデューサーにもため息ばかり吐つかせてしまって。私自身、何もできない自分が嫌で……。

　でも私、このプロジェクトをやり遂げたいんです。何もできない自分を卒業したくてアイドルになって。ここで挫ざ折せつしたら、私……もう、何もできなくなると思うんです」

　何もできなくなる――

　不意に３ヶ月前の自分を思い出した。重大インデントを起こして、大好きだった飛行機を信じられなくなって、空がキライになりかけたあの時。

　同じように思った。自分には何もない、自分は何もできないゴミだって……。

　あと一歩下がったら真っ逆さまに落ちる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。そこから僕を救い出してくれたのは、理事長先生だった。

「自分のことなのに、誰かに頼たよるなんておかしな話かもしれません。でも私、もう、矢ヶ崎さんしか頼ることができないんです。

　ですから、どうか……どうか、私に力を貸してください。お礼は必ずします、どんなことをしてでも、受けた御ご恩おんをお返ししますから……お願いしますっ！」

　涼名さんは深く頭を下げた。狭せまいコックピットの中で可能な限り深く、頭を下げた。

　――僕は理事長先生に、ギリギリのところで助けられた。

　だから今度は、僕が涼名さんを助ける番だ。

「もちろんです、涼名さん。僕でよければいくらでも力を貸しますよ。涼名さんが空を飛べるようになるまで、頑張ってアドバイスしますので。一緒に頑張りましょう！」

　そう答えたら、涼名さんは涙なみだを浮かべて喜んでくれた。

「……はい！　よろしくお願いします！　矢ヶ崎さんが優しい人でよかった……」

　とっても嬉うれしそうに言うものだから、僕まで嬉しくなる。耳が熱い。

　まあ、僕に取とり柄えがあるとしたら、そんなことぐらいだろうし……。




　という訳で、彼女もやる気を出してくれたので。

「じゃあ、着陸しましょうか。――ＡＩ、マイフライト」

　ＡＩにオートパイロットの解除を命じる。ＡＩは「オートパイロットを解除します。ユアフライト」と答え、操縦がマニュアルモードに切り替かわった。

「あっ、そうだ。この機体のクセの話、まだしてませんでしたね。詳くわしいことは追おい々おい教えますけど、代表的なものの一つに『左に流れやすい』というのがあります」

「左に流れる……ですか」

「はい。特に何も操作していなくても、左のペダルを常にすこーし踏んでるような感じになるってイメージです」

「ペダルを左に……め、メモします！」

　涼名さん、熱心に書き込む。

「これが着陸の時に厄やつ介かいなクセになって出るんですよ。これから実際に着陸しますので、ちょっと体験してみてください」

　鳳翔学園に戻もどる。管制塔のゆるーいお姉さんに着陸許可を求め、お姉さんからは「好きにやっちょくれー」と、放任の形で許可をもらった。なんだかなぁ……。

　風向きに変わりはなく東風が穏やかに吹いているので、ランウェイ０７にアプローチ。ランディングギア・ダウン。フラップもダウン。モーターパワーを調整。

「慌あわてなくていいですからね」と、僕は操縦しながら解説。「ご覧の通り、滑走路までの着陸経路アプローチラインが表示されてますから、それに沿って飛べば普ふ通つうに着陸できます」

　視界上に、滑かつ走そう路ろまでの理想的な着陸経路が示されている。その経路は円で示されていて、２５０メートルごとに表示される円が、トンネルのように滑走路まで続いている。このトンネルの真ん中を進んでいけば、滑走路に降り立てるという訳だ。

　この表示のことをアプローチラインと呼ぶ。その表示は、今みたいな円の連続だったり三角と棒を組み合わせた『▽―△』の連続だったり色々あって、好きなものを選べる。僕は遠くを見やすい円のトンネルを使うようにしている。

「――で、コツとしては、ここらへんに揚力指数が見えてますよね？」

　僕は視界の左あたりを左手で指差し、指をくるくる回す。

「えーっと……はい、揚力指数の表示があります」

「それを20から25の間に収める感じにパワーを調整します」

「20から25の間……ちょっとメモします」涼名さんカキカキ。

「で、その時の速度を、身体で覚えます」

「はい、身体で……身体で？」

　素になった涼名さんが、ちょっと可愛かわいかった。

「計器表示ばかり見ながら着陸進入アプローチしてると教官に怒られますし、実際危ないです。なので、ちょうどいいスピードを感覚で覚えて、速度と揚力指数をチラ見しながら、前と周囲の状況を確かく認にんしつつ、ゆっくり降下します。難しいでしょうけど、これは重要なことです」

「わ……分かりました！」

　アプローチラインに沿って下っていく。

「じゃあ、ここでこの機体の悪い癖くせを体験してもらいましょうか。本来なら、左に流れる癖を抑えるために右のラダーペダルを踏んで調整しないといけません。で、今から僕はペダルの操作をやめます。どうなるか見ていてくださいね」

　機体はこれまでまっすぐ円の中央を捉えながら、滑走路に向かっていた。

　でもペダル操作をやめたことで、円の真ん中から少しずつ、左にずれていく。

「あ……」

「左にずれるでしょ？　で、ここで慌てて右ペダル踏んじゃうと――よいしょ」

　けっこう乱暴に右ペダルを踏む。そうすると機体はすーっと滑るように右に進んでしまう。またも円の中心から外れる。

「今度は右に行き過ぎます。で、おかしいなって思って左ペダル踏み直したり、操そう縦じゆう桿かんを右に左にいじっちゃったりすると、右に左にフラフラしちゃって姿勢が乱れちゃうんです。そして着陸復行ゴーアラウンド、やり直しになっちゃう訳です」

　滑走路が真下にくる、が、滑走路のセンターラインから右に大きくズレていた。高度も高いし速度も超ちよう過か気味だ。僕はゴーアラウンドを宣言、アプローチをやり直す。

「この機体の悪い癖の一つなんですけど、地面が近い時、主に着陸進入をしている時になりますが、この時は機体の安定性が小さくなって、機体が横よこ滑すべりとかしやすくなります。まあ単発プロペラ機共通の悪あく癖へきですけどね」

「分かりました。メモします！」涼名さんカキカキ。

「なので、慌てない。ゆっくり操作する。正面を見て、アプローチラインに沿って、滑走路のセンターラインに合わせてゆっくり降り立つ。そうイメージしてください」

「慌てない。ゆっくり操作する……」カキカキ。

「そんな訳でもう一度アプローチします。ちなみにですが、上昇する時はいきなりモーター全開にしないでくださいね、左ロールしちゃうんで」

「はい！　モーターもゆっくりパワーを上げるんですね？」

「そうです。着陸の時は何事も慎しん重ちように、そして冷静に。これが大切です。飛んでいる時で一番危ないのは、やっぱり着陸ですからね」

　ギアアップ、フラップもリセット。大きく右旋回してアプローチし直し。

「滑走路に再進入する時は、管制塔としっかりやり取りしてくださいね。今は他ほかの機体がいませんけど、訓練に出ていた第一校区のアクロチームとハチ合わせしたり、第三校区の航空警察隊のスクランブル発進があったりますから」

「分かりました！」

　管制塔に許可をもらい、気を取り直してもう一度。今度はしっかり右ペダルを当てて、アプローチラインの真ん中を通っていく。

　滑走路が近づく。滑かつ走そう路ろ端たんの０７の表示を通過。機首を上げたまま速度を落として降下、左右のメインギアが、綺き麗れいに舗ほ装そうされたアスファルトをしっかりと捉とらえた。

　機首下のノーズギアも滑走路に接地。モーターパワーを下げる。

「はい、ランディング完かん了りようでーす」

「……とても丁てい寧ねいな着陸でした。おみそれしました」

　涼名さんは丁寧な物もの腰ごしで頭を下げてくれた。




○




　――もちろん、遊覧飛行をして終わりでは意味がない。

　見取り稽げい古この後は、シミュレーターでたっぷり練習してもらう。せっかくなので、実機を使ったフライトシミュレーションをすることにした。

　機体を格納庫に入れて、機体に外部電源を接続。有線通信ケーブルも差して学園のセントラルコンピューターとリンクさせる。僕と涼名さんも機体と電脳接続をして、そこから機体をシミュレーションモードで立ち上げる。

　絶大な演算能力を誇ほこる学園のセントラルコンピューターが、電子空間の中に架か空くうの鳳翔学園を作成する。リトルホークはその電子空間とリンクしていて、電脳接続した搭とう乗じよう者しやを架空世界へと連れていく。パイロットは機体の操縦システムを使って、架空世界の中を飛ぶことができる。

　電脳接続により脳に直接データを与あたえることで、パイロットは実機に乗っているような浮ふ遊ゆう感や重力変動を感じることができる、のだけど、あんまりやりすぎると酔よう。電子酔いといって、車くる酔まよいに似た症しよう状じようが出る。ひどくなると立っていられなくなるほど頭がぐわんぐわんになるから、休み休みやるのがコツだ。

　電子上の鳳翔学園は、現実の鳳翔学園と変わりない。でも現実との違ちがいはすぐに分かる、僕ら以外に人がいないのだ。

　第二校区の駐ちゆう機き場じようから始めるようにセット。涼名さんに操縦桿を握ってもらう。シミュレーションモードなので、教官がいなくても涼名さんが操縦できる。

　まずは駐機場から滑走路に出るところからやってもらう。グランド走行では操縦桿は使わず、機体の右左折はラダーペダルで行ない、ラダーペダルの上にあるブレーキペダルを踏むことで車輪にブレーキをかける。速度調整はスロットルレバーで行なう。操縦桿は使わないので、ちょっとコツがいる。

　駐機場の地面にはオレンジ色のラインが引いてあって、そのラインに沿って走らないといけないのだけど……うん、ラインからがっつりはみ出ますね。右にずれて左にずれて、ラインの中央を進むことができずにフラフラと走っている。これは教官が怒る。

　グランド走行もままならないうちに離り着ちやく陸りく訓練をしても仕方ないので、きちんと走れるようになるまで練習することにした。滑走路を含ふくめて色んな所を走ってもらう。

　いったん小休止を挟はさんで、今度は離り陸りくをやってもらう。誘ゆう導どう路ろを通って滑走路に出る。モーターパワーを上げて離り陸りく滑かつ走そう。Ｖ１、ＶＲで機首上げ……Ｖ２。問題なく離陸。でもギアとフラップを下げっぱなしにしていて、ＡＩから警告が出た。ダメですよー怒られますよー事故りますよー。

　それでも、離陸はわりかし簡単だ。手順通りにやればいいだけなので。

　問題は着陸。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないだろうな、とは予想していたけれど……。

　残念ながら、予想通りだった。

　一回目の着陸は、機体が滑走路左にはみ出すわ高度が高すぎるわでゴーアラウンド。高度を上げてからもランディングギアとフラップを下げっぱなしで、ＡＩから警告が出た。

　二度目のアプローチ。高度はいいのだけど、機体がずりずり左にずれていく。で、涼名さん、右ペダルをぐんと踏んでしまって滑走路右に大きくはみ出る。ゴーアラウンド。結構危あやうい高度からのやり直し。うん、これは教官が怒る。

　三回目。今度は滑走路中央を捉えるのだけど高度が高くて、涼名さんはヒヤッとする角度で機首を下げた。そのせいでバランスを崩くずして接地寸前に機体がフラつき、僕が危険と判断して操縦桿をかっぱらってゴーアラウンドした。危ない危ない、重大インシデント寸前ですよこれ……。

「矢ヶ崎さん、お手本をお願いします……！」

　涼名さんが泣きそうな顔で頭を下げてきた。

「分かりました。大丈夫ですよ、シミュレーターですから墜つい落らくしても死にませんし」

　操縦を代わる。マイフライト。今一度のランディングアプローチ。

　円が連なってトンネルのようになっている進入路、その真ん中を通るようにして降下していく。機首を上げて、着地。そのまま加速して離陸する。タッチアンドゴー。

「こんな感じです。やってみましょう」

「はい……」

　涼名さん、四回目のアプローチ。トンネルのような進入路のほぼ真ん中を通って、ゆっくり下がっていく……おお、いい感じ！

　ただ、高度がやや高い。このままだと理想的な着地点を過ぎて着陸することになる、つまり滑走路の奥おく側がわで着陸することになる。でも滑走路手前で着地するよりはいい。

　僕も「そのままでいいですよー、いい調子です」とアドバイスをする。

　――ところが。

「あ……ご、ゴーアラウンドします！」

　涼名さん、何故なぜかゴーアラウンドを宣言。パワーをゆっくり上げて上じよう昇しようしてしまう。

「あれ？　どうしてゴーアラウンドを？」

「えっ、だって、アプローチラインの円の上の方を通ってしまっていたので……」

「ああ、なるほど」

　真面目な人だなぁ……と、僕は苦笑い。ちょっとフォローしておこう。

「今ぐらいのズレなら許容範はん囲いです。滑走路の奥側に着陸する分には問題ありませんよ。教官には注意されますけどね」

「そう、なんです？」

「ええ」うなずく僕。「逆に滑走路の手前側にズレる方が危ないです。着陸誘ゆう導どう灯とうとかの設備に接せつ触しよくする可能性が出てきますからね。なので、手前になるよりは奥側にズレた方がいい、と覚えてください」

「分かりました。上昇したらメモします！」

「いい調子ですよ。少しずつうまくなっていってますから」

　四回目でここまでやれるのだから、見通しは明るそうだ。

　さてどうなるか。五度目のアプローチ。

　左右の位置取りは大丈夫、おおむね真ん中を捉えている。ただ高度がちょっと高い。アプローチラインの円の上の方に、すこーしずつズレていっている感じ。左右の調整に集中していて、上下の調整がうまくいっていない。このまま進むと滑走路の奥側に着地する。

　でもこれは今言った通りだ。滑走路手前にズレる、つまりアプローチラインの円の下を飛ぶよりはずっといい。

「いいですよ、慌てずいきましょう」

　今はとにかく着陸する感覚を養うことが重要だ。僕は続行をアドバイスする。

　僕だって、ヘタクソだった中学時代はなかなかアプローチライン通りに着陸できなくて、奥にズレてもいいから左右を合わせて着陸することを先に覚えていったものである。

　なんだかこうやっていると、中学時代を思い出す。厳しい教官にガミガミ怒おこられながら必死にかじりついていった初等訓練の時期。まだ１年半くらい前のことだというのに、随ずい分ぶん昔のような気がして懐なつかしい。

　アプローチラインが示す理想的な着陸ポイントを通過。滑走路の奥へと進んでいく。でも滑走路のセンターラインはしっかり捉えている。機首上げ角も問題なし。

　ゆっくり、ゆっくり高度を落として…………ちょっとゆっくり過ぎだけど、まあいいでしょう。最初はそういうものだ。

　……着地。主しゆ脚きやくが滑走路を捉える。ずん、という着地した感かん触しよくが伝わる。続いてノーズギアも接地した。路面を走行する振しん動どうと、タイヤノイズの音も聞こえる。

「あ……ちゃ、着陸、できましたか？」

　おそるおそる言う涼名さん。

「できましたよ。パワー落としてください、このままだとタイヤがパンクします」

「あ、は、はいっ！」

　パワーダウン。モーターが自動で回生ブレーキモードに切り替わる。プロペラが風力発電の風車のようになり、速度を電力に変へん換かんする形で機体にブレーキをかける。

「同時に車輪のブレーキもかけますが、ブレーキペダルはゆーっくり踏んでくださいね。下手すると火を吹ふくので」

「火……？」目を丸くする涼名さん。

「急ブレーキをかけると、車輪のディスクブレーキが過熱して、最悪火を吹きます。なので、ゆーっくりペダルを踏んでください」

「……はい」

　涼名さん、恐おそる恐るペダルを踏む。機体が少しずつ減速していく。

「普ふ段だんはやりませんけど、いったん滑走路上で止まりましょうか。速度がゼロになるまで減速してください」

「はい……！」

　プロペラの回生ブレーキは途と中ちゆうでオフになるので、あとの減速はランディングギアのディスクブレーキだけになる。リトルホークはエアブレーキを積んでいない。プロペラをリバースピッチにするやり方もあるけど、モーターに負担がかかるので普段はしない。

　――速度、ゼロ。滑走路上で停止する。緊きん急きゆう時以外で滑走路のど真ん中で停止することはないけど、今はシミュレーションなのでアリということにしておく。

「――はい、お見事でした。着陸成功です」

「え……私、できたんですか？」

「ええ、できましたよ。おめでとうございます」

　僕は拍はく手しゆを送った。成功は成功だ。

「いったん休きゆう憩けいにしましょう。シミュレーションモードは休み休みやらないと、電子酔いしてしまいますからね」

　根を詰つめると逆によくないのである。実際、開始から１時間半が経過するとＡＩがシミュレーションを強制終しゆう了りようする。脳への負担がそれなりにあるということだ。

　シミュレーションモード終了を機体のＡＩに通告、ＡＩが所定の操作を自動で行なって、僕らを架空の鳳翔学園からサインアウトさせた。

　現実に戻る。薄うす暗ぐらい格納庫。見張りをしていたメリーちゃんが「お疲つかれ様さまでシター」とお辞じ儀ぎをした。

「さ、休憩しましょう。……どうしました？」

　電脳接続が解除されても、呆ぼう然ぜんと座すわったままの涼名さん。

「涼名さん？」

「……うまく、いったんですか？　私」

　信じられないことが起きて、それを受け入れられずにいる、という雰ふん囲い気き。

　あまりにもあっさりとうまくいったものだから、信じられなかったのかな？

　僕はその事実を信じてもらうために、はっきりと伝えた。

「ええ、うまくいきましたよ。着陸成功です」

　――滑走路の表示から見て、理想的な着陸ポイントから２００メートル以上奥側にズレてた感じだけど、今それを言うのは野や暮ぼだろう。

「何もできないなんてことはないんですから。一歩ずつ前に進んでいきましょう」

　繰くり返しになるけど、わずかでも前に進むことが大切なのだから。

　涼名さんが僕の方を向いて、僕を見つめてくる。その目が少し潤うるんでいた。

「……だとしても、矢ヶ崎さんのおかげです」と涼名さんは言う。「矢ヶ崎さんが教えてくださったから、前に進めたんです。矢ヶ崎さんがいなかったら、私、立ち止まったままでした……！」

　ぶれない視線。強い感情のこもった声こわ音ね。僕はタジタジになってしまう。

「いや、でも、僕はその、アドバイスをしているだけで」

「だとしてもです！　あなたのおかげで、私、前に進めました……！」

　涼名さん、胸の前で両手をギュッと握にぎり。

　うつむいて、何かをつぶやいた。




「やっぱりあなたは、私の、……じ……」




　――最後の方が聞こえなかった。

　でも訊きくのはためらわれた。彼かの女じよがうつむいて、顔を紅潮させていたから。

　彼女が何かに強く感動しているのは分かった。だけど、僕なんかがそこに立ち入ってはいけないように思えた。せっかくの感動を壊こわしてしまいそうな気がして。

「……まあ、お役に立てたのなら、幸いです」

　結局、僕はそんなことしか言えなかった。女の子に「あなたのおかげ」なんて言われて嬉しいやら照れるやらで、初めて出くわしたこの状じよう況きように僕は戸と惑まどうばかりだった。

　何を言っていいのか分からず、僕は涼名さんに「休憩行きましょう」と催さい促そくしてしまう。涼名さんは微笑んで、「はい」とうなずいてくれた。

　うん。やっぱり僕はブサイクだ。いろんな意味で。イケメンならこの状況、どんなふうに対処するんだろうか？

　――ちなみに、休憩時間中に今の着陸のログデータを参照してみた。

　先ほどの着陸が、理想の着陸ポイントから２５０メートル奥側にズレていたことを知った涼名さんは、頭をがっくり垂れて落ち込んでいた。

「まだまだですね……」という彼女の嘆なげきが悲痛だった。

　まあでも、最初はそんなもんです。クラッシュや重大インシデントを起こさなかっただけ、はるかにマシですから。







　休憩を挟みつつ、練習をこなしていく。

　繰り返していくうちに涼名さんはコツを掴んだようで、着陸もそれなりにうまくやれるようになっていた。

　相変わらず理想の着陸ポイントから奥側にズレてしまうのだけど、ズレる距きよ離りは徐じよ々じよに縮まっている。左右のズレは既すでに許容範はん囲い内ないであり、左に滑る機体の特性をうまくコントロールできているようだった。

　最後に、駐機場から誘導路を通って滑走路に向かい、離陸して、旋せん回かいして着陸、駐機場に戻る、という一連の動作をやってもらう。

　これを彼女は大きなミスをすることなくクリアした。

　いや本当に凄すごいものである。朝は「何もできません」と嘆いていたというのに、驚おどろきの上達ぶりだ。

　放課後には、涼名さんの表情も晴れやかなものになっていた。

「――今日は本当に、ありがとうございました！」

　爽さわやかな微び笑しようで別れの挨あい拶さつをしてくれる涼名さん。丁寧なお辞儀をしてくれる。礼れい儀ぎ正ただしい人なんだなぁと改めて思った。

　涼名さんは芸能管理部の事務所の方に報告をするとのことで、第二校区でお別れとなった。少し日の傾かたむいた空の下、ドリーに乗って去っていく彼女を見送り、僕も別のドリーに乗って第三校区に向かった。

　担当教官に会い、今日の報告をして明日の予定を訊く。明日も今日と同じで、涼名さんと特訓をすることになっていた。

　綺麗な女の子と、マンツーマンで練習……。いやはや夢のようなシチュエーションである。妄もう想そうが現実になるとは思わなかった。

　で、今日一日を振ふり返ってみての感想は？　というと――

　ひとまず無事に終わってよかったなぁ、っていう安心感があった。それが一番強い。

　不安だったコミュニケーションについても、ひとまずは無難にこなせたように思う……たぶん。少なくとも面と向かって「ウザいんですけどドチビさん」とは言われなかったから、うん、まあ、よしとしてもいいんじゃないかと思う。

　あとは……彼女が少しずつうまくなっていって、自信をつけていくのが分かって。それを見た僕も達成感を得て。

　二人で一つの目標を成し遂げていく感じが、楽しかった。

　とにもかくにも、彼女、涼名さんが温和で穏おだやかな人ひと柄がらでよかったと思う。僕みたいなボンクラのブサメンとマンツーマンで練習するだなんて、普通は耐えられないだろうから。

　彼女は僕を「優しい人でよかった」と言ってくれたけど、それは僕も同じだった。




〈涼名サイド〉




　――矢ヶ崎さんのことで胸がいっぱいだった。

　いろんなことを教えてもらった。いろんなことを話した。

　そのすべてが、私の中で宝石みたいにキラキラと輝かがやいていて……。

「――すず、お疲れ。今日はどうだった？」

　寮りように帰った私は、先に部屋に戻っていたセリナに、思ったままのことを伝えた。

「あのね、セリナ。矢ヶ崎さんがね……」

「うん」

「もう、すっごく、可愛くて凄くて優しくて、素す敵てきな人だったの！」

「……お、おう。何があった？」

　私は、今日の矢ヶ崎さんとの出来事を、思いつくままセリナに話していった。

　矢ヶ崎さん、自分の背が低いのを気にしていて、それが可愛く感じた。時々冗じよう談だんも言ってリラックスさせてくれるところも、気配りができる人なんだなって思った。

　飛行機の説明が分かりやすくて、分からなくても分かるまで根気強く説明してくれた。

　飛行機の操縦は本当に上手で、まるで自分の身体の一部のように飛行機を飛ばしていた。あんなに自然体で飛行機を操縦している人を見るのは、初めてだった。隣となりにいた私まで自然体になれたように思えたくらい。

　それなのに、矢ヶ崎さんは事故も経験していた。そのことを話す時は本当に辛つらそうにしていた。でも、そこから立ち直ったというのだから本当に凄い。

　それと――「どうしようもないくらいに空を飛ぶのが好き」と言った時の、あの泣き笑いみたいな表情。

　空を飛ぶのがとても好きなんだって気持ちが、たくさん伝わってきた。

　他にもいろんなことがあって、その都度、私は惹ひかれていった。

　矢ヶ崎さんと過ごした今日という日は、私にとってかけがえのない宝物になった。

「それでね、矢ヶ崎さんがその時に――」

　まだまだ言い足りなくて、私はずっと矢ヶ崎さんのことを話していた。すると、

「オーケー、すず！　ちょっと落ち着こうか、若じやつ干かんウザい感じになってるよぉ～？」

　急にセリナがストップをかけてきた。そこで私は我に返った。

「あ……、ごめんなさい」

　無む我が夢む中ちゆうに、まくしたてるように喋しやべっていたことに、やっと気づいた。

「うん、分かった。とりあえず彼かれとの時間がよっっっっっぽど楽しかったんだなっていうのが、よぉ～～～く伝わってきたから」

　皮肉めいたことを言ってくるあたり、私は相当にうざったい感じになっていたんだろう。ああ、恥はずかしい……。




「――まあでも、よかったじゃん。なんだかんだ、特訓はうまくいったみたいで」

「うん……」

　セリナの言葉にうなずく、けれど、うまくいったのはすべて矢ヶ崎さんのおかげ。矢ヶ崎さんがいなかったら、今の私はいない。

　純じゆん粋すいで、優しくて、可愛いところがあって。飛行機を自然体で操あやつり、隣にいる私まで自然体にしてくれるような、不思議な人。

　私はその人から飛び方を教えてもらい、できないと思っていたことをできるようにしてもらった。――それも、たった一日で。

　今までとは違う何かを感じる……なんて言ったら、変に聞こえるかもしれないけれど。
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　でも私は、今日という日が人生で一番特別な日だったと、思っている。

「セリナ。私ね、見つけたと思う」

「？」

　私は、矢ヶ崎さんをどう想おもっているか、セリナに伝えた。




「――やっと見つけた。私の、王子様」




　私の好きな絵本に出てくる王子様。小さくて、優しくて、素敵な王子様。

　矢ヶ崎さんはその通りの人だった。彼が私の王子様。確信を持って言える。

「……あんな頼りなさそうな男の子がいいの？」

　ちょっとだけ呆あきれたように言うセリナに、私は微笑ほほえみ、答える。

「頼りないことなんてない。本当に……私にとっての王子様みたいな人、だから」

「……そっか」

　そう言うと、セリナは温かく見守る感じに、微笑んでくれた。

「ま、そのへんのことは後でタップリ聞いてあげるから、今はブログ書かなきゃねー」

　セリナの一言で、私は現実に引き戻された。

「ブログ……あ！」

「一ヶ月近く更こう新しんサボってんだから、そろそろまずいっしょ」

「そうね……うん、今から書くわ！」

「私も手伝うよ。ほっといたら矢ヶ崎さんがー矢ヶ崎さんがーになりそうだし」

「さすがにそれはないから……」

　公式ブログだから、私的なことは書けない。それは分かっている。




　でも――今日の出来事を淡たん々たんと書き記すだけというのも、味気なかったので。

　ブログの中に、ほんの少し、私の気持ちを込めさせていただきました。




〈矢ヶ崎サイド〉




　その夜、【フライ・ハイ！　プロジェクト】のホームページを確認すると。

　涼名さんのブログが更新されていた。さっそく読んでみた。

　結構長かったので要約するけど、内容としては、ブログを更新できず多くの人に心配をかけてしまったことへの謝罪と、今日は航空科の生徒と一いつ緒しよに練習をしたこと、そのことの感想が、書き連ねられていた。

　一部には、読んでいて僕ぼくが照れくさくなる部分もあった。

『航空科の生徒さんは自然体で空を飛ぶことができて、本当に凄いと思うばかりでした。誰だれよりも自然に空を飛べる人、と言ったら苦笑いされるでしょうけれど』

　分かってらっしゃる。僕は苦笑いした。

　でもって、衝しよう撃げきの一文も書かれていた。

『その方はジェット機の訓練をやっているそうです。聞くところによれば、日本に２機しかない機体の１機で、誰も乗りこなせなくて格納庫に眠ねむっていた機体だということです。ジェット戦せん闘とう機きというそうですが、どういうものなんでしょう？　想像もつきません』

　うわああああああああああああッ！

　涼名さんやめて！　それ知ってる人が読んだら僕だってバレるから!!

　……しかし、今いま更さら喚わめいてももう遅おそい。このブログは１時間前に公開されたものである。

　第三校区の人たちがこのブログを読んでいないことを、祈いのるしかなかった。

　そして涼名さんは、最後をこう締しめくくっていた。

『――一人前と言えるようなレベルには程ほど遠とおいですけれども、少しずつ上達していこうと思います。そしていつかは、上手に空を飛べるようになれたらと思っています。自然体で空を飛べる、航空科の生徒さんのように』

　僕は耳まで真っ赤になってしまった。べた褒ぼめなんてやめて欲ほしい。

　でも……うん。嬉しいです。ありがとうございます。




　気がついたら消灯時間になっていた。僕は寝ねた。

　明日もいい日でありますようにと祈る間もなく、眠りに落ちた。







★★★★★かんたんな用語説明❸










○フェザープレーン

　次世代型航空機のこと。New-generation Aerial Vehicle ・ＮＡＶと表記されることも。

　ナノマシンの力で機体の翼つばさの形状そのものを変化させ、それをもって通常の動どう翼よく（フラップやエルロンなど）と同じ効果をもたらし、機体を制せい御ぎよする。ナノマシンの力りき場ばによる空力安定効果も利用する。

　電脳接続によるダイレクト操縦方式を採用し、操縦者の意志のままに機体を操縦することができる。入力から出力までのタイムラグがほとんどない。

　その他特筆すべき特とく徴ちようは多いが、性能的にはアクロバットに最適な飛行特性を持っていて、鳳翔学園の曲技飛行チームはすべてフェザープレーンを採用している。

　対義語として、ＬＡＶ、Legacy Aerial Vehicle というのがある。従来型航空機を意味し、別名をレトロプレーンという。







第三章　―恐怖の存在、金城教官―










　涼すず名なさんとの特訓、二日目。木曜日のことである。

　早朝教練の時、僕はある異変に気がついた。

　――第三校区の生徒がみんな、殺気立っているのだ。

　この校区は普段からサツバツとしているのだけど。今日はそのサツバツさが二倍に増している気がする。みんな目つきがヤバい――特に男子生徒。

　しかも、彼らの鋭えい利りで凶きよう暴ぼうな視線が、何故か僕に向けられている……。

　なんで？　なんで？　と思いつつ僕は僕の担当教官の到とう着ちやくを待つ。

　僕の担当の、アラサーの男性教官はいつも通りだった。飄ひよう々ひようとしていて、ちょっと眠たげな感じ。

「矢やヶが崎さきぃ」教官に点呼され、

「はい！」僕は答える。

「うし、いるな。今日も一日グラドルとよろしくやるために頑がん張ばっていこう」

「はい……って、よろしくなんてしませんよ！」

　昨日と同じように訓練するだけ。ただそれだけだ。

　ただそれだけなのに、その一言で何故か第三校区のサツバツさが更さらに倍加された。もはや殺意のレベルである。「やっぱりあいつ……」「ちきしょう、自分だけいい思いしやがって……」と、高校三年の先せん輩ぱい方がたを中心に不満が吐はき出された。

　しまいには、第三校区の教官までこんなことを叫さけぶ。

「お前ら静かにしろォ！　そこにグラビアアイドルとイチャイチャしてるヤツがいるが、お前らにそんなことは関係ない!!　気合い入れていけェ!!」

「「「「「はいっ!!」」」」」

　生徒からの返事は、ものすごい大だい音おん声じようだった。ジェット戦闘機のフルアフターバーナー並みの轟ごう音おんだった。いやホントに地鳴りがしたかと思ったぐらい。

「いや教官、僕はそんなイチャイチャとかしてませんから！」

　僕は訂てい正せいした。訂正しないと本当に殺されそうだったから。

　――でも逆効果だった。

「うっさい果報者め！　ぜんっぜん、羨うらやましく思ってないんだからなっ！　今すぐ代わって欲しいだなんて、これっぽっちも思ってないんだからなっ！　ちきしょうめッ!!」

　半分笑いながら、さも悔くやしそうに叫ぶ教官！　第三校区の生徒は大だい爆ばく笑しよう!!

　鳳ほう翔しよう学がく園えんの教官は厳しくもユーモアのある人たちばかりだ。これが分かると鳳翔学園を辞やめられなくなる。

　ひとしきり笑った後、教官は真面目まじめな顔に戻もどって、叫んだ。

「よーし、肩かたの力がほどよく抜ぬけたところでもう一回点呼だ！　気合いを入れろ!!」

「「「「「はいっ!!」」」」」

　――点呼からのやり直しは大変だろうけど、まあ頑張ってください。




　……何故なぜ僕ぼくが涼名さんと特訓をしているとバレたか。

　すっかり失念していたけど、その原因をすぐに思い出した。

　涼名さんのブログに、これまた分かりやす～く書かれてあったからだ。

　鳳翔学園広しといえど、ジェット戦闘機の習熟訓練をやっている学生といったら――

　残念なことに、僕一人だけである。




○




　朝７時30分。

　昨日と同じ時間に、第二校区の駐機場で涼名さんと合流する。隣には香か川がわさんの姿も。

　香川さん、今日は普ふ通つう科かの制服を着ていた。薄うす手でのセーターを腰こしに巻いて、上半身は白い長なが袖そでのブラウスだけになっている。プリーツスカートの丈たけが短いものだから目のやり場に困った。

　香川さんは僕を見るなりツカツカと歩いてくる。ローファーがコンクリの地面を踏ふみ鳴らす音は軽快だった。僕との距離を躊ちゆう躇ちよなく詰めてくる。

　香川さんは涼名さんよりも背が高い。ファッションモデルみたいにスタイリッシュだ。

　つまり僕より背が高い訳で、ぐっと顔を近づけられると、見下ろされる感じになる。

「な、何か……？」

　間近で、ムッとした顔で睨にらまれる。僕は顔に脂あぶら汗あせをにじませることに。

「ふーむ……」

　うなる香川さん。つばを飲み込む僕。

「……うん、すずの言う通りかも」

「へ？」

　と僕が返すなり、いきなり！

「にえっ!?」

　いきなり、ヘッドロックをかまされた！

「キミ、不思議だねぇ」と香川さん。

「ふへぇっ!?」裏返った悲鳴を上げる僕。

「キミの前だと、なーんか知らないけど、自然体になれるねぇ。なんでだろ？」

「香川さんの自然体はプロレス技をかけることなんですか!?」

「さあ、どうなんだろ？　でもキミには自然とこうしたくなっちゃうんだよねー」

「どういうことですかそれ!?」

　女子の細ほそ腕うででヘッドロックをかまし清せい楚そな白いブラウスに密着することを強要しその上そのふくよかなお胸をほっぺに押おし付けてくるのは我々男子の業界ではご褒ほう美びなんですがそれが自然というのはどういうことなんですかっ!?

「ほーれほれほれ、たっぷり味わうがよい」

「何を味わうんですか!?　何をテイスティングしなきゃいけないんですか僕!?」

「えーそんなこと言わせないでよ恥はずかすぃー」ぐいぐい。

「にえええええ!!」押し付けてくるのやめてくださいぃぃ！

　――断言する。地じ獄ごくだった。

　あのふくよかで柔やわらかい感触を、女性向けデオドラントの甘あまい香かおりと共に堪たん能のうしてはいけないというこの禁きん忌き、これは拷ごう問もん以外の何物でもなかった……！

「セリナ、矢ヶ崎さん困ってるから」

　涼名さんからの助たすけ舟ぶね来た！　大絶賛ウェルカム！

　しかし香川さんは非情だった！

「……本人喜んでるみたいだけど？」

　嘘うそつかないでぇぇぇぇぇぇ!!

「喜んでまへん！　てかもう離はなしてくらはい！」

「ふむぅ。キミにはちょっと刺し激げきが強すぎたか」

　ぱっ。手を離す香川さん。やっと解放された。僕はその場に四よつん這ばいに崩れ落ちた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　涼名さんが僕の傍そばまで来て、声をかけてくれた。

「なんとか……」

　顔面の左半分をさする僕。あの柔らかさとブラの金具がめり込む感触が、まだしっかりと残っていた。ふーやれやれ……。

　地面に顔を向ける僕の後頭部に、香川さんからの声が降ってくる。

「じゃ、よろしくねー。すずはこんなスキンシップしてこないけど、だからって手ェ出したら殺すからねー」

「大丈夫です、僕はこんなところで命を落とすつもりはありませんから……！」

　カツカツとローファーの足音が遠ざかっていった。

　あー、まだ感触が残ってる……この顔面左半分、しばらく洗うまいか。

　そんな間ま抜ぬけなことを考えつつ、気持ちと呼吸を整えて。

　ゆっくり上半身を起こしたならば。

　昨日と同じフライトスーツ姿で、僕の傍にしゃがんでくれている涼名さんとご対面。

　天使のような美しい姿を網もう膜まくで感じ取った瞬しゆん間かんに、何もかもが吹き飛んだ。心に爽やかな風が吹き込んで、爽そう快かいな気分になる。

「涼名さん、おはようございます」

　僕が挨拶すると、

「おはようございます、矢ヶ崎さん」

　微笑と合わせて挨拶を返してくれて、しかも丁てい寧ねいにお辞儀までしてくれる。

　ああ……容よう姿し端たん麗れいな上に、折り目正しい立ち居振ぶる舞まいができるなんて。美しい。ただひたすらに、その一挙手一投足が美しい。

　彼女は天使だ。神様が遣つかわしてくださった優美なる天使だ。僕は確信した。

　その天使さんと、マンツーマンで過ごせる……もう最高です。

「じゃあ、今日もやっていきましょうか」

「はい！」

　楽しいひと時の始まりだ。




　まずは実機を使って、飛行前の点検をやってもらう。

　メモを見ながらで構いませんよーと言ったら、

「いえ、大丈夫です！　覚えてきました！」

　涼名さん、キリッと格好よく言って。メモなしでチェックをやり始めた。

　プロペラを避さけてノーズギアをチェック。左側モーター点検口をチェック。左主しゆ翼よくに異常なしを確かく認にん、左主翼後こう縁えんのフラップとエルロンに異常がないかをチェック……。

　なんとまあ。できている。見事なものだ。

　涼名さんが点検を終えた後、僕も確認のため一通りチェック。漏もれはない。お見事！

「凄いですね涼名さん、カンペキです！」

　僕は拍手で彼女の出来栄ばえを讃たたえた。

「いえ……矢ヶ崎さんが、教えてくださったおかげです」

　照れた感じにうつむく涼名さん。そんなこと言われると僕まで照れてしまう。

「そんな、僕はちょっとお手伝いしただけですから。涼名さんの努力の成果ですよ」

　きっと一晩中、メモやら教本やらを眺ながめて、必死に覚えていったんだろう。それは紛まぎれもなく彼女の努力の賜たま物ものだ。僕なんて無我夢中に喋しやべってただけだもの。

「じゃあ今度はシミュレーションモードで、実際に離り陸りくから着陸までやっていきましょう」

「はいっ」

　面めん倒どうだけどリトルホークを格納庫に戻してから乗り込み、電脳接続。

　学園のセントラルコンピューターが創つくり出した架か空くうの鳳翔学園にサインイン、第二校区の駐ちゆう機き場じようからスタートしてもらう。

　涼名さんが一つ一つ始動手順をこなしていく。ノーミスで準備が整った。

　パーキングブレーキをオフ、プロペラの推力で機体が前に進むようになる。ここでいきなり駐機場を出ることはせず、ちょっと進んでから、フットブレーキをかけてブレーキチェックをするのが通例。――問題なくクリア。

　誘ゆう導どう路ろから滑かつ走そう路ろに出る。ランウェイ２５から発進。風向きは西寄りだから、風ふう向こうによるランウェイの選せん択たくも間ま違ちがいなし。滑かつ走そうして、離陸。機首上げ。滑なめらかな離陸だ。ギアアップもフラップアップもしっかりやっている。お見事。

　青空をひらりと左に旋回して、今度は着陸。一発で決まるか？

　――残念、決まらない。高度が高くてゴーアラウンド。でも涼名さんは慌あわてていない。落ち着いて、手順通りに対処している。昨日の最後の方と同じだ。

　二度目のアプローチ。滑走路の奥おく側がわにややズレてしまうけど、無事に着陸する。

　やっぱり涼名さんは着陸が苦手みたいだ。でも決して下手ではなく、それどころか一日でこれだけできるように成長したんだから、上手な方だろう。もっと練習していけば教官はＯＫを出すはずだ。

　着陸後は駐機場に向かい、停止操作までやってもらう。手順通り、問題なし。

「一通りできましたね。よくできました」

　僕は拍手を送った。涼名さんは一礼して、

「矢ヶ崎さんのおかげです」

　これまた照れるようなことを言ってくれる。語ご彙いの足りない僕は「いえ、そんな」としか返せなかった。

「さて、こうなりますと、あとは教官のお眼鏡めがねにかなうように細かいところをきちんとしていく感じになりますね。具体的には、着陸をより正確にしていくのと、あと雨の日とか夜間とか、いろんな条件での離り着ちやく陸りくにも挑ちよう戦せんしてもらうことになりますね」

　今は晴天、それも風が穏やかな状態でシミュレーションをしている。つまりベストコンディションだ。実際の天気が晴ればかりでないのは言うまでもない。

　天候だけでなく時間によっても空は表情を変える。朝、夕方、そして夜間。それぞれに難しさがある。

　あらゆるシチュエーションを、できる限り網もう羅ら的てきに、シミュレーターで経験しておく必要がある。雨の日は着陸できません、では飛行資格は取れないのだ。

「雨の日って……どう変わりますか？」

　涼名さん、ちょっと不安そうに言う。

「ぶっちゃけ、なんにも見えないですね」と僕。「ＧＰＳの地図情報と、管制システムの誘ゆう導どう情報と、滑走路の誘ゆう導どう灯とうを頼たよりに、気合と根こん性じようで降りる感じでしょうか」

「気合と根性ですか……!?」

「残念ながら、最後は精神論になります。着陸に挑いどむ決意がないとできませんから」

「……私にできるでしょうか？」

「大丈夫、できますよ。要は慣れです。シミュレーターを使ってじゃんじゃんやっていきましょう」

　どんなシチュエーションでも正確かつ精密にシミュレートでき、たとえ失敗しても命を失うことはない、それがシミュレーションモードである。これを活用しない手はない。

「ひとまず天気のことは後回しにして、まずは着陸位置をもうちょっと手前にできるように練習していきましょうか」

「はい！」うなずく涼名さん。

「第二校区の教官は緩ゆるいですから、致ち命めい的てきなミスさえしなければ何も言わないはずです。とはいえその教官に今まで言われっぱなしだった訳ですから、その教官の度ど肝ぎもを抜くくらいに上手になれば、教官の見る目も変わるはずです。教官を見返してやりましょう！」

　軽く冗談も言ってみたり。

　――でも。涼名さんの反応は、意外にも暗い感じのものだった。

「あの……矢ヶ崎さん。私の担当教官ですが……」

「はい？」

「全然、緩くないです、よ？」

　そう言う涼名さん、表情は暗く、そして硬かたい。

「いやまあ、言う時は言う人たちですけど、きちんとできたら――」

　と、教官へのフォローも含ふくめて言うのだけど、涼名さんは首を横に振る。

「そんな感じじゃありません。とっっっても厳しい方なんです……」

「あらら。第二校区の教官にしては珍めずらしいですね、総じて緩ゆるいと評判ですが」

　第二校区は一いつ般ぱんの人の教習所――車でいえば自動車学校みたいなもの――も兼かねているので、厳しすぎると客が寄りつかないということで、緩めにしてあるらしい。

　とはいえその緩さも『第一校区や第三校区に比べたら』である。鳳翔学園で免めん許きよをとった人のレビューを読むと、みんながみんな「教官が厳しい人だった」という一言を添そえている。一般の人にしてみれば、第二校区の教官も口うるさい教官でしかないのだろう。

　そして涼名さんもまた、その『一般の人』なのだ。厳しいと感じるのは無理もない。

　しかしそれでも僕には若干の違い和わ感かんがあったのだった。涼名さんがここまで怖こわがるほど厳しい教官が第二校区にいたら、噂うわさに疎うとい僕の耳にすら入るほどの噂うわさ話ばなしになっているはず……。でも、そんな話は聞いたことがない。

「ちなみに、担当教官のお名前、ご存ぞん知じです？」

「……はい」うなずく涼名さん。

　第二校区の教官の名前を聞いてもすぐには分からないだろうけど、数少ない伝手つてを頼たよって情報を仕入れられるかもしれない。僕は第三校区の航空整備科の教務主任とは比ひ較かく的てき仲がいいので、そのルートで調べられる可能性があった。

　相手が分かれば対策のしようもある。闇やみ雲くもに当たるよりは、相手のことを知ってからの方がいい。敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず……だったか、そんな言葉もある訳で。

　涼名さんは、その担当教官の名前を、恐おそる恐る教えてくれた。




「金城教官です」




　――ずばり、予想外だった。

　何故なぜなら僕はその名前を知っていたからだ。

　僕が知る限り、その名字の教官は鳳翔学園航空科には一人しかいなくて。

　もしその人ならば、その人は第二校区の教官ではない。曲技飛行のパイロットを養成するエリートコース・第一校区の教官だ。

「かなぐすく」僕はひらがな発音で復唱した。「かなぐすくきょうかん、なのですね？　ちょっと日に焼けた感じの肌はだで、目つきがソリッドな感じの美人のお姉さまで、鬼き神じんのごとき気き迫はくで生徒を指導する感じの」

「はい……」

　うなずく涼名さん。こころなしか、ちょっと涙なみ目だめな気がする。

　僕は理解した。そして理解するなり思わず叫んでしまった。

「うわぁー、カナちゃんかぁー!!　それはきつい……！」

　両手を頭に添えて、天を仰あおいだ。

　天を仰ぎたくもなる。だって鳳翔学園指折りの鬼おに教官だもの。

　そりゃボロクソに怒おこられもするし、涼名さんもヘコんでしまう。納なつ得とくした。

「……カナちゃん？」

「ええ。――あ、本人の前でこんなふうに言っちゃダメですよ？　ガチで殺されますから」

　そのアダ名で呼んだらマジで殺される。ふざけて本人の前でカナちゃん呼ばわりして瞬しゆん時じに獄ごく殺さつされた生徒を僕は見たことがある。もちろん獄殺というのは単なる比ひ喩ゆ表現に過ぎなくて、実際に殺されることはなかったしケガもなかったのだけど。

　ともかくカナちゃんこと金城教官は、学園にその名を轟とどろかせる鬼神のような存在なのだった。元は国防海軍の哨しよう戒かい機きのパイロットだったそうで、海軍仕込みの厳しさを容よう赦しやなく生徒たちにぶつけてくる。

　そして金城教官は決して笑わない。沖おき縄なわの人なんだけど「なんくるないさー」なんて絶対言わない。南国の情じよう緒ちよ？　とんでもない。どちらかというとシベリアの雰ふん囲い気きが……。

「本来は第一校区の初等訓練課程の教官なんですよ、金城教官。鬼教官で知られてましてね、男子生徒でもフッツーに泣かされますから」

「はい、とっっっても怖い人です……」

　ガクブルな感じの涼名さん。

　でも――実を言うと、怖いばかりじゃない。第一校区の生徒はそのことを知っている。

「それでも、心根はすごく優やさしい人なんですけどね。たとえば、自分の担当学生が中等部を卒業できたら、泣いて喜んでくれますし」

　これは本当。カナちゃん伝説の一つである。

　が――涼名さんは信じられないという感じ。

「……それ、本当なんですか？」

「本当ですよ。それとか、誕生日にみんなでケーキを贈おくったら、半泣きで『馬ば鹿か、私なんぞに気を遣わなくていいんだ！』とか言って、もりもり食べてくれるんです」

「へぇ……」

「でもって夏の長期休きゆう暇かが終わったら、サーターアンダギーを山ほど持ってきて、みんなに配って回るんです。英気を養えとか言って。実家に帰った時に、おばあと一緒に山ほど作るそうで。僕ももらいましたけど、おいしかったですよ」

「……意外と、気さくな方なんですね」

「そうなんです。厳しいのは優しさの裏返しなんですよ。アクロバット中に事故を起こすと本当に命に関かかわりますからね」

　曲技飛行用の機体にも安全装置はある。でもそれは絶対のものではないし、普ふ段だんと違ちがう危険な飛び方をするので、場合によっては死亡事故に繋つながる。安全装置があるからいいじゃん、という心構えではダメなのだ。

　だから金城教官は、「機体の安全装置に頼るな」「事故は絶対に起こすな」と、何度も繰くり返し生徒に教育する。その叩たたき込み方は徹てつ底てい的てきだ。

　生徒が事故で命を落とすことがないように……それが教官の心からの願いだ。

「そういうこともあって、第一校区の生徒は、裏では敬意と愛情を込めて『カナちゃん』って呼んでるんです」

「……そうなんですね」

　涼名さんに微び笑しようが戻る。ほんわかエピソードを聞いてリラックスできた……かな？

「さて。担当教官が金城教官と分かった以上は、もっと詰つめていかないといけませんね。あの人完かん璧ぺき主義者なので」

「はい。私、苦手です……」

「でも大丈夫です、ちゃんとやっていれば何も言いませんから。そんな訳で、着陸をしっかりできるようにしましょうか」

「……はい。自信はありませんが、なんとか頑張ってみます！」

　そんな訳で、訓練続行となった。

　ただ――第一校区所属の金城教官が、どうして第二校区で涼名さんを教えているのか？

　それについては分からずじまいだった。どういうことなんだろう……？




○




　休み休み訓練をして、あっという間に昼になる。

　お昼にはちょっとしたサプライズがあった。

「矢ヶ崎さん。私……お昼ご飯、作ってきたんです」

　と涼名さん。それから続く言葉は衝しよう撃げき的てきな一言だった。

　――たぶん、生しよう涯がい忘れられないと思う。

「……一緒に、どうですか？」

「え」

　僕は固まった。超ちよう強きよう力りよくな瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいで全身を固められたくらいに固まった。

「つまらないもの、ですけれど……。矢ヶ崎さんにはお世話になっていますし、せめてものお礼ということで、作ってきたのですが……」

　なんと。女子と一緒に、しかもお手製のお昼ご飯をご相しよう伴ばんできるとはッ！

　そんな僥ぎよう倖こう、逃のがす訳ないじゃないですかあぁぁ!!

「……ダメ、ですか？」

「ダメじゃないです、いただきたいです！　是ぜ非ひお願いします！」

　僕は食いつくように言ってしまった。かなりキモかったと思う。

「……はい！」

　それでも涼名さんはニッコリ笑え顔がおで答えてくれた。なんて優しい。

　やっぱり彼かの女じよ、天使だと思う。




　そんな訳で、第二校区の格納庫の外の日ひ陰かげでお昼ご飯にする。

　食べかすやゴミを散らかさなければ、格納庫の外で食事をしてもいいことになっている。決め事さえ守っていれば、鳳翔学園の教官は比較的おおらかに対応してくれる。

　涼名さんは大きめのバスケットを持ってきていた。中身はなんとサンドイッチ。すごく丁寧に作られていて、お店で出していいレベルだと個人的に思った。

「たくさん作ってきましたので、遠えん慮りよなくどうぞ」

「すごい……！　では、遠慮なくいただきます！」

　まずはたまごサンドにかぶりつく！

　――断言する。コンビニサンドイッチより断然うまい！

「おいしい……！　涼名さん、お料理上手ですね」

「いえ、ただ具材を挟はさんだだけですから」

「そんなことないです、上手じゃないとこんなにうまく作れませんよ！」

　だってつくりが丁寧だもの。見てくださいよこのパンの断面、歪ゆがみなんて一いつ切さいなし！

　そのしなやかな手が作り出した芸術品を、独どく占せんできるこの悦よろこび……最高ですッ！

　たまごサンドをすぐに食べ終え、今度はハムサラダサンドをいただく。

　これもおいしい！　調味料――シーザーサラダのドレッシングかな？　酸味と辛から味みがいいアクセントになっていて、とてもイイ！

「いやもう、いいねボタンがあったら１００万回くらい連打してます！」

「ありがとうございます」

　次を食べたくて焦あせるけれども、あんまり急いで食べても失礼なので、ここからはよく噛かんで味わって食べることにする。

　――ふと、涼名さんが尋たずねてきた。

「矢ヶ崎さんって、どれくらい飛行機に乗ってこられたんですか？」

「僕ですか？」自分を指差し、彼女がうなずくのを見て続ける。「えーっと……ざっくり一年半と少しってとこですかね。優ゆう待たい生せいとして鳳翔学園航空科の中等部に入学しまして、第一校区で曲技飛行パイロットの候補生として訓練を受けたんですけど」

　断じて言うがアレは教育ではなく訓練である。教官は怒ど鳴なり散らすし、上下関係は厳しいし。軍隊形式がベースになっているから仕方がないけど……辛つらかったなぁ。

　でも、そのおかげでしっかり鍛きたえられた。愚ぐ痴ちはあっても不満はない。

「最初の一年半はひたすら座学と筋トレとシミュレーターでしたね。中学二年の後半になって、やっと飛行機に触さわらせてもらって、それがリトルホークの縦列複座型でした」

「じゅうれつ……？」

「縦に二人乗り込むタイプです。より戦闘機に近いスタイルですね」

　ちなみに、今涼名さんと乗っている、横並びに座すわるタイプの方が民間では一いつ般ぱん的てきなスタイルだ。縦列複座型は民間ではあんまり見かけない。

「そのリトルホークで初等訓練やって、試験に合格して。中学三年になったら今度はフェザープレーン……って言って分かりますかね？」

「詳くわしくは知りませんが……確か、次世代型の飛行機のことだったかと」

「そうです」僕はうなずく。「ナノマシンの力で翼の形状そのものを変えて飛行制御をするタイプですね。ナノマシンが作り出す力りき場ばも絡からんできます」

「は、ハイテク……というものでしょうか？」

「そうですね。でもけっこう普ふ及きゆうしてますよ。価格帯は高級機になりますが」

　ＮＡＶとも言われる次世代型航空機、フェザープレーン。操そう縦じゆう桿かんやスロットルレバーを使わずに、電脳接続によるダイレクトリンクによって、直接的かつ感覚的に機体を操縦することができる。最も自然な形で空を飛べる機体とも言われる。

　性能が高いだけに、お値段もそれなりだ。普ふ通つうの小型軽量飛行機は新品で『ちょっとお高い高級車』くらいの価格なのだけど、フェザープレーンは最低でもその三倍はする。

　――まあ、このフェザープレーンのことを語り出すと２時間ぐらい喋しやべりっぱなしになるので、今は控ひかえめに語ることにする。

「フェザープレーンって飛行特性がアクロバット向きで、曲技飛行をするのにちょうどいい飛行機なんですよ。それもあって、鳳翔学園のアクロチームは全部フェザープレーンを使ってます。当然、その候補生が乗るのもフェザーになりますね」

「へぇ」

「で、僕ぼくも中学三年からフェザーに乗り始めたんですね。最初はオリヴィアっていう基本的な機体に乗って、その次はより本格的なチェチリアって機体に乗って」

　ここで苦笑い。

「で、重大インシデント起こして」

　以前話した通りである。チェチリア２機で翼間距きよ離りを詰めて曲技飛行の試験をやっている最中に、ソフトウェアのバグのせいで一いつ瞬しゆん意識が飛んで、教官機とあわや衝しよう突とつという事態となった。生きて帰ってきたのが不思議なくらいだと自分でも思う。

「それから３週間くらい空から離れて、また最初からやり直したんですね。並列のリトルホーク、縦列のリトルホーク、電動ターボファン式のドルフィン、そして今の――」

　涼名さんが困こん惑わくしてきた。ここらにしとこう。

「まあ、そんな感じですね。飛行時間としてはそんなにないです」

「……それがどれくらい凄すごいかは分かりませんが、とにかく凄いというのは伝わりました」

「いや、ショボいですよ。僕よりすごい人って普通にいますから」

　そう、普通にいる。自分は特別な存在じゃない。

「でも」と涼名さん。「私は矢ヶ崎さんのこと凄いと思っています。自然体で空を飛ぶ、まるで鳥みたいな人だって」

「そう、ですかね？　中学時代はけっこうアホなことやりまくって、教官から『お前は奇き行こう種しゆか！』なんて言われたことありますし」

　シミュレーター上での話だけど、僕はリトルホークで曲技飛行の技を練習しまくっていた。それを見た教官が「初等訓練機でアホなことをするな、奇行種かお前は！」と僕を叱しかりつけたのである。……今となってはいい思い出だ。

「でもまあ、飛ぶことばっかり考えてましたから、いつしか飛ぶことが自然なことになっちゃったんでしょうね」

「そうだと思います。本当に、すごく自然体で……そんな矢ヶ崎さんと一いつ緒しよに練習していたら、私も自然体になれて……」

　涼名さん、微笑ほほえみながら僕を見て、

「……私、矢ヶ崎さんに、これからも教わりたいです」

　唐とう突とつに、ドキッとするようなことを言ってくる。

　その一言で僕の脳みそは浮うわついた。え、いいんですか？　この状じよう況きようが続いていいんですか？　僕はアドバイスが終わったらハイ終わり、使い捨ての調味料の小こぶ袋くろみたく搾しぼり取って後はポイされると思ってたんですけど、いいんですか続いて？

　僕が固まっていると、涼名さんは少し悲しそうにした。

「……お邪じや魔ま、ですか？　ご迷めい惑わくなら、無理にとは申しませんが……」

　どうやら迷めい惑わく顔がおに見えたらしい。なんて表情してんだこのバカ矧しん！　メッ！

「そんなことはありません！」

　僕は断言した。強い口調で。

「迷惑だなんて全然思ったことありません。僕はウェルカムです！」

　そう言うと、涼名さん。表情をほころばせてくれた。

「ありがとうございます……！　あの、今日みたいにきちんとお礼をさせていただきますので、どうか、今後ともよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　二人で頭を下げあった。




　――ああ、この状況が続くなんて！

　神様確認したいのですが、これ春ですよね？　僕にもやっと春がきたんですよね？

　青い春なんですよね？　今しか味わえない最高の瞬間なんですよね？

　僕みたいなバカにさえ青春を味わわせてくれる神様、本当に感謝しますッ!!

　僕は天を仰いで、目に見えない神様に感謝を申し上げた。




〈涼名サイド〉




　――うまくいったみたい。

　私は心の中で、握にぎりこぶしをぐっと握った。

　実は昨日の夜、セリナからアドバイスをもらっていた。

「彼かれともっと仲良くなるために、私からはお昼ごはんを作ってあげることを提案しよう」

「お、お昼ごはんを……？」

「男を落とすなら手料理、これ基本ね。今週の初めからずっとお世話になりっぱなしなんだし、そのお礼も兼ねてってことで。どう？」

　――ナイスアイディアだった。




　時間もないし、材料も多くは用意できなかったので、手の込んだことはできなかった。

　けれども……矢ヶ崎さんに喜んでもらえた。

　矢ヶ崎さんにこれからも教わりたいって、素す直なおな気持ちも言えたし。

　ありがとうセリナ、グッジョブ。

　今度、何かの時に、このお返しは必ずするから！




〈矢ヶ崎サイド〉




　――涼名さんお手製のサンドイッチを、もぐもぐしていると。

　ふと、ゴツゴツとブーツがコンクリートを踏みしめる音が近づいてきた。

　誰だれか来たのかなと思って、周囲を見み渡わたす。

　そうこうしていると――靴くつの音の主が、格納庫の角からぬっと現れた。




　――サンドイッチ吹ふきそうになった。

　金城教官だった。




　少し日に焼けた肌、きれいな顔立ちだけど表情はキリッとしていて、フチなしメガネの奥にはソリッドな目つきがある。少しだけ茶色みのある黒くろ髪かみを、バレッタを使って綺き麗れいにまとめ、前まえ髪がみは丁寧に五分に分けている。

　教官に会うのは久々だけど……正直、メッチャ怖いです。

「き、きょうか――ゴホッゴホッ」

　吹きはしなかったけど、喉のどに詰まった。涼名さんがお茶を慌てて用意してくれる。

「落ち着け。そのままでいい」

　金城教官は女性ながら低い声こわ音ねである。それがまた怖さを増ぞう幅ふくする。

「涼名」

「は、はい！」

「昼休みが終わったらすぐに飛ぶぞ。特訓の成果を見せてみろ」

　いきなりそんなことを言ってきた。ちなみに教官、濃こい灰色のフライトスーツを着込んで準備万ばん端たんだったりする。

　涼名さんが凍こおりついたのは言うまでもない。

「……ゴゴイチでいきなりですか、教官？」と言ったのは僕。

「そうだ」きっぱり答える金城教官。「お前たちのシミュレーションデータは逐ちく一いち把は握あくしている。それなりに上達したようなので、実地で検分する」

　この教官、有う無むを言わせない。はいかイエスか３秒以内に答えろと言わんばかり。

「使用中のリトルホークを駐機場に出しておけ。車止めを忘れるな。以上だ」

　ゴツゴツゴツ……。鬼教官の背中と足音が遠ざかる。

　……空気が、とたんに重くなった。

　まさかこのタイミングで来るとは。完全に想定外。

　涼名さんは緊きん張ちようのせいでカッチカチに固まってしまっていた。呼吸すらしていない感じがする――実際はしていたけど、かなり息が浅い。

　辛いだろうけど、ここは頑がん張ばって欲ほしいところ。

「涼名さん……困ったことになりましたね」

「……はい」

　声をかけると、彼女は緊張しきった小さな声で答えた。

「残念ですが、やるしかないので。お昼を早めに切り上げて、準備しましょうか」

「……はい」

　青い春は長く続かなかった。

　できるものならカナちゃんに一言もの申したい。

　――せめてサンドイッチを全部食べ終わってから来て欲しかったです。




○




　昼休み中にリトルホークを駐機場に移動する。

　パーキングブレーキをかけて、車止めをつけて、準備完かん了りよう。授業が始まる前に、飛行前点検をもう一度おさらいしておいた。

　昼休み終しゆう了りようのチャイムと同時に金城教官がやってきた。時間ピッタリなのはさすが。グランドスタッフを複数人引き連れてのお出ましは、部下を伴ともない行進する女騎き士しのように感じられた。

　僕ら二人は、気をつけの姿勢で教官をお出で迎むかえする。

「よろしくお願いします！」

　と僕が大きな声で言うと、

「お前が言ってどうする矢ヶ崎」

　睨にらまれた。ショボーン。

「よ、よろしく、お願いします！」

　涼名さんが言うと、教官は「ん」と小さくうなずいた。それだけ。

　簡単にブリーフィングがあって、さっそく飛行訓練へと移る。

「涼名、飛行前点検からやってみろ」

　金城教官から涼名さんに指示が飛んだ。涼名さんは「はい！」と勢いよく応答、すぐに飛行前点検を始める。

　ノーズギアから始めて、各部点検口、フラップなどの動どう翼よく部分、メインギアを、慎しん重ちようにチェックしていく。そうそう、スピードよりも正確にやることの方が大切です。

　一通り終わる。僕の目には問題ないと映った。

　涼名さんが教官と向き合う。僕は教官の斜ななめ後うしろに立つ形に。

　さて、教官のお眼鏡にはかなうだろうか？

「涼名」金城教官が鋭するどく問うた。「お前が今やった点検は、何を目的としたものだ？」

「はい！」涼名さん、ハキハキと答える。「安全に飛行するためです！」

「では訊きくが、ノーズギアの点検ではお前は何を点検した？」

「はい！　えー……し、シリンダーから、油漏れがないかを見て、それと、タイヤから空気漏れがないか、裂さけ目めがないかなどをチェックしました！」

　さっそく言葉がツギハギになってきた。少々雲行きが怪あやしいが大だい丈じよう夫ぶか。なんとか乗り切って欲しいところだが……。

「異常が確認された場合はどのように対処するか？」

　金城教官はまだ問い詰めてくる。

「はい！　えー……せ、専門家を、呼びますっ!!」

　涼名さんは、とにかく思いついたことを……という感じに答えた。

　間違いではない。確かに僕は、何かあったら専門家に任せるべき、餅もちは餅もち屋や、と教えた。

　ただ、お堅かたい金城教官にそれが通じるかどうか……。

「専門家か」声音が低い教官。「具体的には誰のことだ」

「…………」

　涼名さんの口が止まった。いかん、ここは答えられないと説教される！

　涼名さんと目が合った。すがるように見つめてくる涼名さん。

　僕は口だけ動かして「航空整備科！」と伝える。果たして伝わるか……？

　涼名さんは合が点てんがいったような表情になり、

「こ、航空整備科の人を、呼びますっ！」

　と答えたのだった。よかった、通じた。

　金城教官は「ふむ」と一言、それから押おし黙だまり。

　僕の方を振ふり返って、僕をジロリと睨みつけた。わぁ怖い。

「大した連れん携けいだな」

「なんのことでしょうか」

　僕は教官が優しい人だと知っているので、素知らぬ顔ができる。心根の優しい金城教官は、フンと息をつくだけだった。

「まあいいだろう。次からは矢ヶ崎抜ぬきでスラスラと答えられるようになっておけ」

　おお、カナちゃんから合格点をもらえた。これは凄いこと。

　でも涼名さんには『厳しい指し摘てき』にしか聞こえなかったのだろう、怖がりながら「はいっ！」と答えていた。

「では、実際に飛行してもらおう。――矢ヶ崎、お前も乗れ」

「え？」

「その方が連携しやすかろう」

　皮肉めいたことを、冷たく言い放ってくる。

　でもこれは教官からのささやかな気配りなんだろうなと僕は想像する。涼名さんの緊張が少しでも和やわらぐようにするための、ちょっと分かりづらい温情措そ置ち。

　――やっぱり優しいんだよなぁ、カナちゃんって。

　僕は笑い出しそうになるのをこらえて、「はい！」と答えた。




　リトルホークに乗り込む。まず後席に座る僕からコックピットへ。

　涼名さんが前席左に乗るだろうから、その様子を見やすい後席右側に座った。

　続いて、前席左側に涼名さん、前席右側に金城教官が座る。その後、教官が連れてきたグランドスタッフがベルトの装着とかを手伝った。

　メインパワースイッチ、オン。電脳接続開始。後席の僕も接続はするが、計器表示はしない設定にした。この表示は前席で見ないと酔よう――経験済みだ。

　涼名さんが、所定の手順をたどたどしくこなしていく。教官の様子を窺うかがいながらやっているので、いつもより余計に時間がかかっている。

　ちょっと緊張し過ぎな雰囲気だったので、僕は合間にひと声かけた。

「涼名さん、リラックスですよ。教官は別に取って食ったりなんかしませんから」

　すると、緊張でカチコチに固まっていた涼名さんの顔に微笑が浮うかぶ。

　しかし即そく座ざに金城教官がジト目で睨みつけてきた。

「矢ヶ崎、私は確かに教え子を取って食うような人間ではない」

「はい」

「だが黙って座っていろ。それは今涼名に伝えるべき情報ではない」

「はい、教官」

　僕は教官からのお叱りを涼すずしい顔でスルーした。

　管かん制せい塔とうとコンタクト。今日は一本松さんではなく男子生徒が管制官を務めている。一本松さんのラフな声を聞くと「なんだかなぁ」って思うけど、聞けないとそれはそれでつまらなく感じる。不思議なものである。

　いよいよ発進。駐ちゆう機き場じようをゆっくり通って滑かつ走そう路ろへ。普段は管制からどの滑走路を使うかの指定があるけど、今回は教育ということでパイロットが選せん択たくする形を取った。

　涼名さんはランウェイ０７の使用を選択した。

「涼名、ランウェイ０７を選択した理由を説明しろ」

　教官からの質問が来る。

「はい！　今日の天気は晴れ、風は東北東の風３メートル、なので、ランウェイ０７にしました！」

　涼名さんがそう答えると、教官は「ふン」と一声。

「気象情報を確かく認にんしていることは評価する。だがそれだけではランウェイ０７を選択した理由の説明にはならない。他ほかにはないのか？」

「え……ほ、他……」

　――残念ながらそこはすっ飛ばして教えた。とりあえず向かい風になるように、としか教えていない。涼名さんが口ごもるのも仕方ない。

　圧あつ迫ぱく感のある無言が、狭せまいコックピットに充じゆう満まんした。

「矢ヶ崎」

　金城教官が僕に向けて一言。

「お前、とりあえず向かい風になるように、としか教えていないだろう」

　完全にお見通しだった。

「はい教官、おっしゃる通りです。最初から一から十まで教えても、トコロテン方式で大事なことまで抜ぬけちゃいそうな気がしまして」

　トコロテン、みなさんご存知だろうか？　専用の器具で押し出すのである。

　喩たとえとしては、新しいものを詰め込むとその圧力で古いものが押し出される、つまり一気に新しい情報をまくし立てたら、前に教えたことを忘れてしまう……という感じ。僕はそれをトコロテン方式で忘れると表現している。

　――の、だけど。金城教官も涼名さんも、反応してくれなかった。

　喩えが分からなかったのかな？　と僕は考えて、ジェスチャーを交えて説明してみた。

「えーっと……つまりですね、新しいトコロテンを器具に装そう填てんして、棒を押すと古いトコロテンが押し出されてくるんですね、こう、うにゅう～って」

　僕がトコロテンを押し出す仕草をすると、

「なぁにがうにゅうだ馬ば鹿か者もの！　お前の間ま抜ぬけな喩えの意味が分からなかったのではなく、呆あきれ返っていたんだ！」

　金城教官がガバっと僕の方を振り返って、大だい音おん声じようで説教してきた。すんごいしかめっ面つらだった。――蛇だ足そくだけど電脳接続コネクタのケーブルは長さがけっこうあるので、振り返るぐらいでは引っかかってつんのめることはない。

　教官の表情から僕は瞬しゆん間かん的てきに察した。普段は察しが悪い僕でさえも察しがついた。

　――これ以上のおふざけはまずい。

　僕は背筋を伸のばして正しい姿勢をした。

「すいませんでした教官。悪ふざけが過ぎました！」

「いいからお前は石像のように固まって黙って座っていろ……！」

　僕は正しい姿勢を維い持じして、固まった。質問してきたのはカナちゃんでしょ、という愚痴はひとまず飲み込む。

　教官がやっとのことで正面に向き直る。

　その時――

　クスクス。ふふっ。

　爽さわやかな微笑みが聞こえた。涼名さんだった。

「涼名、何を笑っている」

「いえ」涼名さん、笑いながら言う。「トコロテンの喩えが、分かりやすかったので」

「分かったもういい、トコロテンのことはもういいから早く離り陸りくしろ！　風向きと揚よう力りよくの関係については追って沙さ汰たとする！」

「……、はい！」

　涼名さんも真面目まじめな顔に戻もどった。でも今のやりとりでリラックスできたようだ。緊張が和らいでいる。

　管制からは既すでにパーミッションをもらっている。ランウェイ上、障害物等なし。フラップのダウン、電池残量、などなど機体の状況を今一度確かく認にん。よし。

　涼名さんがスロットルレバーを前に倒たおす。プロペラが唸うなりを上げて高速回転する。推力が強まり、機体が前に走り出す。

　快調にスピードに乗っていく。機首上げ。小さな鷹たかが空に舞まい上がる。

　鳳翔学園南側の瀬せ戸と内ない海かい上空を飛ぶ。教官の指示通りに右みぎ旋せん回かい、左ひだり旋せん回かい、水平に８の字を描えがくエンドレスエイトを飛ぶ。どれも特に問題なくこなす。いい調子だ。

　いよいよ着陸する。ここが問題だ。一発クリアは難しいにしても、三回目くらいで上手うまくいって欲しいところ。

　管制官とやり取りをして、許可を得てランディングアプローチを開始。

　僕は計器表示をオミットしているので、たくさんの円が連なるトンネルで示されたアプローチラインは見えない。でも目視する限りでは上手くいっているみたいだ。

　いい調子だ。そう、右ラダーをちゃんと当てて……まっすぐまっすぐ……。

　機首上げして……そう、ゆっくり……。

　――着地。滑走路の中央に降り立つ。着地地点はほぼ理想的で、滑かつ走そう路ろ奥おく側へのズレはほとんどなかった。

　なんと、一発でうまくいくとは。僕は感激してしまって、一人「おお～」と声を上げて小さく拍はく手しゆをしていた。……前席のお二人は無反応だったけれども。

「涼名、そのまま減速して第二駐機場に戻れ」

「はいっ」

　スロットルレバーを引き下げて、減速する。管制の誘ゆう導どうに従って誘ゆう導どう路ろに入り、北西側の第二駐機場へ戻る。

　お手伝いのメリーちゃんが誘ゆう導どう灯とうを振って、駐ちゆう機き位置に案内してくれる。グランドスタッフもその周りで待ってくれていた。

　……停止。教官から電源を切れと指示が出たので、電脳接続を解除。電源オフ。

　教官がキャノピーを開けた。外の少し冷たい空気がふわりと入ってくる。

　その教官が僕の方を振り向いて、

「――矢ヶ崎。お前、どんな魔ま法ほうを使った？」

　鬼おに教官で知られる金城教官らしからぬ言葉を、質問の形で僕に向けてきた。

「えっ？　魔法……ですか？」

　全然心当たりのない僕は、首を振り振り否定する。

「僕、魔法なんて使えませんよ。ライトノベルの主人公じゃあるまいし」

　ライトノベル、いわゆるラノベ。その主人公はたいていナニガシカのパワーを持っていて、それは多くの場合魔法であり、魔法を駆く使ししてヒロインを助けたり魔ま王おうをやっつけたり、はたまた主人公が魔王でその魔ま力りよくで領地を支配したり……なんて話になっているそうな。僕はあんまり読んだことないけど。

　なんであんまり読んだことないかって？

　――僕の場合、頭の中身は四六時中、飛行機のことばっかりだったからさ！

　まあ、そんなことはどうでもよろしくて。

　僕は金城教官のその質問の意味が分からなかった。魔法なんて使った覚えはない。

「……そうか」

　魔法は使えないという僕の回答を聞いた教官は、そうつぶやいて、小さく首をひねった。リアクションはそれだけだった。

　リトルホークから降りて、教官からの訓示を受ける。今度は僕と涼名さんが並んで、金城教官と向き合う形に。

「涼名」

「はいっ！」

「――見み違ちがえるほどに成長したな。先週のお前とは大おお違ちがいだ」

　うおぅ、カナちゃんがデレただと!?

　しかし金城教官、笑わない。笑わないから、涼名さんも硬かたい表情のまま。

「だが敢あえて苦言を呈ていしておく。今日のようなフライトができるんだったら最初からやるように。いいな？」

「……はい！」

「それと、風向きと離り着ちやく陸りく時のランウェイの選択については、教本を読んで暗記しておくように。――矢ヶ崎、お前が教えてやれ。私がやるよりお前の方がよさそうだ」

「はい、教官」と僕。

「翌日の午後にもう一度検分する。その際は涼名と私の二人でやる。今度は後ろに魔ま法ほう使つかいは乗っていないからな、心して臨のぞめ」

「「はいっ！」」

　最後は二人で一緒に返事をした。

　――ていうか教官、どうしてそんなに『魔法』という言葉を強調するんですか？

　何か強いこだわりでもおありなのだろうか……？




　ともあれ訓示はこれで終わりだろう、と思っていたら。

　金城教官は僕の方をちらっと見た。それから視線を涼名さんに戻し、再び口を開いた。

「涼名。知っての通り、道のりは遠く時間は有限だ。鳳翔学園航空祭まであと５ヶ月しかない、あっという間にその時は来るぞ」

「……はい」

　涼名さんが声のトーンを落とした。合わせて視線も下がり気味に。

　……航空祭の話がいきなり出てきたけど、なんのことだろうか？

「お前が今やっていることは初歩の初歩。ここをクリアできたところで、まだゴールははるか先だ。山登りで言うならば、一合目に達してすらいないことを心得よ」

「……はい」

　？？？　意味が分からない。航空祭で何をするんだろう。腕うで前まえをお披ひ露ろ目め……とか？

　僕が頭の上で「？」をたくさん並べる中。

　金城教官は衝しよう撃げき的てきな一言を放った。




「――航空祭で曲技飛行を披ひ露ろうすることが、【フライ・ハイ！　プロジェクト】の最終目標だ。離着陸でまごつくようなら、プロジェクトは失敗という形で終わる」




「……!!」

　衝しよう撃げき、だった。

　それはつまり、空のことはまったくの素人しろうとであるところのグラビアアイドルに、曲技飛行をさせるということだ。

　曲技飛行は本当に危険と隣となり合わせである。機体が不安定になる機動を、観客に見えやすいように、なるべく低い高度で行なうからだ。

　少しのミスが事故に繋つながりかねない。機体のＡＩの支し援えんがあっても絶対に事故が起きない訳ではないし、安全装置があっても絶対にパイロットが死なずに済む訳ではない。

　しかも、事故を起こして被ひ害がいを受けるのが自分だけとは限らない。もし観客席に突っ込んでしまったら……もう言葉にできないほど最悪の事態となる。

　激しい機動に耐たえるための体力づくりも必要だし、正確な空間把は握あくも必要だ。安全に演技をするための知識も必要で、とにかく時間が要いる。

　無事に曲技飛行をやり遂とげるための技術を身につけるのに、半年という期間はあまりに短すぎる。航空祭は10月だから、もう半年も残っていない。

　――にもかかわらず、それでも教官は、彼かの女じよに曲技飛行をやらせるつもりらしい。

　それが【フライ・ハイ！　プロジェクト】の真の目的だと。

　いくらなんでも無む茶ちや苦く茶ちやだ。そんなことさせるべきじゃない！




「その目標に向け、鋭えい意い努力せよ。それがお前の決めたことだ」

「……はい」

　金城教官の言葉に、涼名さんはうなずく。でも、か細くて弱々しい声だった。

　僕は声を上げずにはいられなかった。

「あの、教官！　それは、彼女にアクロバットをさせるということなんですか？」

「そうだ」

「さすがにそれは無む茶ちやな話ではないでしょうか？　僕らだって何年も訓練をしてから挑ちよう戦せんする訳ですし」

　と言うと、金城教官は腕うでを組み、こう言った。

「かなり強ごう引いんな計画だというのはこちらも理解している。

　鳳翔芸管がこのプロジェクトを立ち上げた際、第一校区の教官が技術指導や具体的なスケジュールの立案などで関かかわることになったのだが、その際に芸管、特にあのプロデューサーに対して強く懸け念ねんを伝えている。リスクが高すぎる上に、訓練期間が短すぎると。

　しかしあのメガネ小こ僧ぞうは、既に理事長先生ほか理事会上層部に根回し済みで、プロジェクトを止めることは不可能だった。おまけにあの小僧ときたら素人丸出しのプランまで立てていてな……まあそこまでお前たちに言うつもりはないが、今のプロジェクトに落ち着くまでに、かなり突っ込んだやり取りがあったことだけは言っておく」

　全くもって忌いま々いましいとばかりに、教官、ため息を荒あらく吐はき捨てた。

「涼名と香川の両名にやってもらうのは、プロペラ機による単独の曲技飛行で、技の難易度については本人の技量次し第だい、ということにしている。訓練は安全を最優先とし、本人に過度な負担がかからぬよう無理のないスケジュールを組むことで芸管と合意している。

　そして、本人たちの技量が曲技飛行をするほどに達しない場合は、操縦免めん許きよを取得するだけで終わりにすることでも合意している。ただし、理事会からは『それは最終手段だ』と言われた。予定通りになるよう最大限努力するように、とのことだ。

　どうやら理事会には色々と事情があるようだ。理事会の決定を覆くつがえすことができない以上、プロジェクトを進める以外にない。結論としてはそのようになる」

　安全を最優先、というところに、教官の配はい慮りよがよく出ていると感じた。無茶は承知の上だが無理はさせない、命よりも大事なものはない、そうした強い意志を感じる。

　――しかし、『事情』と聞くと、ついこんな単語を思いついてしまう。

　僕は敢あえてその単語を使った。

「……教官。理事会の色々な事情というのは、つまり大人の事情ですか？」

　僕が言うと、教官は小さくうなずいた。

「辛しん辣らつな言い方をするなら、その通りだ」

　やっぱり、そういうことか。




　――僕でもこれくらいの察しはつく。

　要するに『お金の問題』だ。

　鳳翔学園という大きな組織の中で、お金がどんなふうに動いているのか、僕にはサッパリ分からない。

　でも最近は、学園の運営に関する悪い噂うわさをちらほら耳にする。たとえば、ここ数年で学園の曲技飛行チームの人気が頭打ちになっていて、興行収入が落ちてきている、とか。

　鳳翔学園は私立の学校であり、赤字が大きければ学園の存続そのものが危あやぶまれる。飛行機バカの僕にだってそれくらいのことは分かる。お金がなければ飛行機は飛ばせない。

　安定した収入を得るためには、話題になるような宣伝が必要で。

　その宣伝の一いつ環かんとして、【フライ・ハイ！　プロジェクト】が立ち上がったのだろう。

　話題作りとしての、グラビアアイドルによる飛行資格の取得。その最終目標は、鳳翔学園航空祭での曲技飛行の展示……。

　やろうとしていることは分かる。分かるけど。

　でも、そのために涼名さんたちに無茶をさせるのは……。




「――私にできることは、涼名が無事に演技を終えて帰ってくることができるように、飛び方の基き礎そを徹てつ底ていして叩たたき込むこと、それだけだ」

　金城教官は言った。教官らしい、自分の役割に徹てつする言葉だった。

「涼名、このところ何度も繰くり返してきた言葉だが、今一度言っておく。

　曲技飛行をするとなれば、高い技量もさることながら、なんとしてでも演技をやり遂げるという強い意志、そしていかなる状況でも事故を起こさず無事に帰ってくるという覚かく悟ごと決意が不可欠となる。私は第一校区の教官として、その技量に達しない者、その覚悟と決意がない者を、容よう赦しやなく不合格にしてきた。資格のない者を飛ばす訳にはいかんのだ。

　そして私は、涼名、お前にも同様のことを求める。高い技量と強い意志、覚悟と決意を要求する。それらをお前のうちに見出だせないのなら、私はお前に不合格の判定を出す。手心を加えるつもりはない」

　……厳しい言葉である。金城教官はとても厳しい人だ。

　でも、それだけじゃない。教官は厳しいだけの人じゃない。

「だが、たとえ不合格になったとしても、それを恥はじることはない。何故なぜならば普ふ通つうの人間にはできないことを、私が要求しているからだ。

　辛つらいこともあるだろう。辛くてこれ以上進めないと思ったのなら、遠えん慮りよせずに言ってくれ。自殺するほどまでに追い詰つめるつもりはない。無理なら無理でいい、プロジェクトをやめたいならそう言っていい。その時は私も一いつ緒しよにあのプロデューサーに言う。

　お前はまだ若い。他の道もある。学園の宣伝などといったことは、本来お前が背負うべきことではない。だからお前は、ここに乾けん坤こんを投じる意味と価値があるのか、今一度自分自身に問うてみてくれ。

　――その上で、それでもやると決めたのなら、私も最後まで付き合おう」

　教官の厳しさの根底にあるのは、優やさしさだ。

　今の教官の言葉にもそれが現れている。要するに「辞やめても責めはしないし、続けるなら最後まで付き合う、だから頑張れ」と言っているのだ。

　ちょっと分かりづらいのが難点だけど、分かったら心が震ふるえるくらいに嬉うれしくなる。

　この厳しい教官の優しさが、涼名さんにも伝わればいいのだけど……。




「ところで。私は今日のお前のフライトを見て、多少安心した部分もある」

　腕うで組ぐみを解いて、金城教官が言う。

「先週と比ひ較かくして劇的に改善している。何をどうやったか分からんぐらいだ」

　いや教官、それは簡単です。涼名さんにプレッシャーをかけ過ぎです。プレッシャーをかけている事情は分かりましたけど、もうちょっと手た綱づなを緩ゆるめたらどうでしょうかね？

　とか僕ぼくが思っていたら、教官からすんごい一言が。

「どうやら矢ヶ崎は魔法使いらしい」

　ブッ！

　僕は吹いた。飲み物を飲みながらだったら盛大に吹き出していただろう。

　どういう訳か教官は「魔法」というものにこだわりがあるみたいだ。

「いやですから教官、僕は魔法なんて使えませんって！」

　思わずツッコミを入れたのだけど、教官はそれを鬱うつ陶とうしげに否定してきた。

「うるさい黙れ魔法使いめ。トコロテンなどという意味不明な呪じゆ文もんを使って私や涼名を惑まどわしおって。まったくけしからん」

「いや、それはただの喩えですし！　……というか、惑わされたんですか？」

「ああそうだ、大いに惑わされた。反省文を書け」

「そこまでですか!?」

「まあ、強制はしない。書きたければ十枚でも百枚でも受け付けるぞ」

　要するに冗じよう談だんということか。鳳翔学園の教官はこれだからリスペクトせざるを得ない。

　ふと涼名さんを見ると、口元に手を当ててクスクスと微笑ほほえんでいた。

　金城教官のよさが、少しは伝わったのだろうか？

「――ともあれ、翌日の同じ時間にもう一度検分する。それまでにおさらいをしておけ。矢ヶ崎抜きで今日と同じように飛行できたら合格だ、次の段階に進む」

　金城教官の言葉に、僕と涼名さんは「はい！」と答えた。

　そして教官、僕に視線を向けてこう言った。

「矢ヶ崎、お前もこうしてプロジェクトに関わるようになったのだ。涼名を手助けしてやれ。彼女はお前の助けを必要としている」

　金城教官が僕をまっすぐ見つめる。その視線が、何故だろう、鋭い視線なのに温かく感じられた。

　そして理解した。今の話、プロジェクトの最終目的まで話したのは、僕を巻き込んで涼名さんを潰つぶさないようにするためだ。プロジェクトはどのみち止められない、だったら無事に終われるようにする……そういうことだ。

　やっぱり優しいんだな、カナちゃん。

　教官からの言葉、もちろん僕は否定なんかしない。僕は声を大にして答えた。

「はい、分かりました！」

　小さくうなずいた金城教官が踵きびすを返し、グランドスタッフを伴って去っていく。ゴツゴツというブーツの音が、今日はどこか優しく聞こえた気がした。




「矢ヶ崎さん」

　教官の姿が見えなくなった所で、涼名さんが、ためらいがちに声をかけてきた。

「その……迷めい惑わく、ですよね？」

「へ？」

「私みたいな素人が、曲技飛行をすることになっていて。それに、矢ヶ崎さんを巻き込む形になってしまって。……お嫌いやでしたら、無理しなくても大丈夫ですから」

　なんとまあ、控ひかえめというか、責任感が強いというか。

　この際だから、僕は自分の思いの丈たけをしっかり伝えることにした。

「迷惑なんかじゃないです。むしろ涼名さんと一緒に空を飛べて、僕は楽しいですよ」

「えっ」

「少しずつでも、前に進んでいきましょう。僕もお手伝いしますから。それに、僕も実は航空祭で曲技飛行をする予定なんです。だから……一緒に頑張りましょう！」

　なんでだろう、自然と笑え顔がおになる。

　どうしてこんなに心が温かくなるんだろう。自分でも意味分かんないや。

「……はい！　よろしくお願いします、矢ヶ崎さん！」

　涼名さんはパアッと顔をほころばせた。まるでヒマワリが咲さいたみたいに。

　――そして僕は不意打ちを食くらった。

　涼名さんが、僕の両手を握にぎってきたのだ。ぎゅって、握られた。

　女の子のしなやかな手は、とても柔やわらかくて温かく。

　僕はそれだけで、顔が真っ赤になってしまう。耳が熱い……。
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「あ……」

　自分のしたことに気がついたらしく、涼名さんも顔を赤らめて手を離はなした。

　それから、お互たがいに照れ笑い。なんというか、言葉にならない。

　ああ、何をやってるんだろう。

　これが『青春』なのかな……？　分かんないや。







　――さて。

　明日の午後にもう一度検分するというからには、とにかく練習するしかない。

　間に休みを挟はさみながら繰り返し離着陸を練習する。その時のログもきちんと検証して、どこに問題点があるかも把握する。また、教官から指摘のあった離着陸時の風向の件を涼名さんに伝える。対気速度が上がると揚力が上がりますよ、という話である。揚力公式を覚えると分かりやすい。

　夕方までやって、涼名さんはもうミスというミスをしなくなるくらいにまで成長していた。着陸ポイントも理想の位置にかなり近い。

　ただ、ゴーアラウンドの回数がちょっと多いのが気にかかる。やり直しなしで一発成功する確率がかなり低い。それを、あの鬼教官がどう受け取るか……。

　涼名さんも不安に思っているようだった。

「明日、上手くできるでしょうか……？」

　彼女は言う。僕はその不安を打ち消したくて、微笑みかける。

「大丈夫ですよ。とにかく慌あわてないこと、それが大切です」

　よっぽどなイレギュラーがなければ大丈夫である。天気予報によれば、明日の天気は少し曇くもりがちだけど概おおむね晴れるとのことだ。コンディションとしては悪くない。

　ただ、空は何が起こるか分からない。

　その「何か」が起きないことを祈いのるばかりだ。

　――ん？　祈る？

　そっか。明日は大事な日なんだから、是ぜ非ひやっておこう。

　そう思って、僕は一つの提案をさせてもらった。

「あの、涼名さん。少しお時間ありますか？」

「時間……ですか？　はい、あと30分くらいであれば」

「充じゆう分ぶんです。一緒に来て欲ほしいところがあって」

「はい、いいですよ」

　ニコッと微笑む涼名さん。可愛かわいい。

　涼名さんと一緒に、ネットでリクエストしたドリーちゃんに乗る。

　僕らは鳳翔学園の東の端はしまで向かった。




　鳳翔学園には学内神社がある。

　学園の創設者である初代理事長先生が遺のこした資産で建こん立りゆうされたもので、学園として信しん仰こうしている訳ではない。生徒が参拝するのもしないのも自由である。

　鳳翔学園の神社であるからして、御ご祭さい神じんは名前にちなんだもの、すなわち「鳳おおとり」が「翔かける」のだから大鳥大社から勧かん請じようしたもの……と思われがちだけど、実は違ちがう。

　この神社の御祭神は、ヤタガラスである。

　その理由については神社の隣となりに立つ看板に記されている。曰いわく――

　鳳翔学園を開校するため東とう奔ほん西せい走そうしていた頃ころのこと。ある夜、初代理事長先生は夢ゆめ枕まくらにて、ある鳥の夢を見たという。

　黒い毛並みでありながら金色の光を放つ、三本足の大きな鳥が、遠くの空に向かって羽ばたいていく……そんな夢だったそうだ。

　初代先生はすぐにヤタガラスに行き当たり、ヤタガラスを祀まつる神社の本社に出向いて、神かん主ぬしさんにその夢の話をした。

　神主さんは「それはヤタガラスに違いない。あなたの大業を成功に導くべく姿を表したのです」と、夢の意味を解き明かした。

　このことにいたく感動した初代先生は、学園が大きくなったら是非神社を建立したいと考え、神主にヤタガラスの勧請を願い出た。神主さんは快く承うけたまっわたという。

　初代先生は残念ながら神社を建立する前に亡なくなってしまうのだけど、その志こころざしに基づいて、鳳翔学園の運営が安定した頃に、神社を建立することになった。

　こうして、学園の東の端に八や咫た烏がらす神じん社じやが建立されたのだった。

　この神社は、朱しゆ色いろに塗ぬられた背の低い鳥居と、屋根のない手水舎ちようずやと、小さなお社があるだけの神社だ。地元の人しか知らない小さな祠ほこらのような雰ふん囲い気きである。

　鳳翔学園の航空科の生徒ならこの神社の存在は知っている。掃そう除じ当番で一度は必ず訪おとずれる場所だからだ。

　八咫烏神社のご利益は、「成功」と「勝利」、そして「空の安全」。

　明日のことを祈き願がんするなら、ここ以上に相応ふさわしい場所はない。

　僕は涼名さんと二人でお参りをした。鳥居前で一礼、手水舎で手と口を洗い清め、神前にお賽さい銭せんを収めて――収受は電子決済――二礼二拍手一礼。

　空の安全と、涼名さんの明日の成功を祈願した。




　放課後になって涼名さんと別れ、僕は担当教官に今日のことを報告した。

　教官から明日の予定を聞くと、明日は午前中に体力トレーニング、午後からは涼名さんと金城教官の『検分』に参加する、という流れだった。

　体力トレーニングは確かにそろそろ再開しないとまずい。僕は今乗っているジェット機で曲技飛行をすることになっている。ひたすらに体力を使うから、身体を鍛きたえておかないといけない。

　その機体で、その機体にしかできない曲技飛行を、航空祭で披露する……それが、僕が今やっている『授業』の中身だ。

　だから、僕と涼名さんの目標は、実は同じだったりする。

　お互いに素す晴ばらしい航空祭にできたら……と、僕は思った。




　――夜、【フライ・ハイ！　プロジェクト】のページを確認してみたけれど、涼名さんのブログは更こう新しんされていなかった。

　代わりに香川さんのブログが更新されていた。７月に学科試験があるので、それに向けて頑がん張ばりますといった内容だ。特とく殊しゆ無線技士の免許も必要だし大変だけど、それでも楽しい、といった心情が綴つづられていた。

　学科試験は大変だもんなぁ……。僕はあの地じ獄ごくのような日々を思い出して、遠い目になった。心中お察しします。




　明日で全すべてが決まるとか、そういう訳ではないのに。

　重要な試験の前夜のように思えて、何故か胸がドキドキした。

　――この日はちょっと寝ね付つきが悪かった。




〈涼名サイド〉




　――あの方の存在を、すっかり忘れていた。

　金城教官。無言でプレッシャーをかけてきて、間ま違ちがえたら厳しく指し摘てきをしてきて、口を閉ざしていても叱しかり飛ばしてくる、怖こわい人。

　私は今でも苦手……。教官の指導を受けるのは、とても辛い。

　でも、怖いばかりの人じゃないということが、今日分かった。

　金城教官は冗談も言う。「魔法使い」なんて言葉が出てくるとは思わなかった。

　そして教官は、きちんとできたら褒ほめてもくれる。怒おこってばかりの人ではない。

　そのことを分からせてくれたのは――矢ヶ崎さん。

　やっぱり矢ヶ崎さんは凄すごい。あの教官と普通に会話ができるし、冗談も言い合える。

　強い人なんだなって思う。私なんか足元にも及およばないくらい。




　――その矢ヶ崎さんが、明日はいない。

　私一人だけでなんとかしなくちゃいけない。

　怖いし、不安だ。もしミスしたら……。

　でも私は逃にげない。

　ここで逃げてしまったら、何も成なし遂げられないままに終わってしまう。

　何もできない自分が嫌で、アイドルの仕事を始めたのに。

　これまで、いろんな人に迷惑をかけてきて、そのお返しもできていない。

　――逃げることなんて、できない。




　だから、やれるだけやろう。

　もしダメだったとしても……その時はうんと怒られて、へこんで、それからまたやり直そう。

　矢ヶ崎さんには、また迷惑をかけてしまうけれど。

　矢ヶ崎さんは「一緒に頑張りましょう」と言ってくれたから。

　またもう一度、何度でも、挑いどもうと、私は思える。




　矢ヶ崎さんに教わったことを、明日はすべて出しきれますように……。







★★★★★かんたんな用語説明❹










○ヒルダ（ＮＡＶ）

　エアロウェーブ・アーセナル社製。社名がアメリカっぽいが日本のメーカーである。

　フェザープレーンとしては大型で、カモノハシのくちばしのような機首と、太っちょな胴どう体たい、そして流りゆう麗れいなオージー翼よくの主しゆ翼よくが特とく徴ちよう。垂直尾び翼よくは１枚で、水平尾翼なし、カナードもない。推進機として電動ターボファンエンジンを２基搭とう載さいする。

　グレードにもよるが８人乗りが基本で、キャビンにゆとりがあるため内部は快適。ビジネスジェットやプライベートジェットとして人気がある。




○Ｓｕ‐27　フランカー

　20世紀後半に、旧ソ連で開発された大型の戦せん闘とう機き。その性能の高さから多くの国で採用された。フランカーという名めい称しようはＮＡＴＯ（が勝手につけた）コードネームで、それがロシアに逆輸入されてロシアでもフランカーと呼ばれるようになったとされる。ちなみにジュラーヴリクという愛あい称しようはロシア本国では使われなかった模様。

　たくさんの派生型があり、Ｓｕ‐37はそのうちの一つ。この形式はカナードや推力偏へん向こうノズル、新しい電子装備のテストに用いられた試験機である。




○カナード

　主翼の前につける小さな翼のこと。前翼、形式によっては先尾翼とも言う。

　一いつ般ぱん的てきに、通常の水平尾翼を持つ機体にカナードを追加すると、機体を制せい御ぎよするための翼が増えることになり機動性能は向上する。ただしカナードの分だけ機体は重くなり、点検箇か所しよが増えるという意味では整備性は悪化することになる。

　個人の嗜し好こうにもよるが、カナードをつけると見た目は格好よくなる傾けい向こうにある。その点も含ふくめると、カナードは曲技飛行向きと言えるかもしれない。







第四章　―砂浜とグラビアアイドルの親和性が神がかってる件―










　金曜日の昼下がり。第二校区駐ちゆう機き場じようでのこと。

「――ねぇ、知ってる？」

　と、香か川がわさんが僕に言った。彼女は今日は紺こん色いろのフライトスーツを着ている。

「【フライ・ハイ！　プロジェクト】って、けっこう評判悪いんだよね」

　驚おどろきの一言をさらっと口にした。

「は!?」

「ホントだよ」

　香川さんは空を見つめて、苦笑いしていた。

「はいはい宣伝おつ～、みたいな反応はいい方でさ。『お笑い芸人のやってみたシリーズ』みたいなことをグラドルにさせるなとか、事故が起こったらどうするんだとか、全然凄いと思わないしつまらないからやめろとか、まあ割と顰ひん蹙しゆく買ってるんだよね～」

「……なんでまた、そんなことに？」

「さあ？　ま、なんにせよケチをつける人はいるってことだよね。でも、今回はケチがついてもしょうがないかなって私も思う。ムチャクチャだもん、ぶっちゃけ」

　彼女の見つめる先は、小さな白い雲がいくつも浮うかぶ空。太陽はその雲から顔を覗のぞかせたり隠かくれしたりしている。春の暖かな風が、今日は少し強めに吹ふいていた。

「で、学校の理事会……だっけ？　偉えらい人の集まり」

「ええ」

「あんまり評判悪いもんだから、理事会の人たちがピリピリしてるみたいで、それでプロデューサーもピリピリしててさ。……ここだけの話だけど、ちょっとしたミスで怒ど鳴なられたりすることがあるんだよね」

　おいおいおいおい……。女の子に怒鳴っちゃダメでしょう。

「普ふ段だんは優しい人なんだよ、土つち崎ざきプロデューサー」と香川さん。「でも、だいぶ参ってるみたいでさ。私らも頑がん張ばんなきゃって思ってるんだけど……なかなかね」

「……まあ、難しいとは思います」

　ただ飛行資格を取るだけでも大変なのに、航空祭で曲技飛行をお披露目だなんて。

　しかも半年の突とつ貫かん工事である。僕ら第一校区の生徒だって３年かけて訓練しながら適性を見るというのに、半年だなんて。無茶が過ぎると本当に思う。

「すずがヘコんでたのって、そういうのもあるんだよね。教官からメッタンコに怒られて、プロデューサーからも怒鳴られて。あのコ真面目まじめだから、余計にね」

　――あの雨の日のことを思い出す。

　極限まで追い詰められていたんだろう。でなければ、あんなところで、それも雨の日に、佇たたずんでいるはずがない。

「……私も最近まで、けっこうギリギリでさ。ため息ばっかりついてた」

　香川さんの視線が下がった。駐機場のコンクリートを見つめている。

「どうしようって、本気で悩なやんでた。すずと話してたもん、一緒に逃げようかって。学園の飛行機かっぱらって、どこか遠くに行こうかって。まあもちろん冗談半分だけど、半分は本気だった。それくらい、二人でヘコんでたんだよ」

　香川さん、そう言って苦笑いをするけれど。

　――実際は笑顔も出ないくらいに思おもい悩んでいたんだろうと、僕は勝手ながら想像した。僕ならそんな状じよう況きよう、耐えられそうにない。

「――でもさ。それが最近、変わったんだ」

　変わった。それってどういう風に――

　と思って香川さんを見たら、彼女は僕をじっと見つめていて。

「キミのおかげでね」

　そう言って、微笑みかけてくる。快活な笑顔に心臓が跳はねる。

「雨の日に、すずがどっか行っちゃってさ。ＧＰＳのビーコンも切って、どこ行ったんだろうって心配してて。夕方になっても帰ってこなくて、これはさすがにまずい……って思ってたら、ひょっこり帰ってきてさ。カフェオレの缶かんを握って、これくれた人がいるって。私も一口もらったんだけど、それがあったかくってさ」

　二人で飲んだのか。ということは、あのカフェオレ缶はグラドル二人が口と口をつけた缶であって……いやいや何を妄もう想そうしてるんだ僕は。

「こういう時に手を差し伸のべてくれる人がいるんだ、まだ世の中捨てたもんじゃないなって思えて。嬉しかったし、元気が出たんだ」

　……なんだがむずがゆくなってきた。何の気なしに渡わたしたカフェオレが、こんな効果をもたらしていたなんて。

「ね？　カフェオレの人っ☆」

　香川さんが明るい笑顔を見せてくれる。太陽のように輝かがやかしい笑顔だった。

　その笑顔は綺き麗れいで、ドキッとさせられたんだけど……カフェオレの人って。

　いや、いいや。カフェオレの人で。

「で、ねぇ？　その人誰だれなんだろうって私も探してたら、次の日の夕方にすずがいきなりカフェオレの人見つけたって言ってきて、びっくりよ、本当に」

　それに関しては僕もビックリでした、はい。

「それだけじゃなくて、次の日にその人がすずにマンツーマンで教えてくれるって話だったから、二度びっくり。どんな人なんだろうって思って期待してたら、中学生くらいの男の子だったから三度びっくり。最初は『大だい丈じよう夫ぶなの？』って疑っちゃったりして」

　ああ、そういえばそんなことを言われた気がする。

「そんでさ、すずったら特訓が終わったら人が変わったみたいに変わっちゃって。勉強とか明日の準備とかでお互い忙いそがしいのに、そんなのそっちのけで、矢やヶが崎さきさんがー矢ヶ崎さんがーって。若じやつ干かんウザいなって思うくらいキミのことばーっかり話してて」

　それは申し訳なく思う。僕なんかの話をされて、さぞつまんなかったことだろう。

　というか、話を聞く限り寮りようが相部屋なんだろう。きっと寝ねる寸前までおしゃべりしていたんだろう、パジャマ姿で。

　グラビアアイドルのパジャマ姿……興味はあるけど一生お目にかかることはできないだろう、って何を想像してるんだ僕はさっきから！

「すずがそんなふうに明るくなったら、私もなんかもやもやした気持ちが吹っ飛んじゃってさ。最近は調子いいんだよねー」

　ん～、ってうなりながら背せ伸のびをする香川さん。

「昨日は久々に７時間も爆ばく睡すいしたから！　快調快調ッ！」

　７時間が爆睡……？　聞き間違えたかなと思って僕は質問した。

「ちなみに、今までは何時間睡すい眠みんだったんです？」

「ん？　３時間が普通だけど。最近は夜眠ねむれなくて徹てつ夜やとか普通にしてたし」

　どうやら事実らしい。徹夜という話と合わせて、僕は目を皿のように丸くした。

「大丈夫なんですかそんな無茶して？」

「３時間寝たら割と平気かな」香川さんケロっと言ってのける。「徹夜しても、どっかで寝ね溜だめしたらスッキリするし。寝溜めかんたーびれ！　ってね」

　信じられない……！　グラドルってそんな無茶苦茶をする人種なのか？

「キミは徹夜が無理系？」

　と香川さんが訊きいてきたので、

「絶対無理です。８時間寝ないと死んじゃいます」

　僕はきっぱり言った。すると、

「は・ち・ぢ・か・ん！　コドモかよっ！」

　香川さんは腹を抱かかえてケラケラ笑っていた。

　僕はスネた。いいですよ、どうせ僕はコドモですよ……。




「――まあ、そんなだからさ」

　ひとしきり笑った後、香川さんは僕に近づいてきて。

「キミには感謝してるんだ。心から感謝してる」

　僕の手を握って、

「ありがとう。キミのおかげだよ」

「……え」

「キミのおかげで、大だい脱だつ走そうしなくて済んだ。ありがと」

　ニッコリ。ジョークなのか本気なのか分からない、ギリギリなことを言ってくる。

「ま、まあ、お役に立てたのなら……」

　僕はそう返すので精せい一いつ杯ぱいだった。顔だけじゃなく耳まで熱い。

　どうして女の子の手って、こんなにあったかくて、柔らかいんだろうか……。




「さて、カフェオレ王子くん」

「カフェオレ王子!?」妙みようなあだ名までつけられた！

「もう一つ、耳寄りな情報を教えてあげよう」

「……なんです？」

　香川さんは僕を握っていた手を離して、遠くを見やった。

　彼かの女じよの見る先には、一機の飛行機が空を飛んでいた。初等訓練機・リトルホーク。今その中には、涼すず名なさんと金城かなぐすく教官が乗り組んでいる。

「知ってる？　あのコ、すずって、メルヘンチックなところがあるって」

「……メルヘン？」

　はて。そんなところあっただろうか？

　おしとやかで控えめで優しい性格の、女の子らしい女の子という印象しかない。

「知らないです」

「そっか、まだそういうとこ見せてないのか」

　香川さんの見つめる先、白いボディに青い帯を入れたリトルホークが、大きく旋せん回かいしている。おそらくはこれから着陸態勢に入る。

「あのコさぁ、王子様に憧あこがれてるんですって」

「王子様」

「そ。幼よう稚ち園えんだか小学校だかに読んだ絵本を今でも読み返してて、こんな素す敵てきな王子様と結けつ婚こんしたいって言ってるんだよねぇ」

「へぇ」

　なんだか可愛い。涼名さんがそんな一面を持ってるなんて。

　しかも似合ってる。その姿を簡単に想像できた。

　……そこで、どうしてか会話が途と切ぎれた。香川さんは口を閉ざしている。というか僕を見てニヤニヤしている。どういうこと？

　そのまま僕が黙だまっていると、香川さんは目をパチパチさせて、戸と惑まどう様子を見せた。

「ねぇちょっと」

「はい？」

「なんか感想ないの？」

「感想」といっても、「まあ、涼名さんらしいなって。可愛いところがあるなぁって」

　――と、僕は思うがままに答えた……のだが。

　香川さん、異形の怪かい物ぶつを見たかのごとく、怪け訝げんな顔つきで僕を見た。




「……キミさ、バカって言われない？」

　グラドルからの無む慈じ悲ひな一言が僕のガラスのハートに突つき刺ささるッ!!




「ひどい……！　よく言われますけど、面と向かって言うことないじゃないですか！」

　僕は涙なみだ目めで抗こう議ぎするけど、香川さんはまともに取り合ってくれない。ため息ついて、

「やっぱりね。こりゃ苦労するわ……」

「……まあ、中等部の頃はバカなせいで苦労しっぱなしでしたけど」

「キミじゃないよ」

「……？　じゃあ誰が苦労するんです？」

　そんな僕の疑問に、香川さんは答えてくれなかった。着陸態勢に入ったリトルホークをじっと見つめるばかり。

　サッパリ分からない。涼名さんがメルヘンチックで可愛いところがあると思うことの何がいけないのか。というか僕以外の誰が苦労するっていうんだろう。

　何もかも分からないうちに、僕は『検分』が最終局面に入っていることに気づいた。

　リトルホーク、着陸態勢。滑かつ走そう路ろに着陸しようとしている機体を、僕は追つい跡せきカメラの映像で見ることにした。

　この追跡カメラは元々滑走路に備え付けられているもので、飛行機の離り着ちやく陸りくの様子を監かん視しするもの。航空科の関係者なら誰でも見ることができる。

　ネット経由で追跡カメラのリアルタイムの映像を入手、電脳接続を介かいして視界に表示。

　ちょっと風が強いせいで機体がふらついている。無理は禁物ですよ涼名さん。

　着陸は……しない。ゴーアラウンド。そうですそうです、無理だと思ったらやり直せばいいんです。無理して事故っちゃったら元も子もないですからね。

「ありゃ、やり直しちゃった」

　香川さんには意外な選せん択たくに感じられたようだ。

「それで正解ですよ。無理はしないのが鉄則です」

「そっか。私なら強ごう引いんに着陸するけど」

「ちょっと……！　そんなことしてたら、いつか事故りますよ」

　香川さんは、ブログの進しん捗ちよく具合から考えてかなり順調に進んでるみたいだけど、今の一言で危あやうい感じがしてきた。強引に着陸なんて発想が危ない。大丈夫かな……？

　ともあれ二度目の着陸。風が少し穏おだやかになったみたいで、機体がヨタついていない。

　いいぞ、そのまま、そのまま……。

　……着陸！　ほぼ教科書通り！　スバラシイ！

「おみごとっ!!　ナイスライディング！」

　僕ぼくは一人で拍はく手しゆした。それにつられるように香川さんも拍手。

　リトルホークが誘ゆう導どう路ろを通って駐機場に戻もどってくる。お手伝いのメリーちゃんがサイリウムっぽい誘ゆう導どう灯とうを振ふって駐ちゆう機き位置に案内。指示された駐機位置でピッタリと停止、プロペラがゆっくりと回転を落としていく。

　プロペラが止まるのとほぼ同時に、右側の教官席に座すわる金城教官がキャノピーを引き下げた。人間のグランドスタッフが主翼の上に登って、ハーネス類の解除を手伝う。

　金城教官がコックピットから降り、後に続けて涼名さんが降りる。乗員はその二人だけ。マンツーマンでのレッスンは緊きん張ちようしただろうなぁ。

　リトルホークから降りて、機体から少し離れた場所で相対する二人。気をつけの姿勢をする涼名さんに、金城教官が短く訓示をしていた。

　訓示が終わると涼名さんは深々と一礼。教官はうなずいて、踵を返した。




　その金城教官が僕のところにやってくる。

　う、何か不具合が……？　僕は身構えた。

「矢ヶ崎」冷厳な声で教官が言う。

「はい……」若じやつ干かん震ふるえ声ごえの僕。

「――お前はやはり魔ま法ほう使つかいだな」

　またそのネタですか教官……。身構えて損した。

「教官、僕はアニメの主人公じゃありませんから」

「あの状態から３日で立ち直らせたヤツを魔法使いと呼ばずしてどうする。第二校区の連中も含めて、誰がどう教えてもまったく変化がなかったんだぞ、涼名は。テコでも動かなかった涼名をどうやったら動かせるのか、私が知りたい」

「いや、ですから普ふ通つうにアドバイスをしただけで……」

「……普通、な。まるで私が普通でないような物言いだな」

　それには一言物申したいので、僕は姿勢を正して敢あえて申し上げた。

「お言葉ですが、あんまり厳しすぎるのもいかがなものかと思います！」

「ほう、そうか。では訊くが矢ヶ崎、私があまったるい声で『ハイそこはこーですよ～』などとゆるゆるな指導をしているところを想像できるか？」

「できません！」即そく答とう！

「分かっているなら結構なことだ。私にできないことを注文するな」

　ごもっともです。返す言葉もございません。

　金城教官が僕の右みぎ肩かたに手を置いた。顔を近づけて曰く。

「――いずれにせよ、よくやった」

　ポンポン、と肩かたを叩たたいて教官は去っていく。

　なんというデレ。金城教官がここまでデレるとは。

「……はい！」

　僕はそうとだけ答えた。それ以上は必要ないだろう。




「矢ヶ崎さん！」

　涼名さんが走って僕のところにやってきた。僕の右手を両手で握って、

「うまくいきました！　ありがとうございます!!」

　今にも泣きそう、というかもう半分泣いてる感じだった。涼名さんがこんなに感激しているのは初めて見た気がする。

「矢ヶ崎さんのおかげです！　矢ヶ崎さんがいなかったらと思うと、もう……」

　うるませた瞳ひとみで僕を見つめてくるから、僕はすぐさま顔が赤くなる。

　そして涼名さん、感激を抑おさえ切れなかったみたいで――




　むぎゅっ！

　いきなり僕に抱だきついてきた！

　抱きしめられた僕は頭真っ白に！




「は、はわわわわ……」

　細くてしなやかな身体が、僕に密着している。

　胸のあたりには、経験したことのない柔らかな感かん触しよくが。

　涼名さんから女性らしい柔らかな香かおりが漂ただよってくる。僕の心臓からじゅわっと温かな何かが溢あふれ出て、全身に広がっていった。

　涼名さんは何も言わない。僕の頭の右側に涼名さんの顔があって、当然、今どんな表情なのかも分からない。

　どっどっどっどっ、って音が聞こえる。何かと思ったら自分の心臓の音だった。

　心臓ってこんなにポンピングできるんだって思うくらい早く強く鼓こ動どうを打っている。

　これちょっとヤバいんじゃないかいろんな意味で！　などと警けい戒かいする自分がいて。

　いやいや嬉うれしいからずっとこうしていたい！　なんて思ってる自分もいて。

　結局何もできないまま、なすがまま、時間だけが過ぎていって……。
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　どれくらいそうしていたかは分からない。

　涼名さんは突とつ然ぜん僕ぼくから離はなれた。頬ほおが赤い涼名さん、視線を合わせてはくれず、

「……ごめんなさい。つい……」

　うつむいて、小さくつぶやいて。

　そのままどこかに小走りで去っていったのだった。

　僕は――というと、

「……はわわわわ……」

　壊こわれたロボットとなって、同じフレーズを繰くり返すばかり……。

　結局、香川さんが「大丈夫？　生きてる？」とほっぺを両手でサンドイッチしてきたことで、僕は壊れたロボットから立ち直ることができた。

「あ、あの、今の、何だったんですか……？」

　僕が魂たましいの抜ぬけた声で聞くと、

「私に聞くな」

　香川さんは僕のほっぺをつねった。




　――と、いうことで。

　金城教官の検分の結果は、合格。

　涼名さん、教官からは「もっと自信を持て。それでいい」と励はげましてもらえたそうだ。カナちゃんデレデレですなぁ。

　でも離着陸は基本中の基本。まだまだ覚えなきゃいけないことはたくさんある。

　それでも涼名さんは、少なくともリタイアの危機からは脱だつした訳であって。

　それだけでも大きな前進だったと、僕は思っている。




　――ちなみに、彼女の残していった柔やわらかさと香りは、僕の脳みそに焼き付いてしまい。

　その日はずっと、その感触で頭がいっぱいで、何も手が付かない状態だった。

　まあ、そんなことは完全に蛇へびの足、つまり『余計なこと』なんだろう……。




〈涼名サイド〉




　教官からの検分が終わって、部屋に戻ってからのこと。

「――すず、落ち着け。まず落ち着け」

　さっきから慌あわててばかりの私を、セリナがたしなめた。

「カフェオレ王子君は、むぎゅっとしたくらいで、はしたないだのなんだの思わないから」

「でも、でも……！」

「おーちーつーけ！　魂が半分くらい抜けたみたいになってただけだから大丈夫。それより、あの教官から合格もらったんだから、まずそっちを喜んだらどうなのよ」

「それは、そうだけど……」

　確かにそれは、とても嬉しいことだった。

　あの金城教官から合格をもらえるなんて、夢みたいで。

　そしてそれは、すべて矢ヶ崎さんのおかげで。

　今まで乗り越こえられなかった壁かべを乗り越えさせてくれた人を前にしたら、合格をもらった嬉しさも合わさって、胸がいっぱいになって。

　それで、つい……。

　昨日は手を握にぎってしまったし、私、気持ちが高まると何をするか分からないタイプなのかな……？　ああ、はしたない自分が嫌いやになる。

「ねえセリナ、私、謝あやまった方がいいと思う？」

「知らんがな。もっかい抱きついてみたら？　その反応見たら分かるでしょ」

「ちょっと……そんなことしたら私、今度こそ穴を掘ほって埋うまるしかないわ！」

　そんな逆セクハラでハレンチなこと、絶対無理！

　でも……でも、矢ヶ崎さんが許してくれるなら……もう一回……。

　そんな風に思ってしまう自分もいて。

　私は枕まくらを抱いてお布ふ団とんの上に倒たおれ込んで、ずっともじもじするばかりだった……。




　――しばらくして、セリナが話しかけてきた。

「で、すず。むぎゅってして、それで終わりにするの？」

「え？」

「連絡先アドレスとか、聞かなくていいの？」

「……、それは、聞きたい、けど」

「だったら。むぎゅーの件はひとまず置いといて、アドレス聞いて、うやむやにしたら？　一石二鳥じゃん」

「私はセリナみたいに人付き合いがうまくないの……！」

「でもさ、すず。今日合格したじゃん。もしかしたら特訓はこれでもう終わりってことで、彼かれはもう来なくなるかもしれないよ？」

「……!!」

　――予想もしていないことだった。

　でも確かに、その可能性はあった。教育がいつまで続くか決まっていない以上、今日でもう終わりということも……。

　連絡先を聞いていなかったら、もうそれで関係は終わり……なんてことに。

「チャンスはあるうちに掴つかんでおかないとって、私は思うけどなー」

　セリナの言葉が胸に突き刺さる。

　彼女の言うとおりだ。むぎゅっとした件は……うやむやにはできないから、きちんとお話をさせていただくとして。

　その上で、連絡先を聞きたいと思った。




　そして――そのチャンスは、意外にも、すぐに訪おとずれることになった。




〈矢ヶ崎サイド〉




　涼名さんが合格して、この話はもうおしまい――では面おも白しろくないので。

　その翌日にあった嬉しい出来事も、お話しさせてもらえたらと思う。




　さてその翌日のことである。今日は土曜日、普段は休日だ。

　未明から朝方にかけて弱い雨が降ったものの、その後すぐに止やんで天気は回復傾向にある。雨を降らせた雲は東に遠ざかって、頭上には薄うす水みず色いろの空が広がっている……そんな晴れの天気だ。気温もちょうどよくて、過ごしやすい一日になりそう。

　そんな空の中を、僕は今、理事長先生から任されたジェット機に乗って飛行している。

　モノは昔の戦闘機で、フランカーというやつだ。

　フランカーという単語だけで「あれか！」と分かる人は軍オタだろう。分からない人には分からないだろうけど、まあ、ミリタリー界かい隈わいでは有名な機体なのだ。

　さて――何故なぜこんなモノが鳳ほう翔しよう学がく園えんにあるのか？

　実を言うと、詳くわしいことは僕も知らない。

　いろんな人に訊いてみたけど、ほとんどの人が知らなくて、事情を知っていそうな人も少ししか教えてくれない。とにもかくにも『謎なぞのフランカー』なのである。

　このフランカー、主翼の前に追加されたカナードという小さな翼と、推力偏向可能なノズルが特とく徴ちよう的てきだ。特にノズルはウネウネと生物的な動きをして、けっこうキモい。

　あと特徴を二つ挙げるなら、風防キヤノピーが継つぎ目めのない一体型になり、風防の前についていた特徴的な黒いレンズ――ＩＲＳＴという特とく殊しゆな機材――は撤てつ去きよされている。おかげでコックピット回りの外観はすっきりしている。操縦席の中からの視し認にん性せいも良好だ。

　他ほかにも特徴は山ほどあるけど省略する。挙げていくとキリがない。一言でまとめると、見た目はＳｕ‐37という形式に似ている、ということだ。

　で、鳳翔学園付属の工場である『鳳翔学園工こう廠しよう部』が製造したこのフランカーは、工廠の人から【鳳翔式フランカー】と呼ばれている。なので、僕もこの名前で呼ばせてもらっている。

　鳳翔式フランカーは綺麗に塗と装そうされている。白をベースに、コックピット回りを黒く塗ぬり、各翼の前ぜん縁えんに青や赤の細いラインを引いている。この色いろ遣づかいが、フランカーという機体の造形の美しさと相まって、とても綺麗に映る。

　……と、まあ。説明はこれくらいにして。

　僕は今、この謎の機体――鳳翔式フランカーに乗って、空を飛んでいる。

　紺色のＧスーツを身に着け、ヘルメットを被かぶり、酸素マスクをつけて、狭せまいコックピットの中に収まっている。

　単座なので座席は一つ。中にいるのは、僕と機体管理用のＡＩだけだ。

　ＡＩにはパーソナルネームが付けられている。その名もジュラーヴリク。鶴つるちゃん、という意味らしい。

　僕は普段、この機体に乗ったら南に向かうようにしている。海上で飛行訓練をするためだ。これは万が一墜つい落らくした時のことを考えて……ではなく、単純に騒そう音おん公害が凄すさまじくて人里離れた絶海の上空でやらないといけないためだ。

　でも今日は北に向かって飛んでいる。距きよ離りも短くて、学園から直線距離で80キロくらい。飛行機だとひとっ飛びで到とう着ちやくする距離である。

　高度３０００メートル以下のフリーウェイを飛行する。音速を出さないようにだけ注意。この機体のエンジンは超ちよう強きよう力りよくで、アフターバーナーを焚たかなくても音速が出せる。

　それにしても――僕は計器表示の一つである地図表示を拡大して、目的地のマークを見て思った。

　空の駅で何をするんだろう？




　空の駅といえば、道の駅の空バージョン。

　小型飛行機向けに整備された簡易飛行場で、だいたい観光地の近くに設置されるか、道の駅と併へい設せつされている。空の駅自体が観光施し設せつになっていることもある。

　今回僕が向かったのは、日本海に面した道の駅兼けん空の駅「ゆとり浜はまたまがわ」というところ。海岸には綺麗な砂浜、すぐそばにはテントサイトがあって、おまけに温泉もあるという豪ごう華か仕様。キャンプ地としても海水浴場としても温泉地としても評価が高く、それにもかかわらず知名度は低くて、知る人ぞ知る穴場になっているみたいだ。同じ県に住む僕が今回調べて初めて知ったぐらいだから、相当な穴場なんだろう。

　そこに僕を呼び出したのは、誰あろう理事長先生である。午前11時までにフランカーに乗ってこの空の駅に来てくれたまえ、と言われた。

　理事長先生の指示であれば是ぜ非ひもない。僕は指定された時間ちょっきりに空の駅上空に到着した。この機体、騒音がすごいから高度に気を遣つかう。大丈夫かな……？

　程ほどなく連れん絡らくが来た。航空無線ではなく、モデムを介したテレビ電話だ。

　電話をかけてきたのは理事長先生だった。

「やぁ矢ヶ崎君、よく来てくれたね」

　好こう々こう爺やの理事長先生の顔が映る。おじいちゃんは今日もニコニコ笑え顔がおだ。

「さっそくで申し訳ないが、今からキミの腕うで前まえを披ひ露ろうしてくれないかな？」

「腕前……と、おっしゃいますと」

「いっちょ、曲技飛行をやって欲ほしいのだよ」

「えっ！　曲技飛行を……ですか!?」

　アクロバットをやれってことですか理事長先生。しかしそれは……。

「いや、あの、簡単なのだったらできますけど……」

「うむうむ、その機体でしかできない演技も含ふくめて、かるーくやってくれたまえ」

　いや、かるーくって。けっこうキツいんですけど。

「それはいいんですが、理事長先生。どうしてまた急に？」

　ふむ、と一声出して間を置いた理事長先生。

「実は今、ここに【フライ・ハイ！　プロジェクト】のメンバーが来ているのだ。今、空の駅の駐機場からキミを見上げているところだ」

「え」

　プロジェクトのメンバーってことは、香川さんに涼名さん。

　――昨日、涼名さんにむぎゅっとされたことを思い出す。

「キミも男だ、カッコイイところを見せたいだろう」

「いや、それは……そんなことないですと言ったら、嘘うそになりますが」

「ワシもそろそろキミの訓練の進捗を見たくてな。せっかくだからこういう場の方がよかろうと思って呼んだのだ。――ああ、騒音に関しては地元の人に許可を取っている。気にせずやってくれたまえ」

　根回し済みですか理事長先生……。さすが「用よう意い周しゆう到とう」を座右の銘めいとされるだけある。

　まあ、理事長先生に頼たのみ事ごとをされたら「はい」か「ダー」の二択たくになる。是非はない。

　であれば――お披ひ露ろ目めしますか。

「分かりました。じゃあ、軽くやってみます」

「うむ、よろしく頼むよ」

　通信終わり。深呼吸をして、頭の中で演技を組み立てる。

　空の駅の駐ちゆう機き場じようが「観客席」だから、「ステージ」はこのあたり……という感じにアタリをつける。演技を見せる訓練はまだやってないから、当てずっぽうになるけど。

「じゃあジュラ、今日はここでアレをやるよ」

　機体のＡＩに呼びかける。ジュラーヴリクと長い名前なので、普段はジュラと短くして呼んでいる。

［了りよう解かいしましたマスター、ご自由にどうぞ］

　冷たい女性の声がよこされた。このＡＩは基本、冷めている。言こと葉ば遣づかいがいちいち素っ気ない――でも、それがいい。

　僕は右手の操そう縦じゆう桿かんを握り直す。サイドスティック方式なので操縦桿はコックピットの右みぎ端はしにある。中央コンソールは１枚のタッチパネルディスプレイで、スイッチ類はほとんどない。多くの計器表示は電脳接続で直接視界に表示される。

　左手のスロットルレバーも握り直す。こちらは従来どおりコックピットの左ひだり端はし。

　スィーと息を吸い、フーと息を吐はく。気持ちを整える。

　――この機体の性能は、色々と飛び抜けている。

　戦せん闘とう機きの中でも大型の部類に入るこの機体は、燃料の搭とう載さい量にもよるけど、基本的にはダンプカー（＝最大20トン）よりも重い。標準で23トンくらいの重さだ。

　そんな機体を、最大28トンのパワーで前に押おし出すことができる。しかも推力偏へん向こうノズルを使って、機体を強引に方向転てん換かんすることもできる――たとえ失速中であっても。

　リトルホークなど比ひ較かくにならないほどの重さとパワー。それを、飛行制せい御ぎよコンピューターの補助を得ながら制御しなくてはならない。

　そんな機体でアクロバットをしようというのだから……冷静に考えてみたら恐おそろしいことである。

　その『恐ろしいこと』に、鳳翔学園の多くのパイロットが挑いどんだ。

　でも全員が辞退してしまった。自分には無理だ、乗りこなせない、全員がそんなふうに口を揃そろえたと聞いている。

　――みんなが無理だと言って諦あきらめてしまったことが、僕にできるだろうか？

　僕は下手くそだ。機体性能をすべて引き出すことができないかもしれない。

　それでも。それでも、だ。僕は臆おくさず挑もうと思う。

　だってこのフランカーは、僕がどうしようもないくらいに空を飛ぶのが好きだってことを教えてくれた、特別な機体なんだから。

　さあ、行こう。世界で最も美しい戦闘機と言われるこの機体と一いつ緒しよに！

　日本に２機しかないフランカー。その中でもフルスペックの性能を持つのは、この鳳翔式フランカー１機だけ。

　この機体でしかできない演技の一部を今、実演しよう――！




　高度を落として空の駅上空を通過。操縦桿とペダルの感度を３倍に引き上げておく。

　そこで――操縦桿を一気に手前に引く！

　機首がぐんと持ち上がって、機体が垂直に立ち上がった。急ブレーキがかかって身体に荷か重じゆうがのしかかる！

　その姿勢を３秒くらい続ける。このままだと失速してえらいことになるので、操縦桿を前に倒して姿勢を戻す。アフターバーナーを焚いて一気に前進、日本海に離り脱だつする。

　――プガチョフ・コブラという技だ。

　やることは今見せた通り、機体を地面に対して急激に垂直に立てること。曲技飛行用にチューニングしたプロペラ機がこの技を披露することはあるけど、それをジェット機でやるのが頭のおかしいところ。

　大出力エンジンと高度なＣＣＶ製造技術、そしてロシア人の屈くつ強きような肉体をもってして為なせる技である。ああ、偉い大だいなるプガチョフさん、あなたはなんておそロシア！

　右に大きく旋回して、今度は空の駅の右側、東方向から進入。空の駅を前にして大きく上じよう昇しよう……これがキツイ。荷重で呼吸するのも辛つらくなる。

　このまま続けると宙返りになる。僕はその途と中ちゆうで、また操縦桿を一気に引いた！

　尾び部ぶが滑すべって、宙返りの頂点で水平状態になる。宙返りの頂点では、頭が地面、足が空を向き、進行方向はこの場合だと東向きになるのだけど、それが１８０度ひっくり返るので、頭が空で足が地面、進行方向は西向きになる。

　そんな無む茶ちや苦く茶ちやをやれば当然、機体の空力的なエネルギーを大量消費する訳で。

　速度が急激に低下、揚よう力りよくも大おお幅はばに下がって機体は失速状態に陥おちいる。

　ここで機首を下げて急降下すれば、機速を回復し揚力も元に戻るのだけど――

　敢えて無視する！　機体の水平を保ったまま、ラダーペダルを右に踏ふみつける！

　すると機体は、水平状態を維い持じしたままで、ほぼ垂直に落下しながら、機首をヨー方向に右向きに回転し始める。垂直に落下しながらぐるぐる回るブーメランを想像すると……分からないか。たぶん。

　無む茶ちやしているところに更さらに無茶を重ねたことで、コックピットの中は警報のオンパレードになった。失速警報、揚力指数低下、機体の姿勢不安定、機首を下げろ。揚力指数なんて驚おどろきのマイナス20を示している。

　こんな危険な状態なのにＡＩのジュラはクールなもので、音声警告は一いつ切さいしない。黙ったまんま。でも、そこがいい。

　ロシアのパイロットは、この状態で二回転ぐらいする。恐ろしいものだ。

　でも僕は……ムリ！　回転を始めた時点でほんの少し右にロールしていたことで、回かい転てん軸じくがぶれて挙動が危うい感じになっていた。半回転で諦める。進入してきた東の方向に機首を下げて高度を落としながら離脱する。

　それにしても――普ふ段だんとは違ちがって、地上に近いところで誰だれかに見せる形で無茶な飛び方をしているから、体力的にも精神的にもきつい。技を二つしか披露していないのに呼吸は既すでに荒あれ放ほう題だい、酸素マスクからたくさん酸素吸っても足りないくらい。

　でも、まだまだ！

　左に大きく旋回。今度は空の駅西側から進入して、感度を三倍にしたままの操縦桿を思いっきり引く！

　進路はそのままで、機首がぐいんと上を向く！

　それだけじゃ終わらない！　そのまま機首を進行方向とは逆向きに向ける！　世界がひっくり返る!!

　その姿勢を１秒くらい続け、機体に空力的なエネルギーが残っているうちに機首を元に戻す！　推力偏向ノズルで無理やり姿勢変へん更こう!!

　……よし！　水平飛行に戻った。はーやれやれ。

　今のはクルビットという技。どうにか成功。

　インターバルを置いて、今度は空の駅東側から進入。次の技は、プガチョフ・コブラをやりつつ尾部を右に滑らせてぐるりと半回転、そこから機首を下げて急降下……なんてことをやった。技の名前は知らない。

　他にもいくつか曲技をやったけど、かつてのロシアのパイロットのようには飛べない。自分でも分かる、中ちゆう途と半はん端ぱな飛び方をしているって。情けない限りだ。

　下手くそが下手くそなりに曲技飛行を続けた。まだかな？　正直辛くなってきた。そろそろやめたいところだけど――

　と思っていたら、呼び出し音。理事長先生からのテレビ電話が届く。

「――矢ヶ崎君。まだまだ荒あら削けずりだが、短期間でよくぞそこまで身につけたものだ。たいへんに素す晴ばらしい。やはりキミにその機体を託たくしたのは正解だった」

「ありがとう、ございます、理事長先生、はあ、ふう……」

　肩で息をしながら僕は答えた。

「充じゆう分ぶん堪たん能のうさせてもらった。キミも疲つかれたろう、もう下りてきたまえ」

「あ、はい」

　演技終しゆう了りようの合図だ。やった、助かった……。




　――って、ちょっと待って。下りてくる？




「あの、理事長先生」

「何かな？」

「下りるって、単純に高度を下げろって、ことですか？」

「いやいや。ここに、空の駅に降りてきなさいということだ」

「……空の駅に？」

　マジデスカ？　それはちょっと……。

　空の駅の滑走路は標準で１２００メートル、たまがわも標準的な滑走路長だ。軽量小型機なら充じゆう分ぶんな長さだけど、ジェット戦闘機にその長さは辛い。

　――ただ、無理ではない。この機体には変態装備がついているから。

「涼名くんたちもキミを待ってくれている。楽しいイベントも盛もり沢だく山さんだ。ではよろしく」

　理事長先生は言うだけ言って電話を切った。

「……はあ……はあ、……マジでやるの……？」

　アレ、使ったことないんだけどな。ぶっつけ本番でいけるだろうか？

　ヘタすりゃオーバーランして火だるまだけど……。

　でも、やるっきゃない。理事長先生の指示である。

　僕は腹をくくった。




　空の駅の管制システムはほぼ完全に自動化されている。管かん制せい塔とうさえもなく、地上でオペレーターさんが一人か二人でシステムを見張っているだけ。それだけシステムが完成されていることの証左でもある。

　ただし。空の駅の利用規約には「ご利用は自己責任でお願いします」とはっきり記されていて、要するに「テメェの責任で勝手にやれ」ということだった。

　やり直しのきかない一発勝負……僕はもう腹をくくった！　いこう!!

　風向きの関係から海側からの進入となった。ランウェイ１７に向けてアプローチ。ギアダウン。それにしても滑走路が短い。普段の半分以下だからなぁ。

　ギリギリまで速度を落とす。フランカーは主しゆ翼よく面積がバカでかいから発生可能な揚力が大きくて、着陸速度をかなり落とせる。後こう縁えんフラップをフルダウン。迎むかえ角かくを理想的な角度にセット。このフランカーは燃料と超ちよう大だい容よう量りようバッテリーを搭載するためにエアブレーキを撤去しているため、機体背面の特徴的なエアブレーキがない。

　アプローチラインギリギリでメインギアが接地。ここで例のアレを起動する。

　――逆噴射装置スラストリバーサー、オン！

　アフターバーナー手前でエンジンが閉へい鎖さされ、エンジンナセル上部と下部の排はい気き口こうが開いて、機首方向に向けて推力を噴ふん射しやする！

　そう、このフランカーには逆噴射装置が搭載されている。従来のフランカーにはなかったものだ。

　こんなものを積んだ理由は単純で、日本の国内法に対応するためだ。空の駅でも離着陸できるようにしておくと「自家用小型機」で登録できて税金が安くなるとかなんとか。

　――こんな自家用小型機あってたまるかって感じだけど。

　ともあれ、スラストリバーサーを使ってみた効果は抜ばつ群ぐんで。

　経験したことのないブレーキがかかった。みるみるうちに速度が落ちる！

　でもブレーキが効きすぎて、機体が前に沈しずみ込んでひっくり返りそうな感じに。ヤバいと思ってスロットルを一気に下げたら、今度はブレーキ力が極きよく端たんに弱まった。スロットルをジワジワと高めていって調整する。

　不意に機首が右に向いて、滑かつ走そう路ろの右側に向かっていく。ラダーペダルの微び妙みような動きに反応したようだ。慌てて左ラダーを踏むけど、今度はそれが強すぎたみたいで機首が左に向きすぎる。スラストリバーサー作動時は挙動が敏びん感かんになるみたいだ。

　右に左にヨタヨタしながら、やっとのことで停止。１０００メートルくらいは滑かつ走そうした感じだった。オーバーランしなくて本当によかった。もし滑走路からはみ出たら重大インシデントどころの騒さわぎじゃなくなる。

「はー、うまくいった。よかったよかった……」

　一息ついたのも束つかの間ま、今度は空の駅の管制システムが警告を発した。「滑走路から移動してください」と女声の自動音声が届く。さっさと駐機場に行け、ということ。

　システムの仰おおせのとおりに、一番奥おくの誘導路を通って駐機場へと向かう。ただ、誘導路の道みち幅はばがかなり際どくて、はみ出さないよう何度も止まりながらカーブした。

　駐機場では、【フライ・ハイ！　プロジェクト】のメンバーとスタッフ、理事長先生とお付きの人が待っていてくれた。涼名さんと香川さんの姿を見つけたので、僕はキャノピーを開けて手を振った。二人も手を振って応こたえてくれる。

　グランドスタッフの誘ゆう導どうに従い、（空の駅に着陸できるサイズとしては）大型機用の駐機場へ。一番奥だ。しかもバック駐機……またもスラストリバーサーの出番だ。

　この機体、電子装備も充じゆう実じつしていて、機体各部に取り付けられたカメラの映像を合成して、３６０度の視野を得ることもできる。それを利用してバック駐機。まったくめんどい。

　台形型のはしごが用意され、脱ぬいだヘルメットを座席に置いて、機体から降りる。キャノピーはジュラに閉めてもらった。

　ゆっくりと涼名さんたちのところへ向かう。Ｇスーツを着ていると歩きにくい。

　まず、香川さんから嬉しい一言をもらった。

「すごいじゃん！　あんなふうにくるくるひらひら飛んで、すごくカッコよかったよ！」

　涼名さんからもお褒ほめの言葉が。

「矢ヶ崎さんはやっぱり凄すごいです。見み惚とれてしまいました……！」

　僕は照れてしまう。こんなふうに褒めてもらえることって、あんまりないから。まして女の子からすごいすごいって言われるのなんて、今日が初めてだと思う。

　でも調子に乗れるほどの腕前ではない。機体の性能をフルに引き出せていない。

　だから僕は率そつ直ちよくにこう言った。

「いやいや、そんなことないですよ。まだまだ下手くそですから……」

　すると。香川さんは何故かイラッときた感じの顔になり、涼名さんは困こん惑わく顔がおに。

「……あのねぇ、ヤガちゃん」

「ヤガちゃん？」また妙みようなあだ名を付けられた。

　理事長先生がニコニコ見守る中、香川さんが右手を振ふり上げ――

　僕に人差し指をビシッと突つき立てて、大だい音おん声じようにて曰いわく。

「お前のようなヘタクソがいるかあああぁぁぁ―――ッ!!」

　――なんか知らないけど怒おこられた。




○




　さて。【フライ・ハイ！　プロジェクト】のメンバーが、どうしてここにいるかというと……今日はグラビアアイドルとして活動するそうである。

　つまり、写真撮さつ影えい。砂すな浜はまで撮影をするという話だ。

　砂浜で撮影となれば……やっぱりそういうことなのだろうか？　でも詳しいことを聞くことはできず、涼名さんたちは空の駅から砂浜に続く地下道へと向かっていった。

　で、僕ぼくは――というと、Ｇスーツは目立つということで、理事長先生が用意してくれたカジュアルな服に着き替がえた。長なが袖そでシャツとジーパンをありがたく拝借。

　空の駅の一室を借りて着替えを済ます。今日の空の駅は鳳翔学園の貸し切りなので、他のお客さんは全くいない。

　誰もいない公共施設というのは、施設を独ひとり占じめにできる嬉しさがある一方で、本来たくさんの人がいるはずの場所に誰もいないことから、不気味な静けさを味わうことにもなる。その静けさが落ち着かなくて、僕はすぐに空の駅から出ることにした。

　理事長先生からも「砂浜でも見てきてはどうかね？」と言われたので、空の駅から道の駅を通って海岸に出ることにした。

　道の駅の真ん中に川が１本流れていて、その両サイドに道の駅がある感じ。左側には温泉とテントサイトと砂浜があって、こちらがキャンプをしたい人向け。右側は物産館やレストランなどの休きゆう憩けい施し設せつがあって、その南側に空の駅がある。空の駅を増設した時に大規模な区画整理をしたみたいで、空の駅の地下を国道がくぐり抜ける構造になっている。

　テントサイトのある川の左側の海岸は、綺き麗れいに整備されている。右側の海岸は護岸と岩場ばかりだけど、岩場を進んでいくと綺麗な砂浜があるそうだ――理事長先生はそちらを勧すすめていた――。川の左側の砂浜には一いつ般ぱんのお客さんがいたこともあって、僕は理事長先生のお勧め通り、右側の岩場を進んでいくことにした。

　途中に電子ゲートがあった。物理的な遮しや断だん機構はなくて、許可のない人が通過すると警報が鳴り、更に進もうとすると電脳接続を介かいして神経系に直接介かい入にゆう、前に進めなくする仕組みである。

　一応、手をかざしてみる。モデムを介して通信が行われる。即そく座ざに許可が出た。僕はそのまま何の疑問も持たずに進んだ。

　満潮になったら絶対水すい没ぼつするだろうという感じの、際どい道もあった。でも歩く部分はきちんと整備されていて、ゴツゴツとした岩場をおっかなびっくり進む感じにはならず、比ひ較かく的てきスムーズに歩ける。ただ手すりがないから、お子さん連れはちょっと厳しいかも。

　砂浜が見えた。湾わん曲きよくした入いり江えに、コバルトブルーの海、そして白い砂浜。よく整備されているようで、ゴミは一切ない。海からの風が潮の香りを運んでくる。

　空はすっきり晴れている。朝方、空を閉ざしていた白い雲は、はるか遠くの東の空へ。ひなたにいるとポカポカと暖かくて、むしろ暑いくらい。

　綺麗な空と海と砂浜に魅み入いられて、僕は導かれるようにそのまま進んだ。

　岩場から降りて砂浜に着いたのと、人の声がしたのはほぼ同時。

　あれ、誰かいるのかな――と思って、奥まったところに顔を向けた。

　――その瞬しゆん間かんに、僕は。

　自分がいかに迂う闊かつだったかを知るハメになった。




　確かに人はいた。そのうちの二人は見知った顔だ。

　一人は涼名さんで、もう一人は香川さん。他にも女性スタッフが何名か。

　涼名さんは円えん筒とう形けいのタオルを肩かたから被っていて、そのタオルの下から、脱いだ下着をちょうど取り出したところだった。

　一方の香川さん、ビキニの水着のボトムは身につけ、トップスをこれから身につけるというところ。上半身はタオル巻くどころか何もつけてなくて、長い髪かみの毛けでせんたんがかろうじて隠かくされているだけであった。豊満なお胸が存在感を主張する。




　時が止まった。

　僕の中では、秒針は確実に停止していた。

　時が動き出したのは、香川さんの顔が恥はずかしさで歪ゆがんでからであり――




「にええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ―――――――――っっ!!?」

　叫さけんだのは、僕だった。




　速そつ攻こうで逃にげた。来た道をダッシュで逃げた。砂に足を何度も取られそうになったけど、構うことなくエスケープッ！

　岩場のところまで逃げて、岩を背に隠れるような姿勢に。

「は、はわわわわ……!!」

　完全に、頭が真っ白になっていた。走った以上に心臓がバクバク鳴っていて、心臓が肋ろつ骨こつの間からはみ出しそうなくらい。

　……見てしまった。女性のお着替えといふものを、見てしまった。

　これが古いにしえより伝わる男の妙みよう技ぎ、その名も『ラッキースケベ』……!!

　いやいやいや嬉うれしくない。嬉しくないったら嬉しくない。

　何故ならば僕はこの後、女性の裸はだかを見たカドで処しよ刑けいされるからだ……！

　どうしようどうしよう、僕はパニックになった。

　でも頭が真っ白で、このままだとヤバいということ以外に何も思いつかず。

　何も行動できないままに時間だけを浪ろう費ひした結果――

「やーがさーきくーん、ちょっといいかなぁ～？」

　処刑人が姿を表した。水着の上からライトグレーのパーカーを羽織っているその処刑人の名は香川セリナさん。

　恐る恐る目を合わせた。彼かの女じよは薄く笑っていた。ただし茶色い瞳ひとみの虹こう彩さいに光はなく、代わりにどす黒い怨おん念ねんが渦うず巻まいていた……メッチャコワイ!!

　僕は観念した。焦あせって逃げて岩場から転落して死亡するより、ちゃんと罪を償つぐなって処刑される方がマシだ。

「ごめんなさい……。処刑するなりなんなりお好きにお願いします」

「ほう、よう言うた」

　ぐわしっ！　香川さんの右手が僕の首筋を掴む。

「であればこっちに来るべし。言い分はオシラスで聞こうぞ」

「はい……」

　何故か古風な言い回しで僕を連行する香川さん。

　どういう刑けいが待っているかはおおよそ察しがつく。

　――よくて島流し（物理）、そうでなければ獄ごく門もんだろう。

　でも仕方のないことだ。ラッキースケベの代だい償しようとは本来かくあるべきなのだから。




　白い砂浜の上で僕は正座をする。サラサラでふわふわな砂の心ここ地ちを味わうどころじゃないこのシチュエーションがあまりに残念だった。

　処刑人・香川セリナさんが僕の前に仁に王おう立ち。

　その隣となりに涼名美み月づきさんが顔をそらして立っていた。香川さんと同じくライトグレーのパーカーを水着の上から羽織っていて、長い黒くろ髪かみはいつものようにポニーテールにまとめている。最後にこの美しい姿を拝見できて幸いだ。

　その他、女性スタッフが僕を取り囲む。ただそのスタッフの皆みなさん、僕を見て「やっちゃったねぇ」って感じに苦笑いしている。ドブネズミを見つけたような顔の人は誰もいなかったのはありがたかった。

「さて被ひ告こく人にんの矢ヶ崎くん」と香川さん。

「はい……」僕はしょんぼり答える。

「死し刑けいと処刑と極きよつ刑けい、どれがいい？」

「どっちにしたって死ぬんですね分かります！」

「当たり前じゃんか！　なんで私らだけ先にここに来たか、普ふ通つうに考えたら分かるでしょうに！」

「ごめんなさいなんにも考えてませんでした！」

「ほぉう、なーんにも考えずに砂浜まで来たと！　そんなこと言いながら実は狙ねらってたんでしょ!?」

「ぜんぜん、ぜんぜん！」

　僕は一いつ生しよう懸けん命めい首を横に振った。これは事故であって故意ではないのだから！

「……あの」

　そこで言葉を挟はさんだのは涼名さん。

「ここに来る途中に、電子ゲートがあったはずなんですが……」

「あ、はい」そこはうなずく僕。「ダメ元で手をかざしたら、認にん証しようされたので。ああ大だい丈じよう夫ぶなんだなってことで、そのまま進んだ感じです。だからまさかこんなことになるなんて思いもせず……」

「電子ゲートをくぐった？」

　香川さんが顔をしかめた。思うところがあったのか、スタッフさんに質問していた。

「電子ゲート、ロックされてますよね？」

「ええ、もちろん。今回は貸し切りだから」うなずくスタッフさん。

「ロックし忘れとかですか？」

「……、ちょっと確かく認にんしてみるわね」

　スタッフさんが連絡を取り始めた。

　その間、僕は香川さんの睨にらみを一身に受けることに。コワイ……！

　ひとしきり僕を睨んで、それから首をかしげる香川さん。

「……ハッキングができるって感じじゃないもんね……」

「香川さん、飛行機バカの僕にそんなことできません」

「だよね」

　スタッフさん、確認が取れたようだ。香川さんに何やら耳打ち。

　香川さんの細い眉まゆが、ぴくりと動いた。それから「ははは……」と乾かわいた笑い。

「――ヤガちゃん、一応確認させて」

「はい？」

「どうしてここに来ようと思ったの？　私らがここで着替えてることは、理事長から聞いてたんじゃない？」

「いえ、ぜんぜん」僕は首を何度も横に降った。「むしろ理事長先生から『砂浜でも見てきたらどうかね』って言われて、散歩ついでに」

「ははあ、なるほど。さてはあの理事長、ヤガちゃんをハメたな……」

「へ？」

　はめた？　どういうこと？

「今、施設に電子ロックのこと訊きいたら、理事長に言われてヤガちゃんだけ許可出すようにセットしてたんだって」

「……え？　ど、どうして？」

　僕がキョトンとしていると、香川さんは腕うで組ぐみして、少し肩をすくめた。

「知らないのヤガちゃん？　理事長はああ見えて、いたずら好きだからね」

「ふへぇ!?」

　ンなバカな！

　と思っていた矢先、ショートメールが届いたという通知が。

　送り主は理事長先生。写真付きで送られていて、メッセージは以下の通り。

『美女との出会い、楽しんでいただけたかな？』

　写真は理事長先生のいたずらっぽい笑いと、ピースサイン。




　――瞬しゆん時じに理解した。ハメられた、と！

　タイミングを見計らって僕に砂浜に行くように勧め、道中の電子ロックも僕にだけ許可が出るようにして、ラッキースケベを誘ゆう発はつしたのだ……！

　用意周到を座右の銘とするおじいちゃんだけど、いくらなんでも用意周到スギィ!!




　理事長先生からのメッセージを、香川さんと涼名さんにも見せたら。

「やっぱりかあのジジイ……！」

　額に青筋浮うかべてお怒いかりの香川さんと、苦笑いするばかりの涼名さんだった。

「オーケー理解した。主犯は理事長で、ヤガちゃんはハメられただけってことね。ま、覗のぞいた相手がヤガちゃんだし、ここは私も大人の対応をしようかね」

　香川さん、そう言って僕の肩に手をポンと置いて、曰く。

「許す」

「え」許された!?

「ただし次はないと思え。あと仕事終わったらなんかおごれ」

「ええっ!?」

「私のおっぱい見といてロハで済むと思ってんの？」

　空いた手で手招きする香川さん。カツアゲとかいうものを食くらっている気分……！

　しかし彼女の言い分は正しい。おっぱい見ておいてタダというのはやっぱりダメだ。

「分かりました。誠意をもって対応させていただきます……！」

「さすがヤガちゃん、男前！」

　頭をくしゃくしゃされた。なんかワンちゃんみたいな接され方だなぁと思う。

「すずはどうする？　処刑する？」

　サラっと怖こわいこと言うなぁこの人……と思いつつ、僕は処刑人香川さんから涼名さんに視線を移した。

　涼名さんは頬ほおを赤くしていて、うつむいたまま僕に言った。

「あの……今回の件は、どうか、ご内密に……」

「大丈夫ですこんなことおおっぴらにするような節操なしじゃありませんから！」

　ネットだろうと口くち伝づてだろうと、そんなことを言いふらせばそれこそ社会的に抹まつ殺さつされて終了である。二人のため、僕自身のためにも、そんなことはできない。

「すずにもおごるよね？」と香川さん。

「もちろんです！」と僕。

　当の涼名さんは、恥ずかしそうに微笑ほほえんで、小さくうなずいてくれた。

　ともあれ、僕の人生初のラッキースケベはこんな感じに一件落着となった。

　とりあえず処刑されずに済んでよかったと、僕は安あん堵どしたのだった。







　そんな訳で、アイドルのお着替えも終わり。

　男性スタッフも集まってきて、撮影が開始された。

　僕も撮影を見学することになった。香川さんが「せっかくだから見ていきなよ」と言ってくれて、涼名さんもそれに同意の首しゆ肯こうをしてくれた。プロデューサーさんも許可してくれた。どうやらさっきの件、香川さんたちは許してくれた模様である……たぶん。

　スタッフさんたちが、バズーカみたいなレンズを付けた一眼レフカメラを三さん脚きやくにセットして、あちこちに設置していく。シャッターを切ったりカメラの角度を変えたりするのは、手元のリモートコントローラーでやるようで、カメラ周辺には誰もいない。

　小型カメラを搭載したドローンも飛んでいて、スタッフさんたちとアイドル二人が綿密に打ち合わせしながら、撮影をしていっている。

　語ご彙いの足りない僕は、「本格的だなぁ……」などと小学生レベルの感想を抱だくだけ。

　撮影が進んで、アイドル二人がパーカーを脱いだ。

　僕は息を呑のんだ。

　二人とも白をベースにした水着だ。香川さんは白に赤と黒のライン、涼名さんは白に青とオレンジのラインが入っている。

　香川さんはビキニスタイルだ。シンプルなデザインだけど露ろ出しゆつ度どが高い。

　一方の涼名さんはワンピースの競泳水着タイプ、なんだけど、ものすごいハイレグなので腰こしのあたりはほとんど露ろ出しゆつしている。

　二人とも、あんなの着て恥ずかしくないんだろうか……？

　それにしても――やっぱりグラビアアイドルとあって、二人とも綺麗で、そして艶あでやかだった。

　香川さんは快活で積極的な性格が身体にも表れている感じ。バストとヒップの主張が強くて、ウエストも健康的。グラマラスって言葉がよく似合うと僕は勝手に思ったりする。

　涼名さんも、控ひかえめで穏おだやかな性格を身体で表現している感じだった。バストは控えめで、ヒップは女性的、そしてウエストがとっても細い。横を向いたら身体が針のように細かった。繊せん細さいな美、なんて言葉が頭に思おもい浮かぶ。

　美術館で、よくできた芸術品を見ているようだった。女性としての「美」を凝ぎよう縮しゆくして、それを一流の芸術家がカタチにしたみたい。

　僕は二人に完全に目を奪うばわれていた。他ほかのものに視線を移そうと思えない。

　香川さんがパーカーを掴つかんだまま、両手を大の字に広げた。太陽のような笑え顔がおがとても眩まぶしい。

　涼名さんも同じ姿勢を取る。控えめな微笑みが月のように輝かがやく。

　海から風が吹ふいた。二人のパーカーがふわりと風になびき、浮かび上がる。

　吹く風に合わせて二人はワルツを踊おどる。くるくると、軽かろやかに楽しそうに舞まいを舞まう。

　天使が二人、砂浜に舞い降おりて。無む邪じや気きに戯たわむれている――

　僕にはそんなふうに見えたのだった。

「ヤーガちゃーん！」

「矢ヶ崎さーん！」

　二人が僕に手を振ってくれる。

　僕は気き恥はずかしさを満面に浮かべて、手を振ふり返した。




　撮影後、美少女二人は道の駅付属の温泉に入ったそうだ。貸切の家族風ふ呂ろで、ゆったりのんびりしてきたらしい。

　グラビアアイドルの入浴とはいかなるものなのか――僕に知る術はない。ていうか知ろうとするだけで、さっきのお白しら州すどころの騒ぎじゃなくなってしまう。確実に１１０番をタップされて警官という名の本物の処刑人がやってくる。人生をここで終えるつもりはないので分からないままにしておいた。

　その後の二人の昼食は、カメラを入れて撮影しながらの食事だった。地元の食材を使ったメニューを紹しよう介かいするもので、僕もカメラの後ろから見学させてもらった。

　今は食べ物も工場で大量生産する時代。大半が『ナノマシン技術を使って工業的に生産された食料』だ。ちなみにＮＢＣ汚お染せんフリーなので、安心して食べられる。

　しかし、工業品ばかり口にしていたら飽あきがくるのが人間というもの。天然物も少数流通していて、特にこうした観光地では、地元で採れた農産物や海産物、そして畜ちく産さん物ぶつが販はん売ばいされている――観光地価格なので結構なお値段がするのはご愛あい嬌きよう。

　涼名さんと香川さん、仕事とはいえ地元の美お味いしい料理を堪たん能のうしたようで、満足した様子だった。

　ちなみに僕は、昼食に仕出しのお弁当をもらった。こちらは工業生産品。幕の内弁当ごちそうさまでした。

　撮影が一通り終わって、ゆっくりしていいとプロデューサーに言われたアイドル二人は、すぐさま僕におやつをたかりに来た。言うまでもなくさっきの「お詫わびの品」である。

　空の駅の方に移動。お手伝いのメリーちゃんが作ってくれる屋台で、香川さんはたこ焼きにクレープという高カロリーなものをチョイスした。「こういう時じゃないと食べられないからね」とは彼女の言葉。しかも昼食の後にこれだから、チャレンジャーだと思う。

　涼名さんはいちごパフェ。かわいい。

　香川さんはブツを手に入れるなり、

「あとはお若い二人にお任せしますわ、フヒヒ」

　ニヤけた顔でそんなことを言って、ＮＡＶのヒルダの方に行ってしまった――僕以外の鳳翔学園関係者が乗ってきた機体だ――。その中で食べるらしい。

　……キャビンにたこ焼きの匂においがガッツリつきそうだ。

　取り残された僕と涼名さんは、貸切の空の駅のテラスで、二人きりで午後のひとときを過ごすことに。

　いちごパフェをしずしずと食べる涼名さん。見惚れるくらい可愛かわいらしい食べ方をする。僕は視線を向けるべきか避さけるべきかですごく悩なやみながら、食後のほうじ茶（ホット）をちびちびすすった。

　ふと、涼名さんが話しかけてきた。

「……あの、昨日のことですが」

「はい？」

「……もし、気にしていらしたら……その、忘れてくださって結構ですから」

「……？？？」

　昨日？　なんのこと？

　と思って振り返ったら……あのことを思い出した。その時のことを思い出すと、僕のほっぺは瞬またたく間に熱を帯びる。

　でも勘かん違ちがいの可能性もあるので、僕は念のため確認した。

「……あの、昨日のことっていうのは？」

　すると涼名さん、顔を少し赤くして、視線をそらし、

「……その。……むぎゅっ、て……したこと、です」

　やっぱりアレか。あの時の感かん触しよくは今でもはっきり思い出せる。

「……イヤ、でしたでしょ？」

　涼名さんがとんでもないことを言った。僕は全力で否定した。

「イヤとか、そんなことないです！　僕は……嬉しかった、ですよ」

「……えっ？」

　ハグＯＫと言っているようなものだから、僕は恥ずかしくなってうつむいた。ほうじ茶を見つめて、恥ずかしさを紛まぎらわすためにもじもじと身体を動かした。

「いや、そりゃまあ、人前でむぎゅーは、恥ずかしかったですけど……」

　じゃあ人前じゃなかったらＯＫなのかと問われればもちろん気持ち的にはＯＫだ。でも彼女は芸能人であり、美人な上におしとやかで、僕にとっては雲の上の存在であるからして、そんなことしてもらう資格は僕にはないのである、本来は。

　あの時は、彼女も感かん極きわまって……って感じだろうし。

　二度目はないということは、僕も分かっていた。

「……あ、あの」

　と涼名さん。見上げると、彼女も似たような姿勢だった。赤くなった顔をうつむかせて、もじもじしている。

　そんな彼女が何を言うかと思ったら、

「ということは……、人前じゃなかったら……その、……」

　とてつもなく、意味深な言葉。

　人前じゃなかったらって、それってつまりはそういうこと？　人前じゃなかったらむぎゅーしたい？　いやいやそれはありえ……ないと思うの、だけど……。

　……でも、もし、そういう話だとしたら……。

　ドキドキしてきた。顔どころか耳まで熱い。たぶん今、僕は顔全体がゆでダコになっているはず。鏡ないから分からないけど。

　涼名さんと視線を合わせられない。恥ずかしくて。

　どうしよう、どうしよう……僕が情けなくうじうじしていると、

「あ、あのっ！　な、なんでもありません！」

　と涼名さん、慌あわてたように言って、

「そっ、それより！　矢ヶ崎さんが乗ってきた飛行機、ですけど……」

　駐ちゆう機き場じようの端はしっこで異様な存在感を主張するフランカーを見て、

「よく分からないけど、すごい飛び方をしていて、それに、矢ヶ崎さんも気持ちよさそうに飛んでいるように見えて、凄かったです……はい」

　かなり強ごう引いんに、飛行機の話題を振ってきた。

　――要は空気を変えたいと、そういうことだ。

　僕としても、その話題変へん更こうはむしろ助たすけ舟ぶねになった。

　だってこれ以上その話を進めたら――たぶん、戻もどれなくなるから。色々と。

「ありがとうございます。まだ練習中ですけど、そう言ってもらえると嬉しいです」

　僕はまだ赤い顔のまま答えた。

「それで、矢ヶ崎さん。あの飛行機って……なんですか？」

　涼名さんが続けて訊いてきた。僕は、あんまりマニアックな解説にならないよう心がけながら、答えた。

「あれが僕が乗ってるジェット機で、フランカーっていう機体です。昔のロシアのジェット戦せん闘とう機きなんですけど、それを鳳翔学園工こう廠しよう部……って言って分かります？」

「いえ……」

「学園には自前の工場があるんですよ。飛行機の整備をしたり、カスタムしたり。その工場で、アレンジを加えて一から新しく作ったのが、あの機体です」

　工廠では鳳翔式フランカーと呼ばれていることも一いつ緒しよに伝える。

「――鳳翔学園が、戦闘機を作ったのですか？」

「そうなんですよ」と僕、うなずく。「でもその経けい緯いが謎なぞなんです。工廠の人に訊いてみたんですが、ほとんどの人が『いつの間にか14番格納庫に置いてあった謎のフランカー』って認にん識しきしかなくて。理事長先生に伺うかがっても『いや何、あるテストに使っただけだよ』と答えてくださっただけで、それ以上は教えてくれませんでした」

「まあ……」

「ただ――工廠の偉えらい人がちらっと教えてくれたんですけど、どうやら国が関かかわってるみたいですね」

「国、ですか？」

「ええ。それ以上は教えてくれませんでしたが」

　教えてくれたその人は、国の研究機関という単語を使った上で、極ごく秘ひの試験プログラムのために作られた、工廠部でもごく一部の人間しか関わっていない、と言っていた。そして、国が関わっているのでこれ以上は、と言って口をつぐんだのである。

　僕は、その人の言う国の研究機関とは、国防省・防衛装備庁の航空技術開発センター、通つう称しよう『空くう技ぎ廠しよう』のことだろうと考えている。つまり、軍が関わっているということだ。

　それを裏付けるようなこともあって、システム回りのチェックをしていたら『火器管制システム』とか『電子戦システム』とかいう項こう目もくが出てきたのである――どれも使えないようになっていたけど。どんな試験に使ったのやら。

　――なんにせよ、あの機体からは、時折キナ臭くさくて危険な匂いが漂ただよってくる。

　でも、僕はあまり考えないようにしている。考えたところで僕ごときではどうしようもないことだし、それに――

「まあ、開発された経緯はどうであれ、僕は翼つばさに罪はないって思ってますから」

　僕は自分の考えを声に出して言った。これが僕の信念だ。

　涼名さんはきょとんとした顔になった。

「翼に、罪はない」

「確かにベースとなったのは戦闘機ですし、どんな目的で作られたのかも分かりませんけど、あの機体は他の機体にはできない曲技飛行ができますからね。だったらそのために使わせてもらおうと思って。僕も、他の人にはできない飛び方に憧あこがれますし」

　自然と笑えみが浮かんだ。涼名さんも一緒に微笑んでくれた。

「矢ヶ崎さんって、本当に空を飛ぶのが好きなんですね」

「ええ。フランカーは自由自在に飛べますから、なおのこと好きですね」

　そう、自由自在。空というキャンバスに自由に筆を走らせるように飛べる。本当にいい機体だ。

「――でも、まだまだできないことばかりです。昔のロシア人はもっと凄い飛び方をしてましたからね」

「そう、なんですか？」

　僕はうなずいて、鳳翔式フランカーの３Ｄデータを呼び出した。

　プラモデルのようなその画像データを使って、昔のロシア人の変態機動（褒め言こと葉ば）をジェスチャーする。

　宙返りの頂点付近で機体の姿勢を水平にして、垂直に落下しながらヨー方向に二回転する、とか。機首を上に向けて超ちよう低てい速そく飛行する、とか。

　とにかく、失速とか重力とかいった言葉を無視するような飛び方をする。

　航空ショーでの機動飛行展示を撮影した動画が残っていて、それを見た時は僕も衝しよう撃げきを受けたものだった。

　せっかくなので、その航空ショーでの動画の一部を涼名さんにも見てもらった。

　涼名さんも、かなり驚おどろいていた。

「これ……できるんですか？」

　と問われ、僕は、

「性能的には、できます。僕の腕うででできるかどうかは……なんとも」

　ちょっとはぐらかした答え方をした。繰くり返しになるけど自信はあんまりない。

「でも、尻しり込ごみするつもりはありませんよ。何かに挑いどむのってやりがいがあるし、楽しんでやってますから」

　見み栄えではなく本当の気持ちを言葉にする。だから自然と笑顔がこぼれた。

　涼名さんも微笑んで、

「応おう援えんしています、矢ヶ崎さん。あなたなら、きっとうまくできると思います」

　と言ってくれた。何よりの励はげみだ。




　楽しいひと時はあっという間に終わる。プロデューサーからそろそろ戻るとショートメッセージが届いたことで、涼名さんは帰り支じ度たくをする。

　その際に、

「矢ヶ崎さん。あの……」

「はい？」

「……私、矢ヶ崎さんともっとお話がしたいです。ですので……」

「……はい」

「あ、アドレスを、交こう換かんしませんか？」

　アドレスの交換。つまりは、プライベートなやりとりができる状態になること。

　――是ぜ非ひもないことだ。

「もちろんです！　僕でよければ」

　アドレスを右手に乗せて、差し出した。

「ありがとうございます……！」

　涼名さんも嬉しそうにして、右手を差し出す。アドレスの交換をしますか？　の表示に即そく、「はい」を選せん択たく。涼名さんの連れん絡らく先さきが登録された。

　涼名さんは、そのまま僕の右手を握にぎって、

「また連れん絡らくしますね」

　そう言って微笑み。柔やわらかな香かおりを残して、ヒルダの方に向かっていった。




　僕は一人、目を閉じて。両拳をぐっと握って、こみ上げる嬉しさを噛かみ締しめた。

　女の子と連絡が取り合えるようになったなんて。

　僕の春、とうとう来たんですねッ！　神様ッ!!

　いやいや、でもでも調子に乗ってはいけない。忘れるな、僕なんて飛行機マニアでちんちくりんなボンクラ男子航専生に過ぎないんだから。調子に乗って飛行機の話を連発したらドン引きされること間ま違ちがいなし。

　これは試練なのだ。僕はそう読み解いた。涼名さんが興味を持ってもらえるような話題を探さぐっておけという試練。難易度は高いが、やるしかない……！




　そうこうしていると理事長先生がやってきて、「そろそろお暇いとましようか」と言われた。僕ぼくはＧスーツに着き替がえて、借りた服は理事長先生のお付きの人に返へん却きやく。

　駐機場の隅すみに停とまる巨きよ大だいな戦闘機型民間機・鳳翔式フランカーに乗り込む。全長22メートル、全ぜん幅ぷく14・７メートル、全高６メートルのバカでかさはハンパじゃない。

［もうお帰りですか？］

　お帰りなさいませ、とは言わないＡＩ・ジュラ。僕はハーネス類を接続して、

「うん、帰ろう。練習は午前中のアレを練習ってことにして、今日は直帰します」

［了りよう解かいしました。ご自由にどうぞ］

　やっぱり素っ気ない。でも、それがいい。

　２機のヒルダが飛び立つのを見送って、僕も滑かつ走そう路ろへ。

　１２００メートルかぁ……。たぶん大丈夫だろうとは思うけど。むしろフランカーのフルアフターバーナーに滑走路が耐たえられるかどうかが心配。耐たい熱ねつ的な意味で。

　一応ジュラに確認を取ってもらうと、

［確認しました、問題ありません。この施し設せつを含ふくめた空の駅の多くは、有事の際に軍用機の発着ができるように耐熱基準を満たす形で建設されています］

　――割と恐おそろしい話をされた。

「……それホント？」

［はい。軍の輸送機とＳＴＯＶＬ戦闘機とヘリコプターの離り着ちやく陸りくが想定されています］

　どうやら国防軍は有事の際に空の駅を活用するつもりでいるらしい。

　おお、怖い怖い。そんな恐ろしい話は聞かなかったことにする。

　とにかくアフターバーナーに耐えられるのなら心配ない。僕は遠えん慮りよなくフルスロットルをぶち込んだ。突つき飛ばされるような加速からの離り陸りく。空の駅を離はなれる。

　眼下の道の駅で、こちらを見上げている人がたくさんいるのが見えて、ちょっとだけサービス。宙返りを二回して、帰路についた。




○




　そして最後に、その日の夜。

【フライ・ハイ！　プロジェクト】の、涼名さんのブログが更こう新しんされていた。

　内容としては、やっと離着陸ができるようになりましたという感じで、これからも頑がん張ばっていきますと締めくくっている。

　印象的だったのは、

『怖いと思っていた人の、意外な一面を知ることができました。航空科の生徒の皆さんからも怖がられている人なのですが、厳しい中にも優やさしさがあることに気が付きました。

　今までそれに気が付かなかったことが残念で、同時にその方に申し訳なく思う次し第だいです。そして、そのことに気付かせてくださったのは、お手伝いをしてくださった航空科の生徒さんでした。この場をお借りして、その方にもお礼を申し上げたいと思います』

　という一文。まあ、怖い人というのはカナちゃんのことだろう。

　そうですよ涼名さん、カナちゃんは厳しいけど優しい人ですから。そんなこと思いながらニヤニヤしつつ読んでいたらその続きに、

『――ところで、その航空科の生徒さんは、教官から「魔ま法ほう使つかい」と呼ばれていました。確かに、不思議なことができる生徒さんですので、もしかしたら魔法使いなのかもしれませんね』

　なんてことを書かれていて。

　――涼名さんまでそのネタ引っ張るんですかあああぁぁぁ!!!

　てな感じに、僕は声には出さずに心の叫びを上げたのだった。

　なんだよもぅ、みんなして……僕は魔法使いじゃないっていうのに。ぷんぷん。

　魔法が使えるんだったらもっと別のことに使ってますよ、女子高生になるとか、いやもっと有意義なことに使いたいな、折せつ角かくだったら、とか思っていたら――

　いつの間にか寝ねていた。いつものことだ。




　こうして、僕の激動の一週間が終わったのだった。







エピローグ　―空と、小鷹と、涼名さん―










〈涼名サイド〉




　矢やヶが崎さきさんにアドレスをいただいて。

　日曜日に、メッセージアプリで矢ヶ崎さんと少しやりとりをした。

　内容としては普通の会話で、明日も頑張りましょうね、といったもの。

　私としては、そんな他た愛あいのないやり取りでも凄すごく嬉うれしくて。

　矢ヶ崎さんからのメッセージを見つめて、頬を緩ゆるませていた。

「――それ、ヤガちゃんからのメール？」

　ベッドに腰かけていた私に、セリナが声をかけてきた。

「ええ。明日も頑張りましょうって」

「そう。順調そうで何より」

「順調……なのかな？」

「そりゃそうよ。順調じゃなかったら、そんなニヤニヤしてないでしょ」

「に、ニヤニヤ……!?　私、そんなふうにしてた？」

「うん、思いっきり」

　確かに、頬は緩んでいたと思うけど……そんなにニヤけていただろうか？

　恥はずかしい……。




　微笑むセリナが、私の隣となりに腰を下ろした。

「でさ、すず。これは私からの提案なんだけど」

「？」

「アドレスもらって、むぎゅーの件もなんとかなったんでしょ？　だったらさ――」

　セリナが私の耳元で、その『提案』をささやいた。

「……!!」

　――それは、私にはとても高いハードルだった。

「いや、それは……！」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ、ヤガちゃんなら喜んでくれるよ。いい意味で単純バカみたいだから」

「…………」

　とてもセリナの言うようには思えなかった。あまりに馴なれ馴れしいというか、それ以上に恥ずかしくて、そんなの無理って思ってしまう……。

「ま、するしないは自由だよ。私としては、いつまでも他人行ぎよう儀ぎなのはどうかと思ってね」

　そう言ってセリナ、立ち上がって自分の机に向かう。明日の準備をするために。

「……」

　私は悩んだ。かなり、悩んだ。寝る寸前まで悩んで――

　――私は、チャンスがあれば、その『提案』にチャレンジしてみることにした。




〈矢ヶ崎サイド〉




　――翌週の月曜日から、僕の生活は激変することになった。

　まず大きく変わったことは、理事長先生直々に【フライ・ハイ！　プロジェクト】にアドバイザーとして参加するようにお願いされたことだ。

「――済まないね、矢ヶ崎くん。どうやらこのプロジェクト、キミがいないと上手うまくまとまりそうにないのだよ」

　学園のカリスマ経営者であり、学園の中興の祖と謳うたわれ、数多くの困難を機転と用よう意い周しゆう到とうな根回しで乗り越こえてこられた理事長先生に、そんなふうに言われて。

　僕は当とう惑わくするばかりだった。

「僕がそんなすごい人間とは思えないのですが……」

「何を言っているのかね」理事長先生、カカカと笑いながら言う。「キミがいなければ、このプロジェクトは涼名くんのリタイアという形で失敗に終わっていたことだろう。それを回かい避ひできただけでも凄いことなのだよ、矢ヶ崎くん」

「はあ……」

「では、そういうことなので、当面は一いつ般ぱん教養の授業には参加せず、プロジェクトと、フランカーの習熟の二つに専念してくれたまえ」

「え？」

「大だい丈じよう夫ぶ、単位の取得に関しては、こちらで便べん宜ぎを図はからせてもらうから」

　それはつまり、一般教養の座学は当分サボっていい、単位はなんとか取れるようにする、ということであって……。

「……いいんですか、その、授業をサボるようなことになりますが」

「心配ご無用。なぁに、勉強などその気になればいつでもできる。今しかできないことに専念して何が悪いのか？　――そういうことだよ」

　今しかできないこと……なるほど確かに、言われてみれば。深い言葉だ。

「まあ、そういうことで、よろしく頼たのむよ」

　おじいちゃんはニコニコ笑顔で去っていく。

　僕は「分かりました、理事長先生！」と、気をつけの姿勢で答えた。




　――ということで、僕は正式に【フライ・ハイ！　プロジェクト】のメンバーになり。

　これからプロジェクトの終しゆう了りようまで、午前中は第二校区、午後は第三校区で過ごすことになった。これからも涼名さんと一緒に訓練ができる……夢みたいな話だ。

　ところが、である。その初日の月曜日、飛行訓練はいったん中止と聞かされて。

　え、なんで？　と僕は目が点になった。

　もちろん理由があった。涼名さんが復活したので、溜たまりに溜まったＰＲビデオの撮さつ影えいを優先してやることになったそうだ。

　言うまでもなく僕がカメラの前に姿を出す機会はゼロなので、僕はカメラの後ろから撮影シーンを眺ながめることになる。

　こういう撮影には『台本』があって、みんなで入念に打ち合わせをして、リハーサルをして問題点を洗い出して、それから撮影をするという流れだった。

　こういう舞ぶ台たい裏うらを見るのは初めてで、言葉は悪いけど普ふ通つう科かのコスプレ先生の授業を受けるより勉強になった。

　打ち合わせをする時の二人の真しん剣けんな表情も、初めて見たように思う。

　なんというか、仕事人の顔って感じ。土曜日の撮影は比ひ較かく的てきリラックスしてやっていたけど、今日は本当に真剣な表情をしていて、プロって感じがして凄いと思ったのだった。

　――僕の脳みそから小学生並みの感想しか出てこないのは、気にしないで欲ほしい。




　撮影が進んで、インタビュー形式でこれまでの訓練を振ふり返るシーンの撮影に入った。

　もちろん台本があって、質問が決まっていて、答えもだいたい決まっている。

　――ちなみにここ、ある質問で涼名さんが答え方に困っていたので、僕が少し手伝った。

　撮影が始まる。涼名さんと、担当教官の金城かなぐすく教官が並んで受け答えをする。

　涼名さんは微笑みを浮うかべて、質問にスラスラと答えていた。

　金城教官もいつもの通りだ。怜れい悧りで冷れい徹てつ、威い厳げんを身にまとい、緊きん張ちようした様子もなく質問に答えている。

　涼名さんに対する質問で、「教官のことはどう思いますか？」という質問が出た。スタッフさんが、電脳接続で見えるカンペをカメラの後ろから見せる。

　その時涼名さんは、少し目を伏ふせて、

「たいへん厳しい方で、最初のうちは不安で仕方ありませんでした」

　と答えた。撮影用の答えじゃなくてあれは本音だろう。

　でもすぐに視線を戻して、

「でも、その厳しさの中に優しさがあることが分かると、不安ではなくなりました。厳しいのは優しさの裏返しで、教え子を危険な目に遭あわせないようにする、そのための厳しさだと分かったのです。そのことに気づかせてくれた方がいるのですが、その方にも、また私のことを見捨てずにいてくれた教官にも、今は感謝しています」

　最後は力強く微笑んでいた。撮影用の作られた笑顔じゃなく、心からの微笑み。

　こんな笑い方もできるんだ、って思った。そこに、最初に会った時のような儚はかなげな雰ふん囲い気きはまったくなかった。力強い、輝かしい微笑み。見み惚とれてしまう。

　カンペの質問が「けっこう怖こわそうな教官ですけど、優しさがあるんですね」になった。

　これも、涼名さんは微笑みと一緒にうなずいて、

「はい、半分は優しさでできていると思います」

　周りにいたスタッフから笑いが起こった。僕が手伝ったのはここだ。イイ感じ！

　金城教官は無表情だけど、少し呆あきれた様子。口が「へ」の字に曲がっていた。

　そして涼名さん、アドリブでこんなふうに続けた。

「あの、本当にお優しい方なんですよ。第一校区の生徒さんたちからは、確かカナちゃんとか呼ばれているそうで――」

　――あ。

　全身に冷気が走る。背中が、頭が、足元が、急速に冷れい却きやくされていった。

　逃にげようと思う暇ひまもなかった。金城教官は鬼おにの形相になり、猛もう然ぜんとダッシュしてきて僕の首根っこを捕つかまえる。ぐわしっ！

「やぁ～～～がぁ～～～さぁ～～～きぃ～～～ッ!!」

　金城教官の凄すさまじい怒ど声せい！　肉にく食しよく獣じゆうが耳元で唸うなっているような恐きよう怖ふ、コワイ!!

「貴様、何を教えたァ!?　犯人は貴様以外に考えられんッ、言えッ!!」

　教官からの容よう赦しやのない追求が僕を更さらに震ふるえ上がらせるッ!!

　――まあ、教えた犯人が僕だとバレて当然である。金城教官がカナちゃん呼ばわりされていることなんて、このメンバーの中では僕ぐらいしか知らないはずだ。むしろ僕以外に誰だれがいる？　って状態。

　事実、まごうかたなき真犯人であるところの僕。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに立って刑けい事じさんに問い詰つめられる犯人のような心境で、正直に白状することにした。

「はい教官！　教官に親しみを持ってもらうために、第一校区の生徒が教官のことをどう思っているかを、涼名さんに正直に伝えさせていただきましたっ!!」

「ほぉ、そうか！　正直で結構なことだが問題点はそこではない！　お前たちが未いまだに私のことをそのように呼んでいる、それが問題なのだっ!!」

　僕としてはこんな形でバレてしまったことが問題デス！

　しかし教官はそんな事情などお構いなし、僕に対して無む慈じ悲ひな死し刑けい宣告を下す！

「お前たちが常つね日ひ頃ごろから私をどんなふうに思っているか、後でタップリ生徒指導室で聞かせてもらおうじゃないか。私からもお前には言いたいことが山ほどある、みっちりと教育的指導をしてやるから楽しみに待っていろよ……!!」

「勘かん弁べんしてくださあああぁぁぁいっ!!!」

　一同、大笑いだった。撮影を見守っていた香か川がわさんなんて、コンクリートの地面をバンバン叩たたきながら爆ばく笑しようしていた。

　そんな時、涼名さんが駆かけ寄ってきて、

「あの、金城教官！　私も一緒に説教を受けますから！」

　僕をかばうように言ってくれた。ああ、天使様ッ!!

「いいだろう、お前たちがどのような連れん携けいプレーを見せてくれるか、見させてもらおうじゃないか。私も楽しみにしているからな。ふふふふふ……!!」

　教官のそのセリフは、暴ぼう虐ぎやくと残ざん酷こくさに満ち溢あふれていた。ラノベの魔ま王おうってこんな感じなのかな、と僕は思ったりもした。

　ついでにもう一つ、僕はツッコミを入れさせてもらった。どうしても気になった。

「てゆーか！　どうしてカメラ回しっぱなしなんですか!?」

　なんとカメラマンさん、なんのイレギュラーも起きていないかのごとく、無表情でこの光景を撮影していたのである。

　その理由を尋たずねる僕の悲痛な叫さけびには、監かん督とくさんがニヤニヤしながら答えてくれた。

「いやー何かの素材に使えるかと思ってね！」

　鬼すぎる！　てか、何に使うんですかこんなもん!?

　監督さんから、やっとのことで「はいカーット！」の指示が出る。

　このシーンはめでたく撮とり直しとなった……。




　そして――僕と涼名さんは、その後たっぷりと、金城教官から説教あいのムチを頂ちよう戴だいしたのだった。







　昼休み、第二校区の格納庫の一角でランチタイム。

　参加者は僕と涼名さんだけ。食事は、涼名さんが作ってきてくれたバゲットサンドだ。今日もごちそうになります。

「先ほどはすみませんでした。つい、口が滑すべってしまって……」

　涼名さんから、改めて謝罪があった。僕は「気にしないで」と手を振る。

「大丈夫です、説教は慣れてますから」

　自じ慢まんするようなことじゃないけど、ガミガミ言われるのはもう慣れている。

「いえ。本当に、いつもご迷めい惑わくばかりおかけしていて……」

「そんなことないですって。楽しいことや嬉しいことばかりですから」

　そう、今は楽しいことや嬉しいことがたくさんある。以前とは比べ物にならないほど、味わい深い日常に変わったのだ。

　その中でも、とりわけ嬉しいことがある。

　……恥ずかしいけど、きちんと言葉にした。

「こうして……涼名さんと出会えて、仲良くなれましたから」

　そう言うと、涼名さんも微笑ほほえんでくれた。

「……私もです。あなたに会えて、とても嬉しいです」

　うわあ……なんて嬉しいことを言ってくれるんだ。じ～んとなる。

　ほんわかした雰囲気と一緒にバゲットサンドを味わう。本当においしい。お店で出せるレベルだとお世辞抜ぬきに思う。

　料理が上手で、おしとやかで、優しい微笑みがとても綺き麗れいなグラビアアイドルの女の子と、肩かたを並べて食事する……本当に夢みたいだ。

　しかも、アドレスも交換して、メールのやり取りをするようにもなっていて。

　ここっておとぎの国だったっけ？　なんてアホなことを考えてしまうくらいに、今の状じよう況きようは現実離ばなれしていた。

　――まあ、その『現実』に目をやってしまうと。

　実は問題は山積みで、正直、途と方ほうに暮れそうになる。

　プロジェクトのこと。フランカーのこと。涼名さんともっと仲良くなりたいけど、どうやったらうまくいくか、エトセトラ……。世の中いいことばかりじゃない。

　でも、悪いことばかりでもないと僕は知っている。

　だから僕は、鳳ほう翔しよう学がく園えん航空祭というゴールを目標に、前を向いて進もうと思う。

　僕に与あたえられた翼と、そして、隣にいるこの人と一緒に……。




　楽しい時間はすぐに終わってしまう。予よ鈴れいが鳴る前に涼名さんは立ち上がった。

「すみませんが、次の準備がありますので……」

　名残なごり惜おしそうに言ってくれるのが、また嬉しい。

　涼名さんは午後からも撮影で、リトルホークに乗って離着陸をするシーンを撮影するらしい。それこそ午前にやって欲しかったけど、どうやらコックピットにもカメラを入れるようなので、どのみち僕は同乗できなかった。

　ちなみに僕は、午後からは体力トレーニングとフライトシミュレーターだ。フランカーはとんでもない金食い虫だから、週に二回しか飛ばせない。残りの日はシミュレーターでの練習になる。

　なにせ、燃料代だけで万札がたくさん飛んでいくそうだから。おお、怖い怖い……。

　――ともあれ。今日のところは、涼名さんとはここでお別れである。

「涼名さん、頑張ってください。ファイトです！」

　僕は笑って見送った。涼名さんに元気を出してもらえるように。

　涼名さん、嬉しそうに微笑んでくれる。そして一呼吸置いて、




「――それでは、行ってきますね！　矧君っ!!」




　元気いっぱいにそう言って、小走りに去っていったのだった。

　……しばらく、何が起きたか理解できなかった。

　しばらくして、僕が名前で呼ばれたことを知り、いろんな感情が噴ふき出した。

　え、矧しん君、矧君って言った？　今？　え？　何これ夢？

　頬ほおをつねった。痛い。夢じゃないらしい。

　では、どういうこと？　いやいやいや、ちょっと親しくなっただけであって別に今すぐどうとかそういう話じゃないはずで、僕はちんちくりんの飛行機バカでしかなく――

　きーんこーんかーんこーーーん。

　予鈴が学校中に鳴り響ひびく。僕は現実に帰る。

「あーっ、ヤバい!!　ボーッとしすぎてた、急がないと！」

　あと五分で第三校区に移動して着替えて体力トレーニングを始めなければ！

　うわー絶対間に合わない！　ドリーちゃんが捕まることを祈いのるしかないっ!!

　僕は走りながら、無人電気自動車のドリーちゃんをリクエストした。幸運にも、すぐ近くにフリーになったドリーちゃんがいて、僕はそれに飛び乗った。







[image: ]







　更こう衣い室しつで慌あわただしく着替えて、チャイムギリギリで14番格納庫前へ。セーフ……。

　担当教官にネット経由で体力トレーニング開始を申しん告こく、認にん証しようされる。「ギリギリだぞ、気をつけろよー」と苦言を呈ていされる。すみません。

　さっそく準備運動を始める。おいっちにーさんし。

　それからランニング開始。学園のフェンス沿いを走るいつものコースを走る。

　滑走路の方から、プロペラが高速回転する音が聞こえてきた。離昇時のマックスパワー。聞き慣れた音色が心ここ地ちいい。

　滑走路から１機のリトルホークが飛び立っていく。

　視界に情報が表示される。乗っているのは涼名さんと金城教官だ。早さつ速そくやっているみたいだ。僕は二人が軽かろやかに空に飛び立っていくのを見送る。

　涼名さんも頑張っているんだから僕も頑張らないと、って思う。フランカーを乗りこなすために、もっと体力をつけないといけない。

　よし、気合い入れて走り込みますか！







　空と、小鷹と、涼名さんと。

　僕と、大勢の人とが作り出す、一つの物語。

　空高く飛べ！　と銘めい打うたれたプロジェクトは、これからも続いていく。

　もちろん順じゆん風ぷう満まん帆ぱんじゃなく、この後何度も暴風が吹ふき荒あれて、僕らはその度にもみくちゃにされた。

　直近で言うと……ああ、この後は香川さんの一件があるんだっけか。あれはちょっと大変だったんだよなぁ……。

　まあ、この後も色々あるんですよ。ただ、その『色々』の中には、楽しいこともたくさん含まれているんだけどね。




　もし、この続きを話す機会があったなら。

　その時はまた、僕の下手くそな語りにお付き合いいただきたいと思います。




　――では、その日まで。




〈了りよう〉










あとがき







　初見となります。榮さかえ　三さん一いちと申します。この度は拙著『果てない空をキミと飛びたい』をお買い上げ下さいまして、誠にありがとうございます。心より御礼を申し上げます。

　さて、私個人の話をしても仕方ありませんので、物語の与太話でも致しましょう。

　この物語にはフランカーが登場します。みんな大好きＳｕ‐27ですね。派生型がありすぎてワケワカメな状態ですが、Ｐが防空軍型、Ｓが量産型、Ｍが改良型、ＵＢが複座練習型、Ｋが輸出型（例外あり）と覚えておけば、だいたい解読可能です。数字にしても、27が基本の単座型、30が縦列複座型、32と34が並列複座型、33が艦載型、二代目の35は27を発展させた単座型（初代35は試験機）、37は試験機、という感じで、27と二代目35以外はカナード付きです。ね、簡単でしょう？

　そんなフランカーですが、敵役として登場することが圧倒的に多いです。東側の機体なので、どうしても敵側に回ってしまいがちではあるのですが……私としてはそれが気に食わないのです。あんなにも美しい戦闘機を敵に回してボコるのは、どうにも許容し難い。

　やはり中学の頃からフランカー大好きっ子だった私としては、主人公機をフランカーにしたいところです、が、主人公を日本人とした場合、フランカーを主人公機にするのは至難の業です。イーグルやＦ‐２をすっ飛ばして、なんでロシア機になるの？　というところから設定を組まないといけません。でないと戦闘機ファンからフルボッコにされます。

　こうなると発想の飛躍が必要になります。今回は、一度世界をリセットして、ある程度好きに飛行機を飛ばせる世界にしてしまえば、日本人がフランカーに乗っていてもあんまり違和感ないだろう……と踏んで、ああいう設定にしております。

　曲がりなりにも舞台設定が整ったならば、今度はフランカーをどうやって活かしていくかが課題となります。平たくいえば『フランカーを使って主人公とヒロインにラブコメをやってもらうにはどうすればいいか』を考えよう、ということなのですが……。

　――フランカーを使ってラブコメとか、どうやってやるんだそれ？

　普通そう思いますよね？　私もそう思いました。とりあえず「フランカー乗りの最弱不敗のパイロット」的な感じで、航空警察隊の話でシナリオを組んだのですが……これだとぜーんぜんキャラが動いてくれません。展開がありきたりすぎて、私自身が途中で飽きてしまいます。そして航空警察ネタであれば、普通に考えて主人公機がフランカーである必要がない。イーグルでもＦ‐２でもいいですし、むしろそちらの方が説得力あります。

　そんなこんなであれこれやっていくうちに、私はふと思ったのです。フランカーという戦闘機をうまく活かすには、戦闘シーンを出してはいけないような気がする、と。

　そうなると、フランカーのもう一つの特色である変態機動を活かすことになります。フランカーといえばプガチョフ・コブラでありクルビットです。最近は制御されたフラットスピンなんかをやっていたりします。変態です。イーグルやＦ‐２には真似できません。フランカーでなくてはならない必要性が、ここで初めて生まれました。

　であれば、曲技飛行を主題にし、戦闘シーンは排除。フランカーは「主人公は実は凄いんだぞ」アピールをするための小道具になってもらうことにします。

　そしてヒロインちゃんをどうするかで散々迷った挙げ句、実験的に「アイドル」という要素を取り入れたら――これが意外や意外、うまくいきまして。

　無我夢中であれこれいじっていたら、いつの間にかこの作品が完成していました。

　この物語の生まれたきっかけとは、そういうものだったりします。フランカーありきで物語を作ってしまったこと、また薀蓄が多すぎる点は深く反省しております――薀蓄ついでに、日本は元々メートル法採用国です。この物語では計量法附則５条２項１号が削除されている（という設定な）ので、航空機の単位はメートル法となっています――。

　しかし、偶然の産物とはいえ、涼名美月というヒロインは私自身とても好きでして、もし許されるのであれば、矢ヶ崎と涼名のこれからを描いていけたらなぁと儚い願望を抱いております。もちろんフランカーもどんどん活躍させたいところではありますが……。

　先のことは分かりませんので、与太話はここまでにします。

　多くの方に御礼を申し上げなければなりません。まずＨＪ文庫編集部の担当様、右も左も分からない奇行種の私に根気強くご指導下さいまして、本当にありがとうございます。

　続いて、イラストを担当していただきましたフライ様、涼名たちの素晴らしいイラストを描いて下さいまして、本当にありがとうございます。感無量です！

　また、拙作を金賞に選んで下さいましたＨＪ文庫編集部の皆様、拙著を取り扱ってくださいました販売店の皆様、そしてこのライトノベルをお手に取ってくださいましたすべてのお客様に、厚く御礼を申し上げます。

　最後に、高校時代からのフレンズの皆さん、今度肉食いましょうね。奢ります。




　もし次の機会がありましたら、その時またお会い致しましょう。

　――では、その日まで。

二〇二一年文月　榮　三一







[image: ]




cover.jpeg
Sakae Sanichi

WOHIE7ZARVI
FEIELIS,
ZANEYTULYAYVE

HIXE Frolickok





nav.xhtml

    
  
    		プロローグ ― ある 雨 の 日 に ―


    		第一 章 ― 日常 は いとも たやすく 破壊 さ れ た ―


    		第二 章 ― 一歩 でも 前 へ 、 少し ずつ ―


    		第三 章 ― 恐怖 の 存在 、 金城 教官 ―


    		第四 章 ― 砂浜 と グラビア アイドル の 親和性 が 神 が かっ てる 件 ―


    		エピローグ ― 空 と 、 小鷹 と 、 涼 名 さん ―


  




  
    		目次


    		start


    		Cover


  




images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg
9H4g ME http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/

RTHRVWEEZF I LRGT-W
MOHIZTA FVICEEELES, ARV TLYAYETAZ LR
20214E8H1H  WIMUFEAT

FE—H=—

RIENT RIS
BRI R E =V v 28
T 151-0053
WA A4 K2-15-8
A% 03(5304)7604 (i)
03(5304)9112 (%)
FIRITE——K H AEMR R S
] JNBR (Gibbon) /R &FT A =

SRR - B

©Sanichi Sakae
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-2553-9  C0193

PP 1510058 RREHSEKALA—15-8
RVl () ) oS S
=— e 754 Sk

https://questant.jp/q/hjbunko E ~

Fro—big © —BHIHL TLBLRDBOET.
Web EICT @ YA hADFP Y RAITHD BIEERETAIBLEE L,

PRI E Nl @ il TS (S, REEDTREMATH STEE LA,
© CEBAIAORNSHBETER | 0B,
HIX@EA U IF )Ty XZEBEOWELET.






images/00014.jpeg





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg





images/00004.jpeg
N

~

RTCBEVEZEFIERUTCL)
MOBIC7A RLERERLES.
CAEDTUYRAYETHTEILHS I

HIX E






images/00003.jpeg
e
X n#& %A
L EESUES g b
DIFETTAFN,

Lhof

o Twk
Lipemliziyons,






images/00006.jpeg
S8 - DN NKA NN
BHEEEWK QX





images/00005.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





